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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







ポー姫「はいはい、分かったのじゃ！　タイトル通り、クラウゼラをジャスコに行かせればよいのじゃろう!?　まったく、どいつもこいつも……」

麟りん一いち郎ろう「なんでお前キレてるんだよ？」

ポー姫「皆、人の顔さえ見れば『結局ジャスコ行ってないよね』だの『二巻でついにジャスコ関係なくなった』だの……。こっちにはこっちの予定があるのじゃ！」










　　１






　某県某所にある郊外型ショッピングモール、その名も〝ピ○リ守もり山やま〟。

　ここは『日本一閑かん散さんとしたショッピングモール』としてインターネットで有名らしい。

　休日でも客は来ず、店内はがらりと無人。こんな状態が何か月も続いているため、入っていた店舗は次々と出ていってしまう。──そんな、ちょっとしたゴーストタウンの様よう相そうを呈ていしていた。

　だが、今は違う。

　この賑にぎわい。

　この熱気。

　大勢の人間で溢あふれている。

　ゾンビから逃げてきた近きん隣りんの住民たちで！

「うむうむ。やはり人間というものは、ゾンビが出るとモールに集まってくるものなのじゃな」

「──って姫！『いい考え』ってこれかよ!?」

　話は一日前に遡さかのぼる……。







「実は、死別した妻との間に子供が一人おりましてな。……ブゴーフゴー」

　オークのダイナマイトジョニーがそんな話をしたのは、土曜日の午後。俺──瀬せ田た麟りん一いち郎ろうの家でのことだった。

「ほほう？　初耳じゃな。汝なんじは独身と聞いておったから、モテなくてずっと独り身なのかと思っておった。むぐむぐもぐ」

　そう口を挟んだのは異世界《魔法地平シーズベツド》からの亡命者、イース神聖連合王国王位継承権第二位ポーリリファ・ルーカ・アデルベーン・ジャッセン。

　我が家の居い候そうろう、ポー姫（八歳）だ。

　見事な金髪に白い肌、くりんとした大きな瞳ひとみと、まさしく可か憐れんそのものの美幼女で、その愛らしさゆえに〝金きん鳳ぽう花げの君〟の異名を持つ──バカだった。いわゆる残念系美幼女というのになるのだろうか。

　ちなみに最後の『むぐむぐもぐ』はジョニーがお土産で持ってきたモロゾフのプリンを頰ほお張ばる音だ。

「むぐむぐもぐ。この家のコップはどれも妙な形をしてると思っておったが、このプリンの容器であったのじゃな。祖母殿、なかなかケチ臭いのじゃ」

「いやいや、しっかりしていて素敵ではありませんか。物を大切にする女性、ワタクシは好きですぞ。女子力が高いというか。……ブゴーフゴー」

　七〇過ぎのババアに、なにが女子力だか。

　ちなみに、この社長オークはうちの祖ば母あちゃん瀬田トメ子（七二歳）に気があって、それでしょっちゅうお土産を持って遊びに来ていた。

　困ったことに、祖母ちゃんも乗り気であるらしく、あのババア最近いつもオシャレしていやがる。超ウザい。

　そんなババ専オークにポー姫が一言コメントをする。

「ふむ、ジョニーの言うことももっともじゃ。たしかにモロゾフとやらのガラス容器は分厚く頑がん丈じようで耐熱性に優れておるからコップ向きであるのじゃろう。《球面地平スフイア》の地球チーキユで一番丈夫な物質だとネットにも書かれておった。同じ銘めい柄がらのクッキーの缶もその頑丈さゆえに裁縫箱に転用されておるらしいし」

　さすがに、そろそろ俺も突っ込みを入れることにした。

「ポー姫、さっきからどうでもいい話題で話の腰を折るな。ちゃんとジョニーの話を聞いてやれ」

　あと、モロゾフの容器はたしかに頑がん丈じようだが、地球で一番ってことはない。

「いやはや、リンイチローさん助かります。ブゴーフゴー。──ともあれ、ワタクシには子供がおりまして、それが親の欲目と申しますか、なかなか優秀で。まだ若いのに経営コンサルタントなんぞをやっております。一応、コンサルタント会社の社長ということになりますか。……ブゴーフゴー」

「ほほう？　おおよそオークがするとは思えぬ知性派な商売じゃのう」

　姫、さすがに失礼だろ。俺も多少そう思ったが。

「しかし最近、難しい依頼が来て困っているらしいのです。……ブゴーフゴー」

「ほう、難しい依頼とは？」

「近くの県に、ピ○リ守もり山やまというショッピングモールがありましてな……ブゴーフゴー」

「おお、知っておるのじゃ！　インターネットで有名なところじゃな？　ちょうど昨日のテレホーダイタイムにニュースサイトで読んだのじゃ。

　巨大モールでありながら利用客が少ないため入っている店舗が次々と撤退し、いつの間にやら『全国チェーンの喫茶店』『全国チェーンのちゃんぽん屋』『全国チェーンの旅行代理店』『ペットショップ』の四軒だけしかなくなっていたという伝説的なアレじゃろう？『日本一閑かん散さんとしたショッピングモール』『キレイな廃はい墟きよ』『二一世紀のゴーストタウン』『一日の利用客四人の新記録を達成』といった異名をほしいままにしておる場所じゃ」

　俺は知らなかったが、そういう場所があるらしい。

「まさか……汝なんじの子、あそこのリニューアルでも安請け合いしてしまったとでも？」

「実は、そのまさかなのです。さすがに苦戦しているようで……ブゴーフゴー」

「ありゃー、なのじゃ」

　なんだ、そのリアクション？

「苦戦は当然じゃ。今までに何人もの経営コンサルタントを返り討ちにしたと聞いておる。そもそも、あんな風に完全に死んでしまったモールをゾンビのように生き返らせるなど、それこそ神の摂せつ理りに反する行為…………むっ、待てよ。今、妾わらわにいい考えが浮かんだのじゃ。ジョニーよ、明日にでも妾たちを現地に連れて行くがよい！」

「ブ……ブゴーフゴー？　明日ですか？」

「うむっ。ピ○リ守山を大勢の客で賑にぎやかにしてくれよう」





　　２






　──というわけで、その翌日である日曜日の昼下がり。つまりは現在。

　ジョニーの車で送ってもらって、ポー姫と俺は近くの県にあるピ○リ守もり山やまにいた。

　何千というゾンビに囲まれたショッピングモールに！




「「──ゾビー、ゾビー」」




　ゾンビって『ゾビー』と鳴くんだな。初めて知った。

「ほれ、こんなに賑にぎやかになったのじゃ。大繁盛じゃ」

「いいや、こういうのは繁盛とは言わない。だいたい、どこからゾンビなんか連れてきた!?」

「ヘイケ町の町はずれにバタリ田さんという死霊使いネクロマンサーが住んでおるじゃろ？　あの人に頼んで、大量生産してもらったのじゃ」

「お前、メチャクチャするな？」

「人間というのはゾンビの群れに襲われると、ショッピングモールに逃げ込む生き物なのじゃ。本能的にそうなっておる。──ならば、地元でゾンビを大量発生させればモールが繁盛するのは自明の理というものじゃろう？」

　なにが自明の理なんだか。

「けど、近所にほかのモールが何軒かあるらしいぞ？　ライバル店も繁盛しちまうだろ」

「安心せよ。ゾンビたちには、よそのモールの近くでは姿を隠すように言っておる。人間というものはゾンビが姿を消せば『やった、もう大丈夫だ！』とモールからフラフラ出てくるものじゃからな。大抵は出てきたところをまた襲われるわけじゃが」

「お前、さては最近なにか映画見たろ？」

　昨日の昼にやってたテレビの洋画劇場の影響だな？

　ちなみに俺たちのすぐ横では、このモールの社長だか支配人だかなんだかが、窓の外の光景を見ながらワナワナと震えていた。

「おやおや、モールの偉い人も感激で打ち震えておるようじゃのう。なあに、お礼は結構じゃ。妾わらわは田舎のショッピングモール──即すなわち『いわゆるジャスコ』を愛する者。ジャスコが赤字で潰つぶれて民が悲しむ顔は見たくないのじゃ。それで、このようなことをしたにすぎぬ。報酬はジョニーの子供から貰もらう予定であるし。──ただ、どうしても汝なんじが礼をしたいというのなら、現金で一〇〇万円ほど包んでくれても構わぬぞ」

　いいや、喜んでるわけじゃないと思うぞ。

　とはいえ、どうやら怒ったりショックを受けたりしているわけでもないらしい。

「ウ……ウウウー…………ゾビー」

　よく見れば、頭にゾンビの歯型がついている。これが、さっきからこの人が震えている理由だ。震えはだんだん激しいものになっていく……。

　とりあえず、俺は見なかったことにしようと思う。

「さて、妾たちはそろそろおいとまするのじゃ」

「姫、そりゃいいが……しかし、どうやってここから出る気だ？　このモール、ゾンビの群れに囲まれてるんだぞ」

「簡単じゃ。さっき、アルミホイルを買ってきた」

「アルミホイル？」

「うむ。こうやってグルグルと全身に巻くがよい。これを巻いておる者をゾンビは嚙かむことができぬのじゃ」

　知らなかった。さすがはファンタジー世界の住人、こういうのに詳しいな。

　よく『銀には魔ま除よけの効果がある』なんて言うが、アルミの銀紙にも同じ効果があるってことなのか。

「アルミホイルを嚙むとビリッとするじゃろ？　あの効果じゃ。あれを怖おそれてゾンビは嚙んでこないのじゃ」

「──って、そんな理屈かよ！」

　感心して損した。

　ともあれ俺たちは銀色のミイラのような姿になって、このショッピングモールから脱出していく──。

「うむうむ、我ながらいい仕事をしたものじゃのう」

　いいや、そうでもないと思うね。







　こうして俺たちはひと仕事を終おえ、町へと帰ることにする。

　俺たちの町は、平へい家け町ちよう。

　岐ぎ阜ふ県東端の山間部にある小さな町で、岐阜と長なが野のと愛あい知ち、三つの県の県境近く──つまりは三つの県から辺境扱いされている、ザ・田舎とでも言うべき土地だ。

　総人口はたったの八七五人。面積も四一・六七平方キロメートルと狭い上に、そのほとんどが山だの山林だの川だので、人間が住んだり農地にしたりできる場所はさらに少ない。当然ながらおしゃれな店や遊ぶところなどはなく、ショッピングモールの進出計画はこないだ自分たちの手で阻止したばかり。テレビはＮＨＫ以外は局数二つ。携帯電話も使えない。そんな、ないないづくしの田舎町。

　──その一方、亡命政府は八つもあった。






第一章







ポー姫「以上、オープニングコント終了じゃ。フーッ、『いわゆるジャスコ』に行ったのでノルマ達成というところじゃのう。これでタイトル詐欺とは言わせぬぞ」

麟りん一いち郎ろう「……いいや、まだタイトル詐欺だ。女騎士クラウが『いわゆるジャスコ』に行ってない」

ポー姫「なんじゃと!?」










　　１






　さて翌日の月曜日。

　もう学校もとっくに終わった午後四時という時刻ではあるが、今は六月の梅雨どき前──夏になりかけの時期だけあって、まだ空は青くて日差しも眩まぶしい。鮮やかな空色が、山や田畑の真上を覆う。

　そんな田舎の景色が、三六〇度の大パノラマで広がる中、

「──ということがあったのじゃ。妾わらわの叡えい智ちがピ○リ守もり山やまを救ったのじゃな」

「おお、姫殿下……。私が留守の間に、そんなことがあったとは！」

　我が家の玄関先では、一人の女騎士がポー姫の話に聞き入っていた。

　彼女の名は、クラウゼラ・ルー・コトヴィック──通称クラウ（一六歳）。

　またの名を〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟。

　くすんだ金髪に白い肌、整った顔立ち。背は一七〇弱とやや高めで、すらりと伸びた四肢は競走馬かしなやかな鞭むちのよう。常にきりりとした表情と相まって、抜き身の剣を連想させる──そんな美び貌ぼうの騎士ローズバドであり、比ひ喩ゆではなく一騎当千の実力者だ。

　そんな〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟クラウは今、なぜか泥や土つち埃ぼこりで真っ黒になっていた。

「そのような危険な任務に、姫殿下が自らお出向きになられるとは……」

「なあに、問題ないのじゃ。日曜日をまるまる潰つぶしてしまったが、まあ、どうせヒマじゃったし、ジョニーの車でドライブをしたと思えば損はしておらぬ。ジョニー的にも祖母殿と遠出ができて楽しそうじゃったからのう。妾がモールを盛り立てておる間、ジョニーは祖母殿と二人っきりであちこち行っておったようじゃし」

　その件については、いろいろ言いたいことはあるがな！　ババア、なんでオークとデートしてやがるんだよ!?

「じゃが、それよりなにより、民草の笑顔を見るというのはとても気持ちの良いものじゃった。赤字のジャスコモールが救われて、下々の者どもも喜んでおるじゃろう」

「さすがは姫殿下！　まさしく王の器にございます」

　クラウ、無む暗やみに褒ほめるな。ちゃんと話を聞いていたのか？　姫のやつ、褒められるようなことはしてないぞ。

　しかし、それはそれとして──逆に、俺たちからクラウに訊ききたいこともあった。

「というわけで、妾わらわたちはそんな感じで過ごしておったのじゃが……さて、今度は汝なんじが『なにをしていたか』を説明する番じゃ。汝、いったい今までどこに行っておったのじゃ？　昨日の朝にいきなり姿を消しおって」

　そう！　昨日のゾンビモール騒動のときにクラウがいなかったのには、ちゃんと理由があったのだ！

　朝、ジョニーの車で出発しようとしたら、クラウがどこを探しても見つからない。それどころか、夜になっても翌日になっても、ずっと姿を消したまま。今日は結局、学校を丸一日休んでしまった。

　俺はずっと心配していて、夕方になっても帰ってこないようなら警察に言おうと思っていたのだが……この女騎士、さっき急にフラッと帰ってきやがった。それも泥だらけの真っ黒な姿でだ。

「まったく、妾は心配したのじゃぞ」

　姫、ウソつけ。お前はケロっとしてたくせに。

「申し訳ございません……。このクラウゼラ、騎士ローズバドとしていかなる処罰をも受ける所存でございます」

「いや、処罰は特に考えておらぬが──それで、汝はどこに行っておったのじゃ？」

「は……。それが、実は──」

　クラウは自分の身に起きたことを語り出す。

「実は、我が姉セシミリルに……」

「こないだのスペース女騎士セシミリルか？　なんじゃ、姉妹で遊んでおったのじゃな」

「いえ！　遊んでいたのではございません！　誘拐されて、宇宙のアイドル事務所で強制労働させられていたのです！」

「ほほう？」

　宇宙のアイドル事務所だと!?

　そういえば、前にセシミリルがそんなことを言ってた気がするな。仲良し美人姉妹アイドルユニットとしてデビューするとかなんとか。

「宇宙人に誘拐されるとは、いわゆるアブダクションというやつじゃのう」

「はい……。私が朝の庭掃除をしていたら、いきなりセシミリルに円盤で誘拐され、そのまま『宇宙アイドルとしての基礎技術を教え込む研修惑星』に放ほうり込まれたのです」

　研修惑星？

「その星では『宇宙地下アイドル』とかいう、宇宙のパッとしないアイドルたちを四八人以上もまとめて売り出す準備をしていたのですが……」

「宇宙には、ずいぶんたくさんのパッとしないアイドルがおるのじゃな？　さすがにアイドル先進国地球チーキユのニホンにはそんな連中おるまい。四八人もまとめていっぺんに売り出すような大おお雑ざつ把ぱな商売もせぬじゃろうし」

　んー、そうでもないんじゃないかな？

「私はそのメンバーに入れられ、研修と称して強制的に歌や踊り、バラエティ番組向けのトークなどを教え込まれることになりました。ついでに宇宙芸能界の暗部も嫌というほど見せつけられてしまったのです。ウウウ、まさかあんなことをしているとは……」

「むむっ、さてはエロス行為の話じゃな!?　いわゆるマクラ営業をしておったのか！　ほうほう、ふむぅ……。やはり、芸能界とはそういうところなのじゃのう。それで、それで、汝なんじはどんなことされたのじゃ!?」

　ポー姫、お前、なんで楽しそうなんだよ？『ほうほう、ふむぅ』じゃない。ワクワクした顔で話に食いつくな。

「ウウ、それが……。偉い宇宙音楽プロデューサーと名乗る女に……鎧よろいの上から胸を鷲わし摑づかみに！」

　なんだって!?

「ほうほう、ふむぅっ！　それから？　それから、どんなことをされたのじゃ？」

「いえ……それで終わりです」

「なんと!?　い……いや、それで終わりということはあるまい？　──妾わらわは八歳ではあるものの異世界人なので都条例は適用されぬ。エロスなことを教えたとておまわりさんに捕まらぬ身じゃ。だから、遠慮なくエロスなことを言ってくれてよいのじゃぞ？」

「いえ、本当にそれ以上はなにも……。幸い、私はご存じのように武力に長たけておりますので、胸を鷲摑みにされた瞬間、そのまま大暴れしてやりました」

「ありゃー、なのじゃ。なんたるチアじゃ」

　姫、ガッカリするな。クラウが無事でなによりじゃないか。それともエロい目に遭った方がよかったのかよ？

「で、そのまま脱出したというわけなのじゃな？」

「はっ。逃げるついでに宇宙音楽プロデューサーの宇宙肋ろつ骨こつを四八本まとめて叩たたき折ってやりました。そのまま私は宇宙ヒッチハイクで地球チーキユまで帰ることにしたのですが、ここからがまた大変でして……。宇宙街道沿いの宇宙レストランで宇宙ウェイトレスをしたり、宇宙賭かけ腕相撲で勝負したりで、こうして稼いだ宇宙キャッシュでヘイケ町まで送ってもらってきたのです。宇宙コンボイの助手席に乗って」

　クラウ、なんでちょっとアメリカっぽい？　あと、一つの台詞せりふで『宇宙』って何度も言い過ぎだ。

　とはいえ、苦労したのは本当らしい。

　服の汚れもそうだが、あの鉄のようなクラウが、疲れでグッタリとした顔になっていた。いつもは、どんなときでも女騎士らしくキリッとした表情をしているのに。

「ふむ……。よく分からぬが、いろいろ大変だったようじゃのう。その話だけでラノベが一冊くらい書けそうじゃ。たとえば現在三巻くらい出てるシリーズの四巻目くらいの軽い話にちょうどよいのではないか？　ちょっとした番外編という感じで。普段と違うメンバーで舞台も変えて、アイドルやウェイトレスといったコスプレめいた姿で大活躍というわけじゃし。……どうじゃ、このアイデアよさそうじゃろう？」

　ポー姫、なにワケ分かんないこと言っている。

「なんにしても無事に戻ってこれてなによりじゃ。……チッ、セシミリルめ失敗しおって。『ギリギリでシャレになる程度のセクハラだから』と言うから、わざわざ協力してやったというのに」

　ん？　ポー姫、今なんて言った？　昨日から慌ててなかったから不思議に思ってたが、まさかお前、最初から一枚嚙かんでいたとか……？

「とにかく我が騎士ローズバドよ、大儀であった。真っ黒なままで家に上がると祖母殿に叱しかられるのじゃ。風呂場で泥を落とすがよい」

「はっ、姫殿下！　ありがたきお言葉……!!」

　だから、クラウもありがたがってるんじゃない。さっき小声でひどいこと言ってたぞ。そんなんだから、お前はチョロいって言われるんだよ。







　さて、その後。

　クラウは風呂場に行って泥汚れを落とすと、寝巻用の浴衣に着替えてから居間に来て──グッタリとした顔で座布団に座っていた。

　風呂で緊張が解けたためだろう。ひと休みしたせいで、逆に疲れが一気に来たに違いない。気が張っているときは自分の疲労を実感できないでいるものだ。

「クラウ……お前、大丈夫なのか？」

「うむ、リンイチロー……。もちろん平気だ」

　平気と言うならいいんだが……。しかし、こんな風にボーッとしているクラウは初めて見た。それだけアイドル研修惑星や宇宙ヒッチハイクが大変だったということか。

　クラウは、普段の厳格な女騎士的態度からは想像できないことだったが、足を崩した『女座り』になり、点つけっぱなしになっていたテレビをボンヤリと眺めていた。

　やはり、こんな姿を見ていると心配になる。いつもの彼女らしくない。──だがその一方、浴衣でグッタリするクラウからは、なんとも大人びた色気を感じた。もしかすると、これはアイドル研修惑星の成果であろうか？

「リンイチロー……見ろ、テレビで動物番組をやっている……」

「ああ、やってるな」

　ＮＨＫ教育の子供向け動物番組だ。

「動物はいい……。テレビに出るのにマクラ営業などしないだろうからな……」

「お、おう……」

　……どうやらクラウのやつ、そんなに大丈夫じゃないらしい。アイドル研修惑星でずいぶんと心を傷つけられてしまったようだ。気の毒に。

「フッ……アイドル業界の闇やみを知ってしまった私には、動物だけが癒いやしなのだ……」

「そうなのか……」

　いろいろと大変だな。──とはいえ、さすがにショックを受け過ぎだろ。一日しか研修受けなかった上に、鎧よろいの上から胸を揉もまれただけで業界の闇を知った気になっているのはどうかと思うぞ。

　まあ、それだけ大変だったということかもしれないが……。

　──と、そんなときのこと。

「えー、こんにちは。……ブゴーフゴー」

　がららっ、と玄関の引き戸を開けて現れたのは、おなじみオークのダイナマイトジョニーだった。





　　２






　ブザーを鳴らさずに玄関を開けたのは、オークが野や蛮ばんな種だからではない。

　この平へい家け町ちようが田舎だからだ。この町ではこんな風に、勝手に玄関の戸を開けるのは極めて普通のことだった。なので戸に鍵かぎをかける習慣もない。田舎の基本だ。

　むしろ、ちゃんと『こんにちは』と言う分、ジョニーは紳士的かつ都会的と言えよう。黙って家に上がってくるのが一般的なくらいだった。












　──以上は田舎の豆知識だが、ともあれだ。

　おみやげのクッキーを受け取りながら、ポー姫はジョニーに言った。

「なんじゃ、ジョニーよ。祖母殿ならフラダンス教室に行っておるから今は留守じゃぞ」

　祖ば母あちゃん、そんなものに通ってたのか!?

　出かけてくるとは聞いていたが、そんな用事だとは知らなかったぞ。

「ええ、存じております。……ブゴーフゴー。もう少しすればレッスンが終わるので、車で迎えに行く予定です」

　家族の俺が知らない祖母ちゃんの予定を、俺以外はみんな知っていた。

「ほほう？　くふふっ、なるほどなのじゃ」

　ポー姫は、ニタ～と気持ちの悪い笑みを浮かべる。

「祖母殿め、やるではないか。汝なんじに迎えに来させることで、教室のメンバーに自分のカレシー（※アクセントに注意）を見せびらかそうというわけじゃな？」

　なんだよ、カレシー（※アクセントに注意）って。

　あと、そのニタ～って笑いやめろ。そもそも祖母ちゃんの話題やめろ。気持ち悪い。

「まるで初カレができたばかりの女子校生のようじゃのう。うむうむ、初々しくてよいではないか。くふふっニタ～」

　だから、やめろ。それに『女子〝校〟生』って言い方もやめろ。ＡＶか。

「それではジョニーよ、汝はそれまでの暇つぶしに、ここに寄ったというわけじゃな」

「いえ、実はそうではなく……皆さんに相談があって参りました。……ブゴーフゴー」

「ほほう、相談じゃと？　──まあよい、上がって茶でも飲むがよい。話を聞かせてもらおうではないか」

　ポー姫、仕切るな。だいたいジョニーも相談する相手を考えろ。姫になんか相談してもロクなことにはならないぞ。昨日のモールで証明済みだろ。

　ともあれジョニーは『お邪魔します』と家に上がり、居間の座布団にちょこんと座る。

　身長三メートル近いオーク（三みつ揃ぞろいのスーツに棍こん棒ぼうという姿）が和室で正座している絵面は、なんというか少し面白い。ちなみにスーツはイタリア製だ。

「そうそう姫さま、ピ○リ守もり山やまの件ではありがとうございました。……ブゴーフゴー」

「いやいや、礼を言われるほどのことではないのじゃ」

　まったくだ。文字通り『礼を言われるほどのこと』じゃない。むしろ文句を言われることだろ。

「しかし一応、謝礼は貰もらっておくとしようかのう。祖母殿に渡しておくがよいのじゃ。『──この国じゃ、大金は〝おばあちゃん銀行〟に預けとくもんなんだよ。大人になるまで、ちゃんとお金を管理しといてあげるからね』と祖母殿が言っておった」

　お前、騙だまされてるぞ!?　うちの祖母ちゃんなんか信用するな！　──いや、日本中の子供が〝お母さん銀行〟（我が家の場合は〝おばあちゃん銀行〟）に騙されてお年玉とかを預けるものではあるんだが！

「ちなみに、我らが帰ったあと、あのモールはどうなったのじゃ？」

「はい、実は──あのあとすぐに、モール内にゾンビがなだれ込みまして。そのままゾンビたちに占拠されてしまったのです。……ブゴーフゴー」

　ほら見ろ、姫。

　繁盛させるどころか、モールを壊かい滅めつさせてしまったじゃないか。

「ですがゾンビたちは思ったより買い物好きだったらしく、来客数や売り上げはさらにアップ！　そのまま店員たち全員をゾンビに感染させて、やがては建物や店舗を全すべて買収し、世界初の『ゾンビが経営してゾンビが買い物するショッピングモール』となりました。……ブゴーフゴー」

　はい？　どういうことだ？

　ゾンビに乗っ取られてもそのまま営業を続けてたってことなのか？

「おかげで、モールは想定していた以上の大繁盛。おまけにゾンビによるモールの買収劇には我が子の会社も協力したのですが、これがまたなかなかの収入になりまして。……ブゴーフゴー」

「うむうむ、そうじゃろうそうじゃろう。じゃが『想定していた以上』というのは間違いであるぞ。妾わらわはこうなることが最初から分かっておったからのう」

　ウソだ！　絶対ウソだ！

　それと、今の話だとゾンビがコンサルタントに依頼したってことになるぞ？　どういうことだ？

「そういったわけで、ワタクシの子のコンサルタントとしての評価も上がる一方。まだ一七歳の子供ですのに来月号の〝月刊オークの友〟でも『天才ビジネスオーク』として取り上げてくれるとか。ありがたい限りです。……ブゴーフゴー」

「うむうむ」

　いいのか、そんなんで？　モールがゾンビの手に落ちたのに評価が上がってるのかよ？　あと、その雑誌も気になるし。

「しかしジョニーよ、子供が大おお儲もうけしたというのに、微妙に浮かない顔をしておるのう？」

「分かりますか？　……ブゴーフゴー」

「うむ。さては相談というのはそのことじゃな？」

「はい……ブゴーフゴー。先ほども申しましたように、我が子はまだ一七歳なのですが──しかし今回の業績によってオーク評議会に〝子供オーク〟ではなく〝もうだいたい大人オーク〟だと判定されてしまったのです」

「ほう？　そういえば聞いたことがあるのじゃ。オークというものは年ねん齢れいや戦などでの功績により〝子供オーク〟〝もうだいたい大人オーク〟〝一人前の大人オーク〟に分類されるとか」

　もうちょっと用語に凝ればいいのに。分かりやすいが、そのまますぎだろ。

「子供が一段階ランクアップしたということじゃな。結構なことではないか。汝なんじも誇らしかろう」

「普通ならそうなのですが……しかしオークには厳しい掟おきてがあるのです。それで私は困ってしまって。……ブゴーフゴー」

「ほほう、困ったこととな？　言ってみよ」

「ブゴーフゴー……実は──」

　ジョニーの語るオークの掟、それは──。

「『部族長級オークの再婚は、後継ぎの子が〝子供オーク〟か〝一人前の大人オーク〟である場合に限られる』というものなのです……ブゴーフゴー。つまり、子供が〝もうだいたい大人オーク〟では、ワタクシは再婚できないのです！」

　……ん？　再婚だと？

「ふむ、それも聞いたことがあるのじゃ。跡目争いを避けるために、中途半端な年頃の子がいる部族長は再婚できぬと。一人前の大人なら揉もめ事ごとは起こらず、逆に子供なら跡目は一から決め直した方がいい──そんな考え方で決められた掟と聞いておる。単純かつ合理的で、いかにもオーク社会らしいルールと言えよう」

「さすがはポー姫さま、よくご存じです。……ブゴーフゴー」

　いや、掟の話はあとでいい。再婚の話を聞かせてもらおうか。

　こないだ祖ば母あちゃんがそれっぽいこと言ってはいたが……まさか俺の知らないうちに、具体的な話が進んでいたというのか!?

「我が子は『税金の優遇措置があるから』と、コンサルタント会社の社長でありながら〝子供オーク〟を名乗っていたのですが、今回の大おお儲もうけでさすがに誤ご魔ま化かしきれなくなってしまいまして……ブゴーフゴー」

「はっはっは、まさかそんな理由とはのう。子供店長ならぬ子供オーク社長というわけじゃな。リンイチローよ、ツッコミのチャンスじゃぞ？『──税金の関係かよ！』とツッコむがよい」

　うるさい！　だから、そんな話はあとでいいって！

　だが、これは俺にとって『いい状況』であるのかもしれない。ジョニーの子供が〝一人前の大人オーク〟になるまで、祖母ちゃんは再婚できないということなのだから。

　……いや違うか。

　俺は別に、祖母ちゃんが再婚するのに反対なわけじゃない。ただ急に『新しい祖じ父いちゃん』なんて言われて、戸惑っているだけのことだ。

（俺はいったい、どうすれば……）

　祖母ちゃんにだって、幸せを追い求める権利があるに決まっている。そのくらい、頭では分かっているのだが……。

「たしかオークの成人制度では、『商売で大金を稼ぐ』『戦争で武勲を上げる』『美人の花嫁を貰もらう』の三大条件のうち二つを満たせば、〝立派な大人オーク〟と認められるのじゃったな？　すでに『商売で大金を稼ぐ』は果たしておるから、あと一つ。しかし戦争はそう簡単に起きぬし──となると『美人の花嫁を貰もらう』になるわけじゃが……」

「ええ、そうなのです……。しかし姫さま、先ほどからずいぶんとお詳しい。やはり神聖連合王国イース領内にいる異民族だからお勉強なされたので？　……ブゴーフゴー？」

「いいや、エロゲーをプレイしたおかげじゃ。女騎士が凌りよう辱じよくされる系の低価格帯エロゲーをやっていたら自然と詳しくなった。これがまた、オーク知識がやたら細かくてのう」

　……さすがに、そろそろ突っ込んでおくか。

　祖ば母あちゃんのことばかり考えていても気が滅め入いるばっかりだ。ツッコミも気分転換になるかもしれない。

「姫、なんでだよ！　エロゲーってことは、こっちの世界の日本人が作ったんだろ？　なんで地元のポー姫より《魔法地平シーズベツド》のオークについて詳しいんだよ！」

「うむうむ、やっといつものリンイチローが戻ってきたようじゃのう。そのツッコミが見たかったのじゃ」

「俺を励ますためにボケてたみたいなウソはよせ」

　普通にバカ言ってただけのくせに。お前は普段からそんな感じだ。

「しかし、やっと話が見えてきたのじゃ。──ジョニーよ、汝なんじの相談というのが分かったぞ。さては妾わらわたちに、汝の子供の結婚相手を紹介してほしいというのじゃな？　それも、捕ほ虜りよになった瞬間『クッ殺せ』とか言うようなクッコロ系女騎士か、あるいはドスケベ女エルフを。うむうむ、よかろう！　心当たりがあるのじゃ！」

「おいっ！　まさか姫、クラウを結婚させるつもりじゃないだろうな!?」

　まわりに『捕虜になった瞬間〝クッ殺せ〟とか言うようなクッコロ系女騎士』なんて、クラウ一人しかいないじゃないか。

「よいアイデアじゃろ？　エロスで面白そうではないか」

　なにがいいアイデアだ。いいかげんにしろ。

「あの……そうではないのです、ブゴーフゴー」

「む？　違うのか？」

「はい。既にお見合いの話が来ておりますので。これがまた、たいへん感じのいいお嬢さんなのですが……ブゴーフゴー」

「なんじゃ、それでは相談することなどなにもなかろう？」

「しかし、本当に進めていいものかどうか……。自分が再婚するために子供を利用するようで気が引けまして。子供の将来というのは、やはり無私な気持ちで考えるべきではないでしょうか？　……ブゴーフゴー」

　このオーク、真面目まじめだな。子供想おもいだし考え方もしっかりしてる。

　たしかに親の都合だけで、子供を結婚させていいものだろうか？　それは政略結婚と同じではないのか？

「ええい、なにを言っておる！　そんな面白イベント、中止にしてどうする！」

　姫、お前は不ふ真面目まじめだし、いろいろしっかりしてないな？

「べつに、無理やり結婚させるわけではないのじゃから平気じゃろうに！　選ぶのは本人なのじゃし。──そもそも『自分が再婚したい』という理由で子供に見合いをさせるのは、そこまで悪いこととは思わぬぞ？　のう、リンイチローよ」

　姫、どうして俺に振る!?

　だが──まあ、そうだな……。

「ああ、うん……。俺もべつに、お見合いくらいならいいと思う。ジョニーの罪悪感も理解できるが──けど、まあ、いいんじゃないかな？」

「ほれ、リンイチローもこう言っておる。今のは遠回りじゃが『祖母殿と再婚していい』という意味の発言じゃぞ」

「おいっ！」

　そこまで言ったつもりはねえよ！

「ううむ……ブゴーフゴー!!　ワタクシは決意しました！　そこまでおっしゃるなら、お見合いをさせてみることにします！」

「うむ。リンイチローがそこまで言うのじゃ」

　だから、『そこまで』なんて言ってねえ！

　もしかして、いつの間にか『子供のお見合いが成功したら、俺が祖ば母あちゃんとの結婚を認める』とか、そういう話になっていないか？　というか、そういう罠わななのか？　まさか俺を引っかけたのか？

「おっと、そろそろフラダンス教室が終わる時間です。ワタクシ、トメ子さんを迎えに行ってきますので……ブゴーフゴー」

　おいっ！







　こうしてジョニーは、車に乗って公民館へ。

　居間には再び、俺とポー姫と、ボーッとテレビを見ているクラウのみが残された。

「うむうむ、なんとも面白いことになってきたのじゃ」

「べつに面白くはないだろ。当事者には真剣な話なんだし」

「いやいや、これから面白くなるのじゃ。というか、妾が面白くしてやるのじゃ！　リンイチローが『お祖母ちゃんが再婚なんてヤダ』と泣くようならお見合いをジャマしてやってもよいし、相手の女が『オークなんかと結婚したくない！　クッコロ！』と言い出せば逆に応援してやってもよい。──なんにしても、トラブルが起これば妾わらわの出番じゃ」

「趣味かよ！　遊び半分かよ！　そういう気分で他人の人生に首突っ込むな！」

　それに、さすがに俺は泣いたりしない。

「否いな、趣味ではない。趣味と実益を兼ねたビジネスじゃ。ジョニーの子のコンサルタント業の話を聞いたら、妾も似たような仕事をしたくなってのう。トラブルを解決したらお金をおばあちゃん銀行に振り込んでもらうタイプの商売をすることにしたのじゃ」

「ゴルゴか！」

　趣味でやるより性た質ちが悪い！

　あと、その金、どうせ祖ば母あちゃんに横領されるぞ。

「我が騎士ローズバドにして親愛なる友クラウゼラよ、汝なんじにもいろいろ働いてもらうぞ。たとえば、ジョニーの子の婚約者に変装してジャマしてやるとかのう」

　マンガか！　昭和のマンガの発想か！

　だが、姫にそう言われた当のクラウは、ボーッとテレビの画面を見つめながら、ずっと黙ったままだった。

「のう、クラウゼラよ？」

「…………」

「む……？　クラウゼラ？　どうしたのじゃ、返事をせぬか？」

　姫が、不思議そうにクラウの顔を覗のぞき込こむと──、

「しーっ！　姫殿下、邪魔です！　動物番組がいいところなのです！」

　いきなり声を荒らげた！　テレビ画面から目を離さないままで。

「ク……クラウゼラ!?　我が騎士ローズバドよ、汝さっきから妙に冷たいではないか？」

　姫、いいからほっといてやれ。クラウは疲れてるみたいなんだから。

　しかしクラウのやつも、そこまで本気になって動物番組を見なくていいだろうに。こいつが姫を怒鳴るところなんて初めて見た。──どうせなら、もっと重要なタイミングで怒鳴ればいいのに。

　しかし、この番組、そんなに面白いのか？

　俺は、刺激しないよう、そっとクラウに聞いてみた。

「なあ、クラウ……これ、どういう番組なんだ？」

「ホタールだ」

「ホタル？」

　ああ、本当だ。

　画面にホタルが映っている。

　月のない真っ暗な夜。緑の草が茂るどこかの水辺で、小さな光が飛び回る。

　黄色い、蛍光色の仄ほのかな光。

　最初はたった一つだった光の点は、次第にいくつもの群れになっていき、それぞれ言葉でも交わしているかのように、気まぐれな点滅を繰り返していた。

　それは、とても美しい光景で……。

　しばらくすると番組は終わり、クラウはやっと自分から話しかけてくれる。

「ふぅ……。素晴らしい番組だった。特に、最後のホタール……。アイドル業界の闇やみに包まれた私の心を、あの小さな生き物たちが照らしてくれたのだ」

　だから、たった一日の研修で何度も『業界の闇』とか繰り返すんじゃない。べつに被害もなかったんだし。

「あのホタールは、綺き麗れいな自然環境の象徴たる生物だそうだ……。そうだリンイチローよ、もしかしてヘイケ町にもホタールが棲すんでいるのではないか？　自然の美しいヘイケ町なら、この生物が住んでいても不思議はあるまい」

「いや……そういや、聞いたことないな。平へい家け町ちようにはたぶんホタルいないぞ。前に、学校のみんなで隣町までホタル見に行ったし」

「なんだと！　ホタールはいないのか!?」

　だんだん『ホタール』って言い方、イラッとしてきたな。なんでそこだけ訛なまるんだよ。

「そうか……。ホタールが棲んでいないということは、一見美しいこのヘイケ町も実は自然破壊が進んでいたということなのだな……」

「んー、まあ、そういうことなのかもな」

　川沿いに工場とかあるし、近くにデカい道路も通ってる。

　この町はたしかに山奥の田舎だが、『田舎だから自然が豊か』というのは都会者がよくする勘違いでしかない。これは俺が何度も言っている話だ。

　身近にありふれてるものだから気軽に壊す。

　山では木々を伐採してゴルフ場を造っているし、川には工場が排水を流し続けている。電車もバスもロクにない車社会だから空はすっかり排気ガスまみれ。『田舎は空気が美う味まい』なんて真っ赤なウソだ。深呼吸すればすぐ分かる。












　山林や田畑のおかげで緑は多いが、山林に生えている木は材木用に植林された杉の木ばかりで、自然物ではなく人工の産物。花粉症シーズンには町中を地獄に変える。田畑からは肥料の鶏けい糞ふんの臭においが漂うし、農薬も水質汚染の原因の一つ。むしろ、鮮やかな緑色は自然破壊の象徴と言っていい。

　山奥でありながら、自然は『豊か』でも『綺き麗れい』でもない。──平へい家け町ちようは、そんな日本のありふれた田舎の一つだった。

「そうか……。ホタールはいないのか……」

「まあな」

　俺にはともかく、この町を理想郷と考えているクラウにとっては、ショックなことであったろう。

　──と同時に、思い出したことも一つある。

「そういや役場から、こんなものが回ってきてたぞ」

　ホタルの話題が出るまで完全に忘れていた。

　俺は、ちゃぶ台の上に置かれていたプリントを見せてやる。役場から回って来た広報のプリント──そこに書かれた、廃品回収のお知らせの隣にある小さな記事を。

「？　リンイチローよ、この紙がどうした？　──ややっ、これは！」
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　小さな田舎町である平家町にも、一応『中心部』というものがある。

　二車線ある国道沿いに、役場があり、バス停があり、役場の客が立ち寄るのをアテにした喫茶店があり、ほんの少し歩いたところには町唯一のスーパーマーケットであるミヤヤマートもある。そんなささやかな中心部だ。

　週に一回フラダンス教室が行われる公民館も、そんな区画の中にあった。

　本来フラダンスというのは南国の海を連想させるものであり、山の中にある平家町には似つかわしくない文化だったが、しかし『ほどよい運動量』と『照れないで済む安全圏のお色気』から、この町の高齢女性たちにとっては一種のたしなみとなっている。──いや、これは平家町に限らず、全国区のあるあるネタか。

　そんな受講生の女性たち（平均年ねん齢れい七四歳）が、レッスンを終おえた直後の肉体カラダの火照りを感じながら公民館を出ると──、

「トメ子さん、お迎えに上がりました。……ブゴーフゴー」

　そこで彼女たちが目にしたのは、黒塗りの高級外車に乗った大男──族長級オークのダイナマイトジョニーだ。

　イタリア製スーツを着こなしながらも、隠しきれないワイルドな雄オスの匂におい。そんな彼の姿に、老女たちはフラダンスの疲れとは関係のない肉体カラダの火照りを感じていたが、そんな群れの中、麟りん一いち郎ろうの祖母トメ子は衣装の入ったバッグを抱えたまま前に出る。

「悪いねえ、ジョニー。わざわざ来てもらってさ」

「いいえ、トメ子さんのためならこのくらい。……ブゴーフゴー」

　トメ子は仲間たちの羨せん望ぼうと嫉しつ妬との視線を浴びながら車の助手席に乗り込んだ。

　そして、車は走り出す。

「ジョニー……ホントに悪かったねえ。わざわざ来てもらった上に、アンタを見世物にしちまったみたいでさ。こんな見せびらかすような真ま似ねしたくなかったんだけど」

「なあに、むしろ光栄です。困ったことがあったら、いつでも呼んでください。……ブゴーフゴー」

　これはジョニーの心からの言葉だ。それに彼も、トメ子の事情は知っていた。

「アタシの右隣に、紫色の髪の女がいたろ？　あのタミさんが、例の『世話焼き屋』だよ。いい人なんだけど、どうにも人の言うことを聞かなくてねえ。『孫に嫁クラウが来たんだから、アンタも再婚したらどう』って見合いの話を次から次へと持ってくるのさ。──けど、これでやっと静かになるだろ」

　ジョニーという『彼氏』の存在を知ったなら、さすがに見合いは諦あきらめるだろう。トメ子はそのために、ジョニーを迎えに来させたのだ。

「ブゴーフゴー……もしかしてトメ子さんは、お見合いはお嫌いですか？」

「まあ、好きじゃあないね。──べつに本人たちがいいなら好きにすりゃあいいけど。でも、やたらお見合いを薦めてくる人は好きじゃないね。特に、自分の都合で薦める人はさ。さっきのタミさんみたいに善意でやってるならまだしも、自分がトクするから見合いさせる人っているじゃないかい。そういう人は許せないよ」

　たとえば、人に恩を売りたくてたまらないだの、仲人の礼金が目当てだの。

　トメ子としては、そのくらいのつもりで言った言葉だったのだろうが──、

「そ……そうですな。……ブゴーフゴー」

　自分の再婚のために我が子に見合いをさせようとしていたこの族長級オークは、つい返事をする声が上ずった。

「？　ジョニー、どうかしたのかい？」

「い、いえ、なんでも……ブゴーフゴー。お……おや、あそこにいるのはリンイチローくんたちではありませんか？」

　話を逸そらせる題ネ材タを見つけ、ジョニーはほっブゴーと息をつく。

　国道の歩道に目をやれば、そこには麟りん一いち郎ろうとポーリリファ姫、それに女騎士クラウゼラが早足で歩いていた。役場や公民館のある町の中心部へと向かって。

　ジョニーはクラクションをププーと鳴らして、三人を呼び止める。

「三人とも、どこに行かれるので？　……ブゴーフゴー」

　車内にトメ子の姿を見つけたクラウゼラは、車の助手席側に駆け寄ると、そのままなぜか跪ひざまずいた。

「おお、祖母殿！　ちょうどよかった！」

「おやクラウ、いつの間に帰ってたんだい？」

「はっ、ご心配をおかけしました……。それよりも、祖母殿にお話が。──このクラウゼラ・ルー・コトヴィック、しばらくの間、働きに出ようと思うのです」

「なんだい、いきなり？　そりゃ、家事をおろそかにしないなら構わないけどさ……。けど、いったいなにをする気なんだい？」

「は……。実は──」

　クラウゼラは、役場のプリントを見せながら言った。

「役場で働こうと思うのです！　カンキョー係で『ホタールのイクセー事業』とやらをするらしく、アルバイトの募集記事が出ておりました！」
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【臨時雇用職員（アルバイト）募集】

　人数：若干名

　時間帯：週三日以上、一五時半から一七時半まで

　仕事の内容：平へい家け町ちよう役場生活衛生環境課環境係では急きゆう遽きよ、今月より新たに『ホタル育成事業』を始めることになりました。それに伴い、雑務を担当する臨時の職員を募集します。




　この記事を読むや否いなや、クラウはすぐさま家を飛び出し、役場に向かった。

「おいってば！　クラウ、そんなに急ぐな！」

「なにを言っているのだ、リンイチローよ。急がねば別の者が応募してしまうかもしれないではないか」

　俺とポー姫は、慌ててクラウの後を追いかける。

　もちろん、俺はクラウが心配だから追っていたのだが、その一方、

「くふふっ、なんとも面白そうなことになってきたのじゃ」

　姫は相変わらず面白半分だ。

　しかも姫のやつ、『クラウゼラが先に行ってしまったから』と、当たり前のように俺の背中におぶさりやがった。自分で歩け！　あと、お前意外と重い！

「ぜぇぜぇ……だからクラウ、もうちょっとゆっくり歩けって！」

「リンイチローよ、だらしがないぞ。だが、心から感謝する……。よくぞ募集のことを教えてくれた」

「お……おう」

　あの募集記事のことは、俺としては単なる雑談のつもりだったのだが、思った以上にクラウは大ごとに受け止めたらしい。

「これこそ、まさしく運命の導きだ。テレビでホタールの美しさと自然環境の尊さを知った直後に、このような募集を目にするとは……。そうか、分かったぞ！　私がこの世界に来たのはこのためであったのだ！　やっと理由が理解できた！」

　クラウの言葉に、ポー姫は顔をキョトンとさせる。

「？　我が騎士ローズバドクラウゼラよ、なにを言っておるのじゃ？　汝なんじがこの《球面地平スフイア》に来たのは、妾わらわを守護するためであろう？　汝は妾の騎士ローズバドなのじゃから」

「いいえ姫殿下、本当は違ったのです。たった今、私は真実を知りました。私がこの《球面地平スフイア》の地球チーキユのヘイケ町にたどり着いたのは、運命の導き……いいえ、大自然の呼び声に応えたからなのです！」

「……？　汝、本当になにを言っておる？」

「危機に瀕ひんして悲鳴を上げるヘイケ町の大自然が、次空を超えてこの私を《魔法地平シーズベツド》から呼んだのです！　美しい自然環境を守るために！　そうっ、私は大自然に選ばれし者！　異世界に召しよう喚かんされた伝説の戦士！」

「落ち着け！　落ち着くのじゃ我が騎士ローズバドクラウゼラよ！　目がグルグルになって怖い感じになっておるぞ！」

　本当だ。マンガとかで〝ちょっとおかしくなってる人〟を表わす記号みたいな目になっている。

「ちなみにリンイチローに説明するのじゃが、我ら《魔法地平シーズベツド》の人間は、ちょっとおかしくなると『マンガとかで〝ちょっとおかしくなってる人〟を表わす記号みたいな目』になるのじゃ」

　ああ、そうみたいだな。見れば分かる。

「とにかくクラウゼラよ、落ち着くのじゃ。汝の言動は、もしネットに晒さらしたら大炎上するか、あるいはオモシロ人間として大人気になるかしてしまう種類のものじゃぞ？」

　分かってると思うが、晒すなよ？

「いいえ姫殿下、落ち着くことなどできません。私は自分の真の使命に目覚めました。覚かく醒せいした私を止めることなど、姫殿下といえど不可能です。大地と水と大空を汚す人類ヒユーム文明を破壊し尽くし、自然あふれる世界を守る！　私の武力は、そのために鍛えられたものだったのです！　この青き地球チーキユに人類ヒユームは不要！」

「い……いかん！　リンイチローよ、クラウゼラを止めるのじゃ！」

　無む茶ちや言うな。

　こんなの俺に止められるわけないだろ。ただでさえクラウは強いんだし。

　そんな話をしている間に、俺たち三人は役場の前に到着する。

　途中で祖ば母あちゃんやジョニーと会った気もするが、走って疲れてたから、なにを話したのかをよく憶おぼえていない。

「ぜぇぜぇぜぇ……」

「リンイチローよ、ぜぇぜぇと言っている場合か！　環境係とやらはどこだ！　この大自然に選ばれし伝説の戦士を案内しろ！」

「クラウ……お前、意外と姫に似てるんだな？」

　常識人だと信じていたが、暴走すると姫みたいになるんだな。もしかして《魔法地平シーズベツド》の人って全員こんな感じなのか？

　──ともあれ、田舎の町役場なんてそんなに広い場所じゃない。

　天井から下がってるパネルを見れば、環境係の場所はすぐに分かった。一階の一番奥にある部屋だ。







「初めまして。私が環境係のＲ－山やま本もと主任（二九歳、独身）です。ピポポポ」

　生活衛生環境課の部屋には五、六人分ほどのデスクが並んでいたが、環境係はどうやらこの人だけらしい。平へい家け町ちようくらいの規模の町役場では、職員を全部合わせても二、三〇人しかいないので、一名だけの係というのも珍しいものではなかった。

　主任と名乗った女性職員は、少々ボンヤリとした雰囲気の眼鏡美人で、グレーの作業服姿というのがいかにも役場の人といった感じだ。

　あと、俺やクラウには見慣れた顔だった。

「貴方あなたは女騎士のクラウゼラさんですね？　高校教師のＲ－山本（二九歳、独身）は私の姉です。噂うわさはいろいろ聞いています。ピポポポポガガガピー」

「なるほど、どうりで担任教師に似ていると思いましたが……」

　いや、似てるというか同型機だけどな。

　Ｒ－山本（二九歳、独身）は、この町で一番よく見かけるタイプのロボットだ。川沿いの町工場で昔、大量に製造されたと聞いている。高校の担任教師もその一体だった。

「ピポポ──ホタル育成事業は私が担当しています。この事業はその名の通り『ホタルのいない平家町でホタルを増やし、やがてはこの町を〝ホタルの町、平家町〟と呼ばれるようにする』ということを目的としています」

「おお……なんという素晴らしい理念！」

　クラウは感涙して打ち震えんばかりの勢いだ。

「それでクラウゼラさん、本日はどのような用件で？　ピポポポ」

「は、それなのですが……。ホタール事業の臨時リンジ雇用コヨー職員シヨクインの募集に応募しようと参りました」

「まあ、アルバイトにですか？　ちなみに、お連れのお二人は？　ピポポポピー」

　ん？　俺とポー姫のことか？

「俺は付き添いと言いますか……。心配なので見に来ただけです」

「妾わらわは面白そうなので見に来ただけじゃ。飽きたら帰る。しかし、給金くらいは貰もらってやっても構わぬぞ」

　姫、黙ってろ。話がややこしくなる。

「なるほど、だいたい事情は分かりました。ピポポポガピー」

　分かったのかよ!?

「たしかに我が環境係ではアルバイトを募集しています。ですが、その──高校生は……ピポポピピピ……」

　だよな。だと思った。

　普通、役場は高校生なんて雇わない。こういうバイトは一般的に、主婦のおばさんなんかがするものだ。

「ですのでクラウゼラさんは、今回は採用を見送らせていただくということで……」

「そ……そんなバカな！　私は、大自然の守護者であり、ホタールと森に選ばれた伝説の戦士だというのに！　この町を自然破壊から守るために異世界から召しよう喚かんされた私を雇わないとは、いったいどういうことなのです!?」

　落ち着けクラウ。そんな言動のやつは年ねん齢れいとか関係なく雇いたくないぞ。

「ピピピ、そう言われましても……。でもクラウゼラさん、そんなにガッカリすることないですよ？　これって、そんなにいい条件の仕事じゃありませんので。

　アルバイトとは言っても、自然保護関係ということもあって半分ボランティアみたいなお仕事です。しかも形だけは臨時雇用職員ですから、結果として『責任はアルバイト並み、給料はボランティア並み』というひどい労働条件になっています。──ほら、我々役人はボランティアのことを『格安で働く奴隷』としか思っていませんので。ピポポクピー」

　この人、さすがロボットだけあって本音を隠さないな？　なんという正直さだ。それと、そろそろピポポってのが鬱うつ陶とうしくなってきたぞ。












「一応、法律で決められた最低賃金をうんと下回る額のお給料は出ますが、本当なら一円だって出したくないと役場的には考えています。今回だって経理課は『なんでボランティアにお金払わなきゃいけないんだ？　逆に参加料を取るべきだろう』って言っていますし。ちなみに、文房具やコピー用紙、お茶、コーヒーなどは消費した分だけお金を取る決まりになっています。ピポポ。──これは我が町が貧乏だからでもボランティアに対する意識が低いからでもありません。日本全国どこに行っても、お役所というのはこういう感じでボランティアを使うものなのです。差別意識丸出しですが普通です。ガピー」

　いろいろとひどいな？

　しかし『全国どこでも』というのは、たぶん本当なのだろう。俺も聞いたことがある。

　うちの祖ば母あちゃんの知り合いのラノベ作家は過去に地方公務員をやっていたらしいのだが、その人が言うには『役所の人間のボランティアに対する人使いの荒さと感謝の気持ちの無さは、正直言って引くレベル。人としてどうかしている』とのことだ。──ちなみにさらに余談ながら、その人は奇くしくもよその地方の環境関係の部署でホタル事業をやっていたらしい。タイムリーだ。

　というか、これが本当ならお役所関係のボランティアなんてするもんじゃないな。俺はなるべく関かかわらないようにしよう。本当に。

「そんな調子で本来ならお金を払いたくないのですが、それでも今回、かなり安めとはいえお給料が支払われるのは、このお仕事が特に過酷なものだからです。

　役場の建物にいる間は掃除やお茶ちや汲くみなど関係ない雑用をたっぷりやらされた上に、現地では川に入って泥だらけで力仕事をさせられ、その上──メインとなるのは、さらに危険な任務です」

「ふふっ、危険ですと？　この私を誰だと思っているのです。私は《魔法地平シーズベツド》でその名を馳はせた〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟。危険なことなどあるはずがない！」

「そう言われましても……。たしかにクラウゼラさんはとてもお強いと、高校教師である姉からも聞いていますが……ピピピピ」

　というより、そもそもどんな危険があるというんだ？

　ホタルだろ？　猛獣じゃあるまいし、そんなに危なっかしい仕事とは思えない。

　俺は、そう思っていたのだが──、




　──ワーワーワーワー




　そのとき、遠くの方から大勢が騒ぐ声が聞こえた。

「なんだ、この声は？」

「ああ……。どうやら今日も来たようですね、ピポポポピー」

　そして俺たちはＲ－山やま本もと主任（二九歳、独身）の言う『危険』の意味を理解する。




「──いたな！　今日こそは事業を中止してもらうぞ！」

「──そうだ、そうだ！　それと、だれかキュウリ持ってない!?」




　バーンと乱暴にドアを開けて怒鳴り込んできたのは、海底人や川に住む龍りゆう、泉の女神、カッパといった、いわば『水属性』の町民たちだった！





　　５






　生活衛生環境課に押しかけて来た水属性町民たちは、人数的には全部で十数名。皆、手にプラカードを掲げていた。

　これは、どういう騒ぎなんだ？

「やれやれ、ピポポポ。また貴方あなたたちですか？　何度来られても中止になんてできません。大勢で大きな声を出しても役場は言いなりになんかなりませんよ。ピポー」

　Ｒ－山やま本もと主任（二九歳、独身）の言葉が、水属性町民たちの怒りに油を注ぐ。

「なんだと！　役場の横暴だ！」

「そうだ、そうだ！」

「ところでホントにキュウリないの!?」

　なんだかキュウリキュウリうるさい河童かつぱが混じってるな？

　というか、よく見たら知ってる河童だ。不良少女の小こ島じまキザクラ（中学二年）じゃないか。

　せっかく知り合いがいたのだからと、俺はキザクラに訊きいてみた。

「おいキザクラ、なにやってんだよ？」

「あァ？　なんだ、麟一郎リンセンパイたちかよ……。アンタ、キュウリ持ってねえ？」

「河童じゃないんだからキュウリなんて持ち歩かねえよ。だいたいお前、キュウリだったら今吸ってるじゃないか」

　キザクラはこうして話している間もカッパ巻きを咥くわえ、火をつけてスパスパと吸っていた。生のキュウリに火をつけるのは河童族の特殊技能だ。ちなみに酢飯はフィルター代わりになるらしい。

「だから今吸ってるのが最後なンだよ。なァ、ホントにキュウリ持ってねえ？　町の条例で『公共の場での喫キュー禁止』なんて決めるから、キュウリが手に入りにくくて仕方ねえンだ」

　ここも『公共の場』だから当然禁キュー（喫キュー禁止）なのだが、この女はそもそも不良なので条例なんて守っていない。堂々と咥えキューリで歩いている。

　しかし今の話を聞いて、なんとなく事情が分かってきた。

「ははあ、分かったぞ。さてはこれって条例反対のデモ運動だな？　こうやって役場に怒鳴り込んで喫キュー可にしようとしてるのか」

　それなら道理は通る。これで全すべて理解した。

「違ェよ」

　えっ、違うのか!?

「そっちの抗議運動もやってるけど、今日のは違うンだよ」

「じゃあ、なんの抗議運動なんだ？」

「プラカードを見ろ、プラカードを！　ホタル事業の反対運動って書いてンだろ！」

　本当だ。そう書いてある。

「──って、なんでだよ？　キザクラ、お前らホタル反対なのか？」

　これは少々意外だった。

　河童かつぱやアトランティスといった水属性町民たちが、どうしてホタルに反対する？

「センパイ、なンで驚いてンだよ？」

「いや、誰でも驚くと思うぞ」

　水環境保護のための事業なんだし普通は賛成だって思うだろ。

　そして、この事実に対して俺以上に激しく驚きよう愕がくしていたのは──、

「なんだと、お前たち！　正気なのか!?」

　もちろん、大自然の守護者（自称）たる女騎士クラウだった。

「なにゆえホタール事業に反対する!?　ホタールは綺き麗れいな水の流れる川にのみ棲せい息そくする、いわば美しい大自然の象徴！　なのに水に棲すむお前たちが、どうしてそれに反対しようというのか!?」

「おう、それなンだが……。話せば長くなるから、キュウリでも吸いながら説明してやンよ。だれかキュウリ持ってねえ？　つまりだな──」

「問答無用！　貴様らの言葉など聞く耳は持たん！」

　いやクラウ、一応聞いた方がいいんじゃないか？

　だいたい、自分から『なにゆえ』と質問しておいて『問答無用』はどうかと思うぞ。

「どうしても反対すると言うならば……この私が相手になろう！」

　そう言ってクラウは剣を抜く。

　それも、ただの剣ではない。多元宇宙に斬きれぬ物質はないという、彼女自慢の戦剣ローゼウム〝灼光の星百合リル・ゼ・アウラトウムス〟。刀身が鞘さやから放たれた瞬間、周囲は眩まぶしい魔法光に包まれる。

　クラウめ、いきなり抜刀なんてやりすぎだ。こうなると相手も売り言葉に買い言葉。

「ええいコンチクショー!!　キュウリ持ってねえのなら、そのケンカ買ってやる！　おう、みンな！　コイツをコテンパンのギュウと言わせてやれ！」

　キザクラ、田舎の子なので言い回しが古い。

　だが、他の水属性町民たちもエキサイトしていたのだろう。河童、海底人、龍りゆう、女神といった十数名が、キザクラの合図で一斉にクラウへと襲いかかる！

「水属性の者どもよ、まとめてかかってくるがいい！　我こそはイース神聖連合王国が王都アデルベーンの生まれにして、〝金きん鳳ぽう花げの君〟と名高きポーリリファ姫に仕えし騎士ローズバドクラウゼラ・ルー・コトヴィック一六歳！　人呼んで〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟、大自然の護まもり手なり！」

　クラウはキザクラたちへと戦剣ローゼウムを振るい……。







　──ほんの二秒後。

　河童かつぱや海底人といった水属性町民たちは全員まとめて、クラウの足元に倒れていた。

　中には町内相撲大会優勝者であるキザクラの兄のような猛者も混じっていたが、それとて文字通り一騎当千の〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟には敵かなうまい。

「同じヘイケ町住民のよしみだ。怪け我がをさせぬよう手加減した」

　本当だ。たしかに負傷はしていない。鋼鉄を真二つにするクラウの戦剣ローゼウムで斬きられていながら皆、傷一つ負ってはいなかった。

「チクショウ……!!　キュウリさえ吸っていれば本調子だったのに！」

　いやキザクラ、お前キュウリ吸ってたろ。本調子で負けたんじゃないか。

「お前たち、大人しく帰るがいい。この私クラウゼラ・ルー・コトヴィックは、手に戦剣ローゼウムを、背には使命を抱いている。決して敗れることはない」

「うるせえ！　まだ全員負けたワケじゃねえぞ!?　こっちには、まだ切り札がいるンだからな！」

「切り札、だと……？」

「オウよ。──おいっ、出てきな！　いつまでも後ろに引っ込んでるんじゃねえ！」

　キザクラに呼ばれて現れた水属性町民の『切り札』。

　それは、なんと……、




「──キシャー、シュルルルルルッ！」




　水神ミナカミさん──学校のマドンナにしてアトランティスの守護女神、俺たちの水神ミナカミハイドォラさんだった！






第二章







ポー姫「水神ミナカミハイドォラめ、あやつ他社の編集者やヨソの作家たちから妙に大人気なのじゃ。会うたびにやたらと褒ほめられる。触しよく手しゆモンスターのくせに」

麟りん一いち郎ろう「まあ、美少女だからな。親切で友達想おもいだし。町一番の萌もえキャラだ」

ポー姫「ぐぬぬ」
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「水神ミナカミさん！　どうしてここに!?」

　俺は驚き、思わず声を出して訊きいていた。

「キシャー、シュルルル……」

「そんな……!!　そりゃ、そうかもしれないが──」

　たしかに水神ミナカミさんは海底人の亡命政府〝海底国家アトランティス臨時神殿政府〟のリーダーでアトランティスの守護女神。水属性町民の仲間になるが……。

　だからといって、こんな荒っぽい揉もめごとに首を突っ込むことはないだろうに。

「キシャー……」

「そりゃ、水神ミナカミさんが責任感強いのは知ってるが、けど……」

『乱暴なのは苦手だから』と後ろの方で待っていたが、みんながやられているのに自分だけなにもしないわけにはいかない。──彼女はそう言って、自らも戦おうとしていたのだ。

　一騎当千の女騎士クラウと！

「無む茶ちやだ、水神ミナカミさん！　怪け我がするだけだぞ！」

　水神ミナカミさんは、人と喧けん嘩かするような人じゃないだろう!?

　だが、その一方。

「まさか、ハイドォラとは……」

　クラウの表情に、緊張が走っていた。

　きりりと奥歯を嚙かみ、額からは一筋の汗が流れ落ちる。

　どうしてそんな顔をしている？　クラスメイトの水神ミナカミさんに剣を向けるのが恐ろしいのか？

　そんな一瞬の隙すきを突くように──、

「キシャーッ、シュルルルル！」

　水神ミナカミさんは無数に生える触手のうち何本かを、真上に高く振り上げる！

「させぬ！」

　次の瞬間──否いな、同じ瞬間、クラウの戦剣ローゼウムが縦に一いつ閃せん。

　文字通り、閃ひらめいた。虹色に光った。

　魔法の光だ。《魔法地平シーズベツド》の最強戦術兵器たる戦剣ローゼウムが騎士ローズバドの腕力によって振るわれると、このような光を発する。

　この一撃の前には戦車すらも真二つにされることだろう。事実、前に文部科学省の戦車を両断していた。

　さすがにクラスメイトに向かって、この一撃はやりすぎではないか？　俺はそう思っていたのだが……。

「キシャー……」

「クッ、不覚……!!」

　斬きられたはずの水神ミナカミさんは無傷。

　逆に斬ったはずのクラウが膝ひざからガクリと崩れ落ちた。──左手で、自らの腹を押さえながら。

「クラウ!?　いったい、なにが起こった……？」

「くふふっ、分からぬようじゃな、リンイチローよ？」

「姫？　お前、どこにいたんだよ？　しばらく姿を見なかったじゃないか」

「隠れておったのじゃ。こんな狭い室内での乱闘じゃ、巻き込まれてケガでもしたらつまらぬからのう」

　お前、こういうところは抜け目ないな？

「しかしバトルが盛り上がってきたようなので、こうして近くで見にきたというわけじゃ。──さて、愚ぐ昧まいなリンイチローに今の戦いを解説してやるとするかのう。極めてエレガントに見える妾わらわじゃが、戦争ばっかりやってる専制国家の王族じゃ。戦いには詳しいぞ」

　あんまり自慢できることでもない気がする。

「なぜクラウゼラのやつめが倒れたかというと──水神ミナカミハイドォラのやつ、戦剣ローゼウムを喰くらう前に、目にもとまらぬスピードでクラウゼラの腹にボディブローを入れおったのじゃ」

「ボディブロー？」

「うむ。それも三発も。触しよく手しゆのくせに速くて力強いパンチじゃったぞ。近年のエロス用語で言うところの『腹パン』というやつじゃな。超エロス！」

「どこのエロス用語だよ!?　だが、クラウにパンチを当てるなんて……」

「フェイントも混ぜておったからのう。直前に大きく真上に触手を振り上げておったろう？　クラウゼラのような脳筋女にはフェイントが意外と効くものじゃ。無論、それとて水神ミナカミハイドォラのスピードやパワーあってこそのものじゃがな」

「水神ミナカミさんのスピードやパワー？　ちょ……ちょっと待て！　じゃあ、もしかして水神ミナカミさんって強いのか？」

「なんじゃ、知らなかったのか？　触手モンスターなのじゃから強いのは当たり前じゃろうに」

「そういうものかよ!?　考えたこともなかった！」

「リンイチローよ、ホントそういうのカンベンなのじゃ。なぜ水神ミナカミハイドォラの話となると、妾わらわと汝なんじの間でボケとツッコミが逆転する？　会話のテンポが悪くなろう」

　ボケ？　ボケってなにがだ？

　だが、なんにせよ水神ミナカミさんとはけっこう長いつきあいなのに、そんなに強いとは知らなかった。まさかクラウに勝つだなんて。

「うむうむ、触しよく手しゆＶＳ女騎士の戦いとはいいものを見れたのじゃ。まったく、なんという名勝負……。撮影してエロ動画サイトにアップとかした方がいいかのう？」

「べつにエロくないだろ！　女騎士だからって、なんだってエロいというわけじゃないんだからな！　それに……まだ勝負は終わってないみたいだぞ？」

「当然じゃ。クラウゼラは妾の騎士ローズバド、簡単に負けるはずがあるまい」

　一度は床に膝ひざをついたクラウだが、そのままヨロヨロと立ち上がる。右手は戦剣ローゼウムを放していない。

「ハイドォラ……。一度は不覚を取ったが──しかし、騎士ローズバドに同じ攻撃は二度効かぬ！」

　まだまだ戦意は充分らしい。

　もちろん俺としては、戦いを続けてほしいわけではなかったが。

　クラウと水神ミナカミさん、仲良しのクラスメイト二人がなぜ、こうして争わなければいけないのか？

「キシャー、シュルルルッ！」

　今度は、水神ミナカミさんから仕掛けた。

　まだ体勢を立て直していないクラウに、無数の触手が四方八方から襲いかかる。さしもの〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟も、この攻撃には防戦一方。剣で必死に受けるのみ。

「ふむ……。水神ミナカミハイドォラのやつ、なかなかやるのじゃ。分かるか、リンイチローよ？　あやつの触手、戦剣ローゼウムで斬きられてないのじゃ」

　本当だ。戦車や電磁バリヤーを切り裂く戦剣ローゼウムの刃やいばの斬ざん撃げきを喰くらいながら、切断されるどころか傷一つさえついていない。

「触手を覆う粘液のせいじゃな。ヌルヌルで滑らせることでガードしておるのじゃろう。さすがは触手、微妙にエロスな防御なのじゃ」

　しかし、クラウも負けてはいない。次第に目が慣れてきたのか触手は全すべて剣で払いのけ、むしろジワジワと圧おしていた。

　水神ミナカミさんの実力を知った今、クラウはそれまで以上の気迫で戦いに挑んでいたのだろう。一切手加減のない本気のクラウだ。

　どちらも怪け我がなどしなければいいんだが……。

「うむうむ、このままクラウゼラが押し切れそうじゃのう。一度は敗れかけたが、さすがは我が騎士ローズバド。神聖連合王国イースの騎士ローズバドは無敵なのじゃ」

「いや、見ろ……」

　水神ミナカミさんの表情には、まだ少し余裕がある。

　もしかして、なにか隠している必殺技があるのでは？

「キシャー……」

　突とつ如じよ、水神ミナカミさんは全すべての触しよく手しゆを静かに下ろした。重力のままに、だらりと垂たらす。

「キシャーシュルルル、キシャー……!!」

『もう終わり』だと？　水神ミナカミさん、どういうことだ!?

　彼女がそう言った、次の瞬間──、




　──ウウウ




　サイレンが鳴った。

　町役場の五時のサイレンが。

「ピポポガピー……五時なので本日の窓口業務は終了です」

　Ｒ－山やま本もと主任（二九歳、独身）が、いかにも公務員らしく皆に告げる。

　……なんだ、『もう終わり』ってこのことか。
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「──ちぇっ、五時じゃあ仕方ないか」

「──帰ろ、帰ろ」

「──だれかキュウリ持ってない？」

　五時のサイレンと共に、海底人や河童かつぱといった水属性町民たちはゾロゾロと役場から去っていく。

　ちゃんと窓口終了の時間を守るとは。こいつら抗議運動に来ていたくせに、ずいぶんと聞き分けがいい。

　もちろん水神ミナカミさんも──、

「キシャーシュルルル……」

　と多少気まずそうな顔をしながらも、一緒になって去って行った。

「ふう……どうやら帰ってくれたようですね。ピポポポ」

「あやつら、帰るときは呆あつ気けないのじゃな？」

　姫の疑問に、Ｒ－山本主任（二九歳、独身）はピポポと答える。

「あの人たち、毎日のように来てますからね。キリのいいところで帰らないと疲れるのでしょう。ピポポポポ」

　まあ、見たところ大人が多かったし、みんな仕事やら家事やらあるだろうからな。抗議運動ばかりやってはいられないということか。

「ピポポ、余談ではありますが『九時五時』という言葉のためか役場は五時で終わりのイメージが強いのですが、実際には窓口での受付業務が五時に終わるというだけで、仕事はもう少し遅くまでやっています。うちの場合は、公式の終業時間は五時半ですね」

　本当に余談だ。いくら余談でもほどがある。

「ピポー……それよりクラウゼラさん、なんという強さ！　まさかあの水神ミナカミハイドォラさんと互角に戦えるとは！　他の人たちは役場の職員だけで追っ払えるのですが、あの子だけは強くて本当に厄介でして」

　この地方公務員め、俺たちのマドンナ水神ミナカミになんて言いぐさだ。

「あの子の強さが反対派の心の支えになっていたようなのですが──しかし、クラウゼラさんがいれば百人力です！　よしっ、貴方あなたをバイトで雇いましょう。高校生ですが特例です、ガピーピポポ！」

「おおっ、よろしいのですか！」

「はいっ、もちろんです。明日から時給三七四円、残業手当なし、交通費なしで、我が環境係とホタル育成事業のために働いてください。ピポポピピー」

「はっ！　ありがたき幸せ！」

　いや……そんなにありがたくない条件だぞ。主任も言ってたが本当に時給安いな？　しかも、わざわざ先に『残業手当なし』と断っているということは、残業させる気まんまんってことなんだろ？

「悪名高き異世界人研修生制度は数年前禁止になりましたが、それは民間だけのこと。お役所ではそのへんウヤムヤです。最低賃金もなんのその！　ガピー！　ピポポポ主な仕事は、さっきやったみたいな抗議運動の『対処』です。特に水神ミナカミハイドォラさん相手の」

　自給三七四円で、ずいぶん荒っぽい仕事させる気なんだな!?

　それって用心棒だろ。しかも水神ミナカミさん相手専門の。

「それから、ついでにお茶くみと、お掃除と、コピー取りと、その他の雑用全般。もちろんホタル育成のための屋外作業の手伝いもお願いします。ガピー、ピピピ」

　多いよ！　そんなの『ついで』で片付く範囲じゃない。

　だがクラウは最後の『ホタル育成のための屋外作業』という部分に食いついたのか、

「はっ、お任せください！　この命に換えましても！」

　と、やたら嬉うれしそうに返事をした。

　俺が思うに、あんまり張り切ってやらない方がいいと思うぞ？　言ってはなんだが、これはいわゆる『糞クソバイト』の類たぐいだ。







　同時刻。

　海底国家アトランティス臨時神殿政府拠点〝旅館みなかみ（各種宴会承ります）〟。

「ハイドォラ様、お話が……」

「キシャー？」

　守護女神たる水神ミナカミハイドォラの前に跪ひざまずくのは、大神官兼番頭の萬田マンダ。リュウグウノツカイの遺伝子を持つ海底人だ。

　アトランティスの海底人たちが本拠地にしているこの旅館兼料亭にとって、最大の顧客は町役場とその関係者になる。町役場や町議会が、忘年会や新年会、新入職員歓迎会などで宴会に使うのをアテにして、彼らはこの地で商売をしていたのだ。過疎化した田舎町では、役場は町一番の大企業。そのため田舎には──少なくともこの地方には──よく、この手の役場の宴会目当ての旅館兼料亭というのがあるものだ。

　アトランティスが亡命政府の拠点兼資金源としてこの〝旅館みなかみ〟を始めたのは五〇年ほど前のこと。それ以来、大おお儲もうけもしなければ大赤字を出しもせず、安定した商売で海底人たちの生活を支え続けていた。──とはいえ近年は不景気が続き、少しずつ赤字が嵩かさんでいたが。

　そんな状況下で、最大のお得意先である町役場を敵に回してまで、アトランティス人たちは抗議運動を続けている。彼らの並々ならぬ怒りと決意が感じられよう。

「キシャー、シュルルル……？」

「いいえ、ハイドォラ様……。役場の方は、あのお方に口を利いていただきました。役場も町議会も、宴会をキャンセルしないでくださるそうで」

「キシャー、シュルルルル」

「ええ……。しかし、その交換条件というわけではないのでしょうが──『例の話、会うだけでいいからどうか？』と」

「キシャー……」

　水神ミナカミハイドォラは俯うつむき、触しよく手しゆをうなだれさせたまま、提案に応じることにした。
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　翌朝。

　我が瀬せ田た家の食卓には、アジの開きとサトイモの味み噌そ汁しる、それにキンピラゴボウが並んでいた。そんないかにも和風な朝食をフォークで食べながら──、

「ふああ……」

　と割かつ烹ぽう着ぎ姿の女騎士があくびをする。

「ちょいと、クラウ。朝食中にあくびなんてだらしないよ」

「は……。祖母殿、失礼を」

　祖ば母あちゃんに窘たしなめられ、クラウは真っ赤になって恥ずかしがった。

「寝不足でしたので、つい……。昨夜は、遅くまでホタールのＤＶＤデーブイブーを見ておりまして」

　ディー・ブイ・ディーな。言い間違えてるぞ。

　ちなみに夜更かしして見ていたＤＶＤというのは、役場で『これを仕事の参考に』と貸してもらっていたものだ。

　タイトルは『清せい流りゆうの里　～ホタル行政の手引き～』。

　環境省だかどこかの自然環境関係のお役所が制作したもので、ホタルがいかに水環境の指標として優れているのか。また、どれほど地域住民の環境に対する意識を高め、同時にどれほど優れた観光資源となるのか──などといったことを延々とアピールする映像だった。たぶん、役場や学校とかで流すために作られた映像だ。

　このダサいタイトルと退屈な内容が、なんというかリアリティと言えよう。あまりに『お役所で作られた感』が強い。

　そんなダメＤＶＤではあったものの……しかし、ラストに一分くらい光るホタルの映像が流れるのと、翌日からこの仕事をするのだという高揚感からか、クラウは何度も退屈なＤＶＤを繰り返し再生していた。

「まったく……。アルバイトもいいけど、ちゃんと家事もするんだよ。今朝も朝食の仕度するとき上の空で、包丁で手をズバッとやっちゃったじゃないかい」

　本当か、祖ば母あちゃん!?　クラウの手は大丈夫なのか？

「祖母殿、申し訳ございません。欠けた包丁の刃は、あとで砥といでおきますので……」

　心配して損した。クラウはボーッとしてても頑がん丈じようだな。

　それと、たまには祖母ちゃんもクラウを休ませてやれ。無理に家事をさせるんじゃない。

「ですが祖母殿、私はこの《球面地平スフイア》に来て、初めて生きる目的ができたのです。これまでは家事のご褒美でチケットを集め、同じ家に住む男子の寝顔を覗のぞいたり、洗濯ものの匂においを嗅かいだり、洗いもののついでに箸はしを舐なめたりするくらいしか、生きがいを持っていなかったのですが──」

　相変わらず、ロクでもないことしてるんだな!?　真面目まじめな顔してるクセに。──とはいえ、もう慣れてはいた。

「しかし、今はもう違うのです！　私の人生はこれまでになく充実しています。こんな気持ち、この《球面地平スフイア》に来て初めてのことなのです」

　……まあ、充実してるのはいいことだ。

　戦争で祖国を失ったり異世界に来たりと大変だったろうから。俺たちも応援してやるべきなのだろう。

　けど『《球面地平スフイア》に来て初めて生きる目的ができた』って発言は問題じゃないか？　姫の護ご衛えいや国の再さい興こうには、全然充実感を感じてなかったってことになるぞ。

　さすがに気分を悪くしていないか気になって、俺はポー姫の方に目を向けたが……、

「に～……」

　コイツはコイツでインターネットで徹夜して、眠そうにボケーッとしていやがった。

　うん、クラウの発言は当然か。こんな姫を守っていても、充実感や生きがいはサッパリ感じないだろうし。やはりクラウを全面的に応援しよう。

　と、そこで祖母ちゃん曰いわく。

「そうかい……。じゃあ、もうチケットあげる必要はないね？　男子リンイチローに変わる生きがいがあるんだし」

「いいえ祖母殿、それとこれとは話が別です」

　クラウ、迷わずキッパリと返事しやがった？

「家事をする以上、せっかくですのでチケットをいただきたい」

「ふん、意外としっかりしてるねえ？　けど昨日、一昨日おとといと留守にしてた分、チケットはやらないよ。今朝もシャキッとしてなかった分、普段より枚数を減らすからね」

「は……。仕方ありません」

　二人とも、いいかげんそのチケット制度やめろ。俺の意思に反して独自の雇用システムを成立させているんじゃない。







　やがて俺たちは食事を終おえ、その後バスに揺られて学校へ。

　そして、いつものように学校前の停てい留りゆう所じよで降りる。このバス停の前は坂道になっており、上っていくと左側に、小・中・高の順で学校が並んでいた。

「姫殿下、いってらっしゃいませ」

「に～……」

　ポー姫を小学校へと送り出し、俺とクラウはそのまま坂を上がろうとすると──、

「あっ、コンチクショー!!　クラウゼラじゃねェか！」

　たまたまそこを歩いていた河童かつぱのキザクラに、いきなり喧けん嘩かを吹っかけられた。

「テメェ、昨日はよくもやりやがったな！　あと、キュウリ一本持ってねえか!?」

「貴様……ッ！」

　クラウが戦剣ローゼウムに手をかけようとしたので、俺はすかさず間に入る。

「やめろ、クラウ！　武器なんか抜くんじゃない！」

「しかし、リンイチロー……あのキザクラは水辺に棲すむ者でありながらホタール事業に反対しているのだぞ!?　つまりは、この私と大自然の敵だ！」

「なンだと、キュウリ持ってねえクセに好き勝手いいやがって！」

「キザクラもよせ！　いいから、さっさと中学校に行け！　とにかく二人とも喧嘩するな。ほら、しっしっ」

　俺が追っ払うと、キザクラはぶすっとした顔のまま中学の校門へ。──どうやら喧嘩は回避できたらしい。

「これでよし、と……。けどクラウ、今のはお前も悪いんだぞ。バイト先の争いごとを学校に持ち込むな」

「う、うむ……。そうか、そういうものなのか……」

「ああ、そうだ。四六時中喧嘩してたら、周りがずっと気を遣わなきゃいけないから大変だろ？　教室に行ったら水神ミナカミさんにも会うけど、余計な揉もめごと起こすんじゃないぞ。学校では仲良くしてろ」

「うむ……。そうだな、私もハイドォラと不仲になりたいわけではない……」

　まあ、もっともキザクラと違って水神ミナカミさんは、学校で喧けん嘩か吹っかけてきたりはしないだろうがな。

　多少気まずい空気はあるだろうが、いつも通り接してくれるはずだ。

　俺は、そう信じていたのだが……。




　──がららっ




　高校の二年生用の教室に入ると、そこには、

「キシャーシュルルル……」

　やたらと元気のない水神ミナカミさんがいた。

　もしかすると、さっきまで泣いていたのかもしれない。目は真っ赤に腫はれていた。

「も……もしかして、私のせいか!?　私と敵対することになったから……。しかし、私にも使命というものが──」

「しっ！　クラウ、黙ってろ！」

　どうせ余計なことを言って、話をややこしくするだけだ。

　──とはいえ、クラウが水神ミナカミさんを心配する気持ちは純粋なものだった。

　もともと二人は仲が良くて、ポー姫から『女騎士と触しよく手しゆが友達同士とはヒワイじゃのう』とよくからかわれていたものだ。だからこそ水神ミナカミさんは、こんな風に泣いているのだろう……。

「キシャー、シュルルル……キシャー」

　ん？　違うのか？

「キシャー、シュルルルるるるルルルルル……」

　いや水神ミナカミさん、こんなの『なんでもない』ってことないだろ。

　水神ミナカミさんが泣いてる姿なんて、見たのは初めて──いや、何年ぶりかのはずだった。

　前に見たのは、まだ子供のころ……。

「ちょっと、麟一郎リン！　ちょっと！」

　急にクラスメイトの宮みや籐とうみやに、袖そでをグイッと引っ張られた。

「なんだ、宮ミ籐ヤか」

「なんだじゃないでしょ！　あれ、どうなってんの!?」

「あれって水神ミナカミさんのことか？　いや、知らないって。俺たちも今来たところだ」

「本当に？　アンタがなにかしたんじゃないでしょうね？」

「俺!?　なんで俺なんだよ！」

　その発想はなかった。さすがに俺が理由ってことはないだろ。

「じゃあ、なんであの子泣いてんのよ？」

「だから、分からなくて困ってるんだろ」

　今も水神ミナカミさんは全身の触手をだらりとさせたまま、元気のない様子でさめざめと泣いていた──いや、必死で涙をこらえていた。

　その横でクラウは、心配そうな顔をしながらオロオロとするばかり。

「宮ミ籐ヤ、ちょっと訊きいてこいよ。女子同士なんだしさ」

「嫌よ！　そんなデリカシーないことできないってば！」

　俺たちがそんな話をしていると──、

「……ああハイドォラ様、おいたわしや」

　教室の出入り口の陰から、じっと中を見ている女子がいた。

　アトランティスの海底人──一年の萬田マンダさんだ。

　俺はコソッと宮ミ籐ヤに耳打ちをする。

「なあ宮ミ籐ヤ、あの子なにか知ってるんじゃないか？」

「そうね……。ちょっと訊いてみましょ」
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　三分後──。

「ええ、そうなのです。ハイドォラ様は今、大変なことになっているのです。……ううう、お可哀かわい想そうに」

　俺と宮ミ籐ヤは、彼女を校舎裏まで連れ出し話を聞いた。

　萬田マンダさんは三つ編みの髪と銀色のウロコが特徴的な子で、瘦やせっぽちで背が低く、いつも泣いてるような顔をした──そんな、いかにも幸さち薄うすそうな感じの一年生だった。

　というか海底人たちは流浪歴が長くて苦労しているためか、水神ミナカミさんも含めて全員、なんとなく幸さち薄うすそうな人が多い。いわゆる『演歌系』というのだろうか。つい心配になってしまうタイプの民族だった。

　さらに余談だが、この萬田マンダさんの父親はアトランティス亡命政府の大神官兼旅館の番頭さんらしい。そんな家の事情もあって、学校でも水神ミナカミさんをお世話するよう、親から命じられているのだそうだ。

　そんな彼女が、声を潜めて語ってくれた。

「本当は、だれにも話してはいけないと言いつけられていのですが、実は……ハイドォラ様にお見合いの話が来ているのです！」

　お見合いだと!?

　俺ももちろんびっくりしたが、それ以上に宮ミ籐ヤは驚き、摑つかみかからんばかりの勢いで萬田マンダさんに問いかける。

「ちょ、ちょっと！　お見合いって、どういうことなの？　相手どんな人よ？　断れないの？」

「それが、どうやら旅館の方のお仕事でお世話になってる人の紹介らしく、自分から断るのが難しいらしいのです……」

「そんな！」

　なにやら最近、周囲が急にお見合いづいているが、まさか我らが学校のマドンナ水神ミナカミさんまでもがお見合いをするとは……。しかも、本人の意に染まぬ縁えん談だんだとは！

「相手は、お金持ちとは聞いていますが……。ショッピングモールの社長の子供で、本人も若くして経営コンサルタント会社の社長だそうで。それだけ聞くと条件は悪くないものの──しかし、会ったこともない人とのお見合いだなんて、ハイドォラさまにはおつらいようで……」

「まあ、あの子ハイドオラならそうでしょうね……」

　そうか……。水神ミナカミさん、そんなことになっていたのか。

　ショッピングモールの社長の子供で経営コンサルタント会社の社長とお見合いなんて…………なんだか聞いたことのある話だな？

　それって、もしかして……。

　と、そんなタイミングで──、




「──なんじゃと!?　それは本当であるか！」




　いきなり素すっ頓とん狂きような声が響いた。みんな、わざわざ小声で話していたのに、校舎中に聞こえるような大声で。

　口調から分かるように、もちろん声の主はポー姫だった。

「姫！　なんでこんなところに!?」

　ここは高校の校舎裏なのに、なぜ小学校低学年クラスのポー姫が？

「実は四時間目に使うブルマーを忘れたので、クラウゼラのやつめに取りに行かせようと思ってのう」

「家まで取りに帰らせるつもりだったのか？　気軽にクラウをコキ使うんじゃない」

「自分の騎士ローズバドをコキ使ってなんの問題があるというのじゃ？　──しかし、ブルマーを取りに行かせようと思っておったら、とんでもないことを聞いてしまったのじゃ。水神ミナカミハイドォラがお見合い──しかも相手がジョニーの子とは！」

「ああ、うん……」

　だよな……。『ショッピングモールの社長の子供で、本人も若くして経営コンサルタント会社の社長』で『ちょうど見合いの話が来ている』なんて人物、この地方に二人もいるとは思えない。

　となると、さすがに責任を感じる。俺がジョニーに『お見合いくらいならいいんじゃないか』と言ったせいで、水神ミナカミさんを悩ませているのかもしれない。

　俺が迂う闊かつな返事をしたばかりに……。

「くふふっ、これはなかなかのオモシロニュースじゃ。まさか水神ミナカミハイドォラとジョニーの子がお見合いとは。皆に知らせてやらねばのう」

　姫、お前ももう少し悩め。俺と一緒に責任を感じろ。

　と、そこで萬田マンダさんが、困惑した顔で話に加わる。

「あの、ポー姫さん……分かってるとは思いますが、他言は無用ですからね？　人に話してはいけないと言われてますので……」

「なんじゃと!?　こんな面白い話を言いふらしてはならぬと？　海底人よ、汝なんじもバラしておったではないか。本当は言いふらしたくて仕方ないのじゃろう？」

「い、いえ……たしかに多少、そういう気持ちもあるのですが──」

　あるのかよ!?

「しかし内緒に願います。私がバラしたと知られたら叱しかられますので」

「ぐむむ、そこまで言われては仕方あるまい……」

　萬田マンダさん、意外とドライなこと言うんだな？　海底人なのに。

　とにかく、ポー姫は大人しくしてろ。というか、なにも言われなくても言いふらすな。友達が悩んでるのに面白がるやつがあるか。

「ふむ……まあ、よい。仕方あるまい、約束するのじゃ。妾わらわも神聖連合王国イースの王族、二言はない。このポーリリファ・ルーカ・アデルベーン・ジャッセンの名に懸けて秘密にしよう。──それとリンイチローよ、四時間目までにブルマーを持ってくるようクラウゼラに言っておくのじゃ」

　姫はなにやら大おお袈げ裟さな誓いを立てると、そのままぱたぱたと走って小学校に帰っていった。

「ねえ麟一郎リンイチロー、アレって大丈夫なの？」

「ん？　宮ミ籐ヤ、『アレ』って？」

「ポー姫のやつ、言いふらさないかって訊きいてるの！　本当に大丈夫なんでしょうね？」

「そう念を押されると不安になるが──とはいえ、あれだけ『言わない』って言ってるんだから平気だろ」

　このときまで、俺はそう信じていた。

　もちろん、不安がなかったと言えば噓うそになるが──。
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　──きーんこーん、かーんこーん




　時間は経過し、二時間目の休み時間。

「リンイチローよ、私は姫殿下のブルマーを取りに行く」

「おい、クラウ──」

　俺が止める間もなく、女騎士クラウはチャイムと共に教室を飛び出していく。

　アイツの脚なら休み時間のうちに家まで往復できるだろうが、こういう甘やかしはポー姫のためになると思えない。

　ともあれだ。

　クラウが出ていってしばらくすると、まるで入れ違いであるかのように……、

「──おいっ！　麟一郎リン、おいっ！」

「──こっち！　こっちだ！」

「──話がある！　こっち来い！」

　教室の出入り口の外に、他の学年やら小中学校やらの男子たちが集まって俺のことを呼んでいた。

　見たところ、ざっと一〇名以上。平へい家け町ちようの小中高の男子のほぼ全員が集合していることになる。──ちなみに、学校の教室だから出入口は部屋の前後に計二つあるものだが、俺を呼んでいたのは後ろにある側のドア。

　一方、教室前方のドアでは──、

「──宮ミ籐ヤちゃん、こっち来て！」

「──そうっ！　こっちこっち！」

　と他の学年やら小中学校やらの女子たちが大勢集まって、宮ミ籐ヤのことを呼び出していた。なんなんだ、これは？

　余談だが、平家町の小・中・高等学校は男女比およそ三対七で女子の方が多い。そのためドアの前に集まっている人数も、女子は男子の倍以上いた。

　さて、それはともかく。

「ええと……みんな、なんの用だよ？」

　俺が呼ばれるままにドアのところに行くと、最年長だから代表ということなのか、巨大スカラベフンコロガシの太陽神ケプリ先輩（高三、古代エジプトからの亡命者）が俺に訊たずねた。

「麟一郎リンくん……水神ミナカミくんがお見合いするって本当か!?」

　先輩、なぜ知ってる!?

　さては……。

「ポー姫、どこだ！　バラしたな！」

　俺が声を荒らげると、教室前方のドア前に集まっていた女子たちの中から返事があった。

「む？　妾わらわの名を呼んだかのう？」

　姫のやつ、自分も来ていたか。

「リンイチローよ、大きな声を出すものではないのじゃ。みんな水神ミナカミハイドォラに気づかれぬよう、コソコソっと話しておるのに」

「急に常識的なことを言うな！　それよりお前、みんなに喋しやべったろ？　あれだけ言うなと念を押されてたのに、どうしてバラした!?」

「妾は知らぬのじゃ。だれか別の者がバラしたのではないのか？」

　そう言って姫は、




　──ぷいっ




　と露ろ骨こつに目を横に逸そらした。その仕草、絶対お前が犯人だろ？

「♪（口笛）」

　なんで目を逸らしたまま口笛を吹く？　いかにも『ウソついてます』ってジェスチャー、わざわざするな！

「しかし、水神ミナカミハイドォラのやつめ、本当に人気者なのじゃな？　一時間目の休み時間に言いふらしたら、すぐに広まって二時間目の休み時間にはこの有り様じゃ」

「やっぱりお前が犯人なんじゃないか」

　もちろん水神ミナカミさんが人気者なのは間違いない。伊だ達てにマドンナと呼ばれているわけではなかった。──俺と姫の会話に、太陽神ケプリ先輩が割り込んでくる。

「いいかね、麟一郎リンくん、ポー姫くん。君たちの話を聞くに……つまり、お見合いの話は真実なのだね？」

　先輩、鋭するどいな？

「うむ。そういうことなのじゃ」

「ああ……クソッ、なんてことだ！　オウ、シット！」

「汝なんじ、フンコロガシらしいリアクションじゃな？　さては上う手まいこと言ったと思っておるじゃろ？」

　姫、今はそこ突っ込まなくていい。

「なんということだ……。水神ミナカミくんがお見合いなんて──しかも、今まで皆に黙っていたなんて！　せめて、ファンクラブ会員ナンバー００２番にして現会長たるこの僕、太陽神ケプリにだけは打ち明けてほしかった！」

「ファンクラブじゃと？　あやつ、そんなものがあったのじゃな……。しかし太陽神ケプリ先輩よ、汝ちょっとキモいのじゃ。よくアニメなどに美人の女生徒のファンクラブというものが出てくるが──実際に目にしてみると、そのメンバーのいかにキモいことか！」

「ポー姫、失礼なことを言うな」

　巨大スカラベフンコロガシとはいえイケメンで成績優秀、噂うわさでは推薦で県庁所在地の大学に進学する予定の太陽神ケプリ先輩を、『ファンクラブ会長だ』というだけでキモイとか言うんじゃない。

「先輩、俺は気持ち分かります」

「麟一郎リンくん、分かってくれるか……？」

「はい！　この俺だって、ファンクラブの会員ナンバー００８番です！　水神ミナカミさんには、こんなときこそ俺たちファンクラブを頼ってほしかったのに……」

「そう！　そうだ、その気持ちだ！」

「汝ら、やっぱりキモいのじゃ」

　キモくない！

　平へい家け町ちようの男子は小・中・高の全員合わせても十数名しかいないのに、その八割が水神ミナカミさんのファンクラブに入っているんだ。そんな絶対的多数派がキモいはずがないだろうに。

「とにかく僕は思うのだ……。水神ミナカミくんは清せい楚そで純粋で、男女交際には多少興味があるものの、男性と深い仲になるのはまだまだ早いと考えているに違いない。そんな彼女が、お見合いなど望んでいるはずがないのだ！　あの『好きな男性のタイプは？』と訊きかれたら『お父さん』と答えるのではないかと推察される、あの水神ミナカミくんが！」

「ですね。先輩、俺もそう思います」

「汝なんじら、ファンクラブとかと関係なくキモくなってきおったのう？」

　だから、なにもキモくないって。

　こんなの普通の考え方だ。周りにいる男子たちも、みんな先輩の言葉にウンウンって頷うなずいてるだろ？

「妾わらわも思うのじゃが──この町の男子だけ特別にキモいのか、それとも世間の男子というのは一様にキモいものなのか、まずはそのあたりはハッキリさせねばなるまい」

　だから姫、さっきから言ってる意味が分からないぞ？

「というわけで諸君！　この僕、太陽神ケプリは皆に提案する！　男子一同協力し、水神ミナカミくんのお見合いを邪魔してやるのだ！」

　周囲の男子たちは一斉に、『おおっ』と声を上げる。

　もちろん俺も、一緒になって声を上げた。












「噂うわさで聞くところによれば水神ミナカミくんのお見合い相手は、族長級オークの息子だそうだ。そんな相手に水神ミナカミくんを渡すわけにはいかない！　即すなわち僕たちは、オークの魔の手から姫君を護まもる戦士──いわば愛の聖騎士クルセイダーなのだ！」

　そうだ！　その通りだ！　再び男子一同は、先輩に喝かつ采さいを浴びせた。

「リンイチローよ、昨日はクラウゼラをバカにしておったのに、今のは汝なんじ的にアリであるのか？」

「ん？　クラウの『大自然に選ばれた聖戦士』って話か？　あんなのバカにされても仕方ないだろ。アレと今の先輩の話は全然違うぞ」

「同じじゃ、同じ！　まったく変わらぬ！　汝、ホントに水神ミナカミハイドォラのこととなるとボケとツッコミが逆になるのう？　マジでやりにくくて困るのじゃ」

　こうして男子一同の心が強い団結で結ばれた、そんなとき──。

「話はだいたい聞こえていたわ」

　どうやら女子たちの方も、男子と似たような話をしていたらしい。女子代表で宮ミ籐ヤが俺たちの前にやってきた。

「こっちも話がまとまったわよ。女子一同で話し合ったところ、『月にロケットが行くこの二一世紀に、望まないお見合いをさせられるなんて許さない』という結論になったわ！　普段は対立することも多い女子と男子だけど、ここは手を組んでハイドォラのためにがんばりましょう」

　そう言って、宮ミ籐ヤは太陽神ケプリ先輩に手を差し出す。先輩はその手を握る。

　二人は熱く、力強い握手をした。──宮ミ籐ヤも言っていたように平へい家け町ちようの小・中・高等学校では男子と女子が対立しがちだったが、今ここに歴史的和解・歴史的共闘が為なされることになったのだ。まさしく歴史的瞬間と言えよう。

　学校のみんなで力を合わせれば、お見合いくらい阻止できるに違いない。

　一方、当の水神ミナカミさんは窓際の席で、

「キシャー、シュルルル……」

　と深い溜ため息いきをついていた。

　待ってろよ、水神ミナカミさん！　俺たちが必ず助けてやるからな！
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　同時刻、南側の町はずれ。

　平家町全体を見渡すことのできるこの丘の上に、一組の男女が立っていた。

　どちらも歳としのころ二〇歳前後でありながら和服姿で、しかも武器を携えているという異形の風体。──宇宙人が闊かつ歩ぽするこの平家町にあってさえ、二人の姿は明らかに異質なものであった。

「ご覧、武蔵むさし坊ぼう」

　そう言ったのは、女の方だ。

「ここが平へい家け町ちよう……もうすぐ私たちのものになる町さ」

　真っ赤な唇くちびるは、薄気味悪く笑っていた。






第三章







ポー姫「さて……この三巻は、実はここからが本編なのじゃ。これまで田舎と都会の地方格差という社会問題を鋭するどくえぐってきた本作じゃが、今からさらにディープなところにスポットライトを当てようと思う。即すなわち──環境行政の闇やみに！」

麟りん一いち郎ろう「大おお袈げ裟さな」

ポー姫「それでは本格的社会派ライトノベルをお送りするのじゃ」
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　やがて、放課後。高校の空き教室。

　水神ミナカミさん本人に気づかれぬようコッソリと、男子女子入り混じっての秘密会議が開かれる。

「僕にクッソいい考えがある」

　最初に意見を出したのは、ファンクラブ会長でありこの会議の議長でもある太陽神ケプリ先輩だった。

「これは授業中ずっと考えていた案なんだが……水神ミナカミくんに彼氏を作るというのはどうだろう？」

「はい？　先輩、なに言ってるんです!?」

　俺は驚いて先輩を問い詰める。

「水神ミナカミさんは彼氏なんか作りませんよ！　美人で男子とも気さくに仲よくするのに決して彼氏を作らない清純な乙女であるからこそ、俺たちの水神ミナカミさんなんじゃないですか！　先輩、どうかしちゃったんじゃないですか？」

　俺のコメントを聞いて、ポー姫と宮ミ籐ヤがコソッと小声で話していた。

「この学校の男子どもは皆、水神ミナカミハイドォラのこととなるとバカになるのう？　……ちなみに宮みや籐とうミヤよ、汝なんじはどうしてこんなのリンイチローがいいのじゃ？」

「う……うるさいわね！　こんなの、べつによくなんかないわよ！」

　ポー姫、よく分からないこと言ってるんじゃない、宮ミ籐ヤも意味不明のことでキレるな。

　ともあれ、俺は話を続ける。

「俺には先輩の言うことが理解できません。そもそもファンクラブは『水神ミナカミさんに彼氏を作らせないこと』が目的の一つ。その理念を会長自ら裏切るというのですか！」

「処しよ女じよ厨ちゆうもそこまで来るとイヤガラセと変わらぬのう？」

　ポー姫うるさい。大事な話の最中だから黙ってろ。

　ちなみに、男子たちは皆『そうだ、そうだ』と声を上げて俺に賛同してくれていた。ほらみろ、男はみんな分かってくれるんだ。

「麟一郎リンくん、落ち着きたまえ。トイレの個室にいるときのようにリラックスするがいい。──もちろん彼氏と言ってもウソ彼氏だ。水神ミナカミくんに別に心に決めた人がいれば、お見合い相手も諦あきらめるに違いない。そのためにウソ彼氏を仕立て上げて、ひと芝居打つという寸法なのだよ」

「なるほど……」

　そうだったのか。さすがは秀才の太陽神ケプリ先輩。頭いい。

「ちなみに彼氏役は、高校一のイケメンと名高いこの僕がやる予定だ。台詞せりふが多いから成績優秀の僕にしか憶おぼえられないだろうし、『古代エジプトの太陽神』と『アトランティスの守護女神』というカップルはなんとなくだがお似合いに思える。もちろん演技が高じてそのまま本物のカップルになってしまうこともあるだろうが、そのときは諸君、温かく祝福してくれたまえ」

「先輩、ふざけんな！」

　俺以外の男子たちからも一斉にブーイングの嵐あらしが吹き荒れる。

「──勝手なことを言うんじゃない！　一人でいい思いしようとして！」

「──そうだそうだ！　だいたい成績優秀ったって学年二位じゃないか！」

「──顔だって、男装した水神ミナカミさんの方がイケメンだったしな」

「──アンタ、キャラとしていろいろ中途半端なんだよ！」

　そうだそうだ。……って、みんな少し言い過ぎじゃないか？　成績の話なんかは本人も普段から気にしてたみたいだし。先輩、ちょっと涙目じゃないか。

「妾わらわは思うのじゃが……こういう時に『クソ野郎』とか『うんこ食ってるくせに』みたいな悪口が出ないところが、このヘイケ町のいいところじゃな」

「ん？　姫、どういう意味だ？　先輩は巨大スカラベフンコロガシなんだから、そんなの悪口でもなんでもないだろ」

「だから、それを褒ほめておるのじゃ」

　姫の言うことはよく分からなかったが、その後も先輩に対する罵ば倒とうは続く。

「──先輩は身勝手なハンパ野郎だと思うけど、作戦自体は悪くないんじゃないかな？　というわけで俺、彼氏役！」

「──いいや、俺が！　役とは言わず、本当に彼氏になる！　そのためのシミュレーションは毎晩フトンの中でやっている！」

「──バーカ、そのくらい男子ならだれでもやってるぞ。朝昼晩二回ずつ日課でこなすこの俺こそがシミュレーションチャンプだ！」

「──俺なんて妄想の中では子供が三人いて、ローンで小さな家を建てて、庭で仔こ犬いぬを飼う幸せな家庭を築いてるんだぞ！　回数だけの男にとやかく言われたくないね！」

「──なんだと、このっ！　空想世界で水神ミナカミさんと結婚しているのはこの俺だ！」

　おいおい、みんな勝手なこと言い出したな？

　だったら俺が彼氏役でいいだろ。クラスメイトなんだから、自然に彼氏役ができるというものじゃないか。みんな、その程度のことも分からないのか。

「リンイチローよ、もう一度、前と同じことを訊ききたいのじゃが──」

「なんだよ、姫？」

「世間の男子というのは一様にキモいものなのか、それともこの町の男子だけ特別にキモいのか、そのあたりをハッキリさせたいのじゃが」

「だからキモくないって言ってるだろ！」

　普通だ普通。極めて正常な青春の状態だ。

　と、俺とポー姫がそんな話をしていると──、

「姫殿下、失礼ながら……」

　クラウが、そっと姫に耳打ちをした。

「む？　どうしたのじゃ？」

「そろそろアルバイトの時間なので、私は役場に向かいます」

「おや、もうそんな時間じゃったか。ならばクラウゼラよ、妾をおんぶするがよい。妾もついていくのじゃ」

「おお、姫殿下！　昨日に引き続き、今日も一緒に来てくださるとは！　これほどまでにお気にかけていただき、このクラウゼラ光栄の極みでございます」

「うむうむ当然じゃ。お見合いをジャマする会議、最初は面白そうかと思っておったが、さすがに男子たちがキモすぎて痛々しいからのう。やはり汝なんじの方が安心して楽しめそうなのじゃ」

　やっぱり面白半分か。だと思った。あと男子はキモくない。

「リンイチローよ、汝も来るのじゃ。汝のツッコミがあってこそ我が騎士ローズバドクラウゼラは輝くのじゃ」

「どんな理由だ」

　だが、言われなくてもそのつもりだ。もともと一緒に行く予定だった。

　ポー姫と違って面白半分の見物じゃない。

　なにせバイト初日だ。クラウがなにかやらかしそうで心配だからな。





　　２






　こうしてクラウ、ポー姫、俺という昨日と同じメンバーで役場に向かった。

　もちろんバイトするのはクラウだけで、俺と姫は『つきそい』という扱いになる。

　そして、時間は午後三時半。

　町役場の生活衛生環境課では──。

「本日よりお世話になります、イース神聖連合王国が騎士ローズバドにして大自然に召しよう喚かんされし聖戦士クラウゼラ・ルー・コトヴィック一六歳。人呼んで〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟です。地球チーキユで働くのは初めてですが、よろしくお願いいたします」

　高校の制服姿の女騎士は、腰に戦剣ローゼウムを下げたまま恭しく挨あい拶さつをする。

　クラウのバイト初日が始まったのだ。

「しかし、このバイトってなんで三時半からなんだろうな？」

　役場の窓口が開いてるのが五時まで、公式の業務終了時間が五時半までだから、残業なしだと一日二時間しか働けない。

　学校が放課後になってからのスタートだから、クラウにとっては助かるだろうが──。

「分からぬのか、リンイチローよ？　水属性町民最大の戦力である水神ミナカミハイドォラが高校生だからじゃ。学校がやっておる時間は敵が弱いから、バイトを雇う必要がないというわけじゃ」

　……なるほど、そういうことか。

「クラウゼラの一番の仕事は水神ミナカミハイドォラ相手の用心棒じゃからな。ハイドォラが来そうな時間帯だけ雇っておけば、その分予算をケチることができよう。役人というのは、どこの世界でもそういう発想をするものじゃ」

　相変わらず、もと専制君主が言うと説得力がある。

　さて一方クラウだが、挨拶が終わると同時にＲ－山やま本もと主任（二九歳、独身）から仕事のレクチャーを受けていた。

　前にも主任が言っていたが、このバイトが忙しいというのは本当らしい。

「ピポポ……ホタル育成事業のためのバイトではありますが、クラウゼラさんには主に役場の庁舎内での雑用をしてもらおうと思います。せっかくですので」

　せっかく雇ったのだから、用心棒意外にもいろいろコキ使うつもりでいるらしい。このへんの発想も全世界で役人共通だそうだ。

「は……。すると主任殿、ホタールを育てる現場では働けないので？」

「ときどきは現場にも行ってもらうつもりですが、雑用の仕事はこっちの方が多いです。それに抗議運動の人たちも主に役場に押しかけてきますので。ポポポポ」

「そうですか……」

「とりあえず課内のお掃除をお願いします。そのあと、ここの書類をコピーして。それからお茶ちや汲くみ──課の全員にコーヒーを淹いれてください。棚にインスタントコーヒーが入っていますので、課長と田中さんはミルクと砂糖を入れて、シヴァ田さんはミルクだけ、私はオイル、あとの人はブラックで。それじゃ、頼みましたよピポポガピー」

「は……。心得ました」

　ホタルと関係のない仕事ばかりを命じられ、クラウは少々不満そうだった。雑用とはいえ、せめてホタルを飼う現場での雑用ならまた違った気分であったろうに。

「ピポポポ……不服ですか？　ですが、これも大事なお仕事なのですよ」

「は、分かっております……」

　主任に窘たしなめられ、クラウは気持ちを切り替えて作業に取り掛かる──。

　しかし、こんな普通のＯＬさんみたいな仕事、クラウに務まるんだろうか？　戦いしか知らない異世界の女騎士に。失敗して物を壊したりしないか心配だ。

　俺が不安そうに見ていると、横でポー姫がクスクスと笑っていた。

「リンイチローよ、なぜ不安そうな顔をしておるのじゃ？」

「いや、当たり前だろ？　姫は心配じゃないのかよ？」

「おやおやじゃ。おそらく汝リンイチローは、もの知らずなクラウゼラが、

『掃除　→　パソコンを水洗い』

『コピー　→　大量にコピーしすぎて部屋が紙でギュウギュウ』

『コーヒー　→　インスタントコーヒーの概念が分からず、コピー機のトナーで茶色いお湯を作って出す』

　みたいなドジをすると期待しておるのじゃろう？　どうじゃ？」

「いや、そこまで具体的なことは考えてなかった」

　それに、期待しているわけでもない。

　ただ、クラウは現実問題として異世界人で女騎士だ。オフィスにあるものがなんなのか理解できず、そんなミスをやらかしても不思議はない。──俺はそれを心配していた。

「くふふっ、汝なんじは我が騎士ローズバドを甘く見ておるのう？」

　なんだと？

「忘れてはならぬぞ。クラスゼラ・ルー・コトヴィックはただの学生バイトではない。──あやつは社会人経験者じゃ！」

「社会人経験者!?」

「うむ。あやつは神聖連合王国イースの騎士ローズバド──即すなわち、もともとは『軍人』なのじゃ。軍事専制国家の軍隊といえば労基法完全無視の超過酷なブラック職場。そんなところに勤めておったあやつが、この程度の仕事で失敗などするはずがあるまい」

「そう言えば……。なるほど、言われてみればそうかもな」

「うむ。戦場ではもっと忙しいし、失敗は死を意味する。それに比べれば異世界で雑用をするくらい簡単なことなのじゃ。であろ？」

「お……おう、そうかもな……」

「でありながら『クラウゼラが失敗するかも』と心配しておったのは、リンイチローがあやつを甘く見ておったからなのじゃ。いや──『そういうダメな部分を持っていてほしい』と願っておったからじゃな。ダメな女ほど男は可愛かわいく感じるものであるし、逆に『可愛い女にはダメでいてほしい』と思っていたのじゃろう」

「いいや、そんな複雑なことは考えてなかった！　人聞き悪い！」

　そう姫には答えたが──とはいえ、たしかに姫の言う通り、俺はクラウを甘く見ていたのかもしれない。

　そうだな。クラウが異世界《魔法地平シーズベツド》から来て以来、もう一か月近くが経過している。この世界の文明にも慣れ、今では自分でテレビをつけたり、ＤＶＤを再生したりできるようにもなっていた。掃除やコピーくらい、できないと思う方が間違っているのだろう。

（やはり俺の中に、姫の言っていたような気持ちがあったということか？　クラウがダメなやつでいてほしいという、厭いやらしい気持ちが……？）

　俺は、そんな自分にショックを受ける。

「うむうむリンイチローよ、よい顔じゃ。汝なんじが自らの過ちに気づいてガッカリショボンとなる瞬間を見るために、わざわざ妾わらわはいっしょに来たのじゃ。実は」

「悪趣味だな!?　俺の顔見たくて来てたのか！」

「『強いがバカなクラウゼラと、凡人だがしっかりしてる自分リンイチロー』という構造が崩れてショックじゃろう？　のう？　このまま見事にバイトをこなしたら、今までの人間関係が変化してしまうのではと心配じゃろ？」

「姫うるさい。だから、そこまで思ってねえよ」

　こいつ、ニヤニヤ笑いながらイヤなことを言う。だが、あんまり何度も言うから、さすがに俺も不安になってきた。本当にそうなったら、俺はどうするべきなんだろう？　それとも別段、気にする必要なんてないというのか？

　一方そのころ当のクラウは、俺と姫の会話などには耳を貸さず、主任に命ぜられた雑用に取り掛かっていた──。







　三〇分後。

「──キャーッ、パソコンが水洗いでずぶ濡ぬれに！」

「──大変だ！　部屋の中がコピー用紙でギュウギュウに！」

「──フー、びっくりした。コーヒーでも飲んで一息入れるか。ゴクゴク……ウグッ!?」

「──大変だ、課長が死んだ！　コーヒーだと思ったらコピー機のトナーを溶かしたお湯だったから！」

「──この人でなし！」

　生活衛生環境課の中に、いくつもの悲鳴が響き渡る。

「おいっ、姫！　想像通りの展開になってるぞ!?」

「うむうむ、よかったではないかリンイチローよ。クラウゼラがダメっ子の方が可愛かわいらしいし安心じゃろう？」

　いいや、ちっとも『よかった』なんて思えないね。

　悲鳴を上げつつ七転八倒する役場の職員たちを前に、女騎士クラウは──、

「あの……次は、なにをいたしましょう？」

　怯おびえたような顔で、皆に訊たずねた。
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　南みなみ平へい家け川がわ。

　平へい家け町ちようの南側を流れる小川で、平家川の支流の一つ。ほとんどの場所で川幅一メートルほどもなく、流れも緩ゆるくてせせらぐ程度。

　クラウと俺とポー姫の三人は、役場から一〇分ほど歩いた南側の川辺に向かっていた。

「まさか、いきなり失敗してしまうとは……」

　さしもの女騎士クラウも、ショボンと足取りは重かった。

「だが、役場の人たちは温かい人たちばかりだ……。あれほどの失敗をした私をクビにせず、それどころかホタルを育てる現場で働かせてくれるとは」

「お……おう、よかったなクラウ」

　おそらく『近くに置いとくと面倒だから』と厄介払いされたのだろう。クビにしなかったのは単に『水神ミナカミさんに勝てる戦力がほかにいないから仕方なく』という理由に違いない。

　──とはいえ現場での仕事を希望していたクラウにとっては、ちょうど願ったり叶かなったりだ。

　余談だが、もしクラウが役場にいない間に水属性町民たちが抗議に来たら〝ポケットベル〟とやらで合図する手て筈はずになっている。ポケットベルというのは、どのように説明するべきか──俺も初めて見たが、とにかく無線装置の一種らしい。

　このベルが鳴ったらクラウは役場に走って帰るという寸法だ。こいつの脚なら、町のどこでも五分で戻れた。

「それでクラウ、川でなにをするんだって？」

「うむ、リンイチロー──このあたりで、よその町から来た昆虫学者（自称）が水質調査をしているらしい。主任殿からは、その手伝いをするよう言われているが……」

　その『昆虫学者（自称）』ってなんだよ!?　なんでわざわざ『（自称）』ってつけた？

　俺がそう突っ込む前に、クラウはそれらしい二人組を発見する。

「むっ……。おそらく、あの二人だろう」

　そうかあ？

　先ほど『それらしい二人組』と言ったが、お詫わびと訂正申し上げる。よく見たら全然それらしくはない。とても昆虫学者には見えなかった。

　一人は、女性。

　着物姿の女の人だ。なぜか頭から薄い風呂敷みたいな布をかぶっていたため分かりにくいが、かなりの美人のようだった。布の隙すき間まから見えている範囲だけでも、それは分かる。

　ぞっ、と凍りつくような美女。

　真っ赤な口紅を引いた唇くちびるは、両端を吊つり上あげながら薄気味悪く笑っていた。

　顔が隠れている上に化粧が濃いために分かりにくいが、おそらく歳としのころは一〇代後半。俺やクラウよりやや年上だ。それと、腰には日本刀──反りの大きな太刀を挿していた。

　その後ろにいたもう一人は、やはり着物姿の大男。身の丈およそ三メートル。頭巾で顔を隠し、手には薙刀なぎなたを携えている。

　この二人は、たしかに川辺で水質調査をしているようだ。

　試験管に川の水を取ったり、ポケットサイズの機械でなにかの数値を計ったりしており、その点だけ見れば役場で教えられた通りなのだが──しかし、こんな恰かつ好こうの昆虫学者などいるはずがない。

　ただの学者にしては怪しい。怪しすぎる。気味悪い。

　和服で水質検査なんて普通じゃない。

　──だが、クラウはさすが異世界人。

「失礼を……。よその町から来た昆虫学者（自称）の方々とお見受けいたします」

　こんなワケの分からない二人に向かって、躊ちゆう躇ちよすることなくそう訊きいた。個人的にはこれっぽっちも『お見受け』できない。

「フフ、いかにも私たちはよその町から来た昆虫学者（自称）ですが……貴方あなたたちは？」

　そう訊き返してきたのは、女の方だ。

　声はハスキーで、もしかすると女装した少年であったのかもしれない。こちらを向いた拍子に布がめくれて、隠れていた顔がはっきり見えた。その顔は予想よりさらに美しく、そして予想以上にゾッとする。

　その美び貌ぼうと、射抜くような眼光に。まるで氷でできた刃物だ。

　クラウの手は、無意識のうちに戦剣ローゼウムの柄へと伸びていたが、なぜそうしたのかは俺にも分かる。武道の心得がなくとも本能だけで理解できた。

　あの着物の女は、強い。

　それも達人レベルに。迂う闊かつに近づけば腰の太刀で斬きり殺される。──そんな殺意・兇きよう気きを彼女の瞳ひとみから感じたのだ。

「フフ、皆さん……なにゆえ我らのことを知っているので？」

　回答次第によっては斬る──そんな気迫すら籠こもった問いに、クラウは息を飲みつつ返事をした。

「私は神聖連合王国イースの騎士ローズバドにして町役場のアルバイト、クラウゼラ・ルー・コトヴィック……。環境係の主任殿から、お二人のお手伝いをするよう言われております。こちらの二人はつきそいです」

「フフ……そうでしたか」

　女は再び、薄気味の悪い微笑ほほえみを浮かべ──そして、名乗った。

「フフ、以後お見知りおきをクラウゼラさん……。私の名は……そう、シズカと言います。源みなもとシズカ」

　……？　なんだ今の間は？　名前を言うときに『そう』っておかしいだろ。名前自体も不自然だし、もしかして偽名なのか？

　和服で帯刀、目からは殺気──その上、名前も偽名とは。なにもかも不自然な人だった。

　──と、そこで急にポー姫が話に割り込む。

「ほほう？　汝なんじの名、ドラエモンのヒロインと同じ名前じゃの？」

「フフ、よく言われます……。ちなみに、こちらは相棒の武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けい（生年不詳～一一八九年）です」

「ウガー」

　って、なんで弁慶!?

　弁慶っぽい姿の大男だとは思っていたが、名前も武蔵坊弁慶なのか？　というか『（生年不詳～一一八九年）』ってなんだ？　弁慶本人ってことか？　だとしたら、急に歴史上の人物が来たな？

　しかも、なんだよ『ウガー』って？

「ふむ、パワータイプの大男キャラというわけじゃな？　怪力の持ち主じゃが知能が低いという、よくあるアレか」

「フフ、甘く見てはいけません……。この武蔵坊は私がよく教育していますので、ちゃんとした知能も持っているのです」

　じゃあ、なんで『ウガー』って言った!?

　それとポー姫、よくこんな怪しい相手と気安く喋しやべれるな？

　偽名も服装も相棒もひどく雑なものだったが、俺なんかにはそのせいで逆に不気味さが強調されているようにも感じられた。












　言葉を交わしただけで、魂をあの世に持っていかれそうな……。

　しかし、姫は気にしない。

「ときにシズカちゃんよ、さっきの汝なんじの自己紹介は不自然じゃったのう？　もしかして源みなもとシズカは偽名で、その姿もなにかの変装なのではないか？」

「フフ、変装だなんて失敬な……。そんなはずないじゃありませんか。疑うなんてひどいなあ。ねえ、武蔵むさし坊ぼう？」

「ウガー」

　すると、武蔵坊弁べん慶けいを名乗る大男は──、

「ウガーッ！」

　と雄叫おたけびを上げるや、薙刀なぎなたのみね側でシズカをいきなりバシッと殴った。

「ギャーッ！　武蔵坊、なにをする!?」

「ウガー!!　コヤツ、面倒バカリカケオッテ！　ロクニ役ニモ立タヌクセニ、オ尋ネ者ノヨシツネニ似テイルトハ腹立タシイ！　イッソ、コノ場デ殴リ殺シテクレル！　ウガーッ！　ウガーッ、ウガーッ！」

　そう言いながら、そのままバシッ！　バシッ！　バシッ！とぶん殴り続ける。

「ウガー、計略トハイエ主君ヲ殴ルトハ、オレサマ、ナント罪深イ……。シカシ、コレモ、ヨシツネ様ノタメ！　ウガーッ、ウガーッ、ウガーッ！」

「ギャーッ！　やめろ、バレてない！　まだバレてない！　全然バレそうになってないから叩たたかなくていい！　分かったか、このバカ野郎！」

「ウガー……オレ、ワカッタ。ヨシツネ様、モウ叩カナイ……」

　シズカが強く何度も言ったので弁慶も諦あきらめて、薙刀を振り下ろす手を止めた。

　というか弁慶、今しれっと『ヨシツネ様』って言ったな？

「これ、リンイチローよ」

「なんだよ、姫？」

「あやつらは今、異世界人には分からぬアカデミックなボケをしておったのではないか？」

「ポー姫、さすがいいカンしてるな」

《魔法地平シーズベツド》人どころか地球のニホン人にも下手をすると分かるまい。

　今のネタは、歌舞伎の『勧進帳』というやつだ。中学のとき古文で習った。お尋ね者になった源みなもとの義よし経つねと弁慶が変装して関所を通ろうとしたのだが、関所の役人に疑われ、今やったのと同じやりとりをしたという逸話だ。まさか目の前で見られるとは思わなかった。

「しかし、この昆虫学者（自称）め、出てきた瞬間はちょっとカッコよかったのじゃが、大暴落するのが早かったのう？　なんというか残念な人じゃ」

　ネタバレも速攻だったしな。

　そうか、この人の正体って──。

「あいたたたた、武蔵坊め薙刀でぶん殴るとは……フフ、この私ともあろうものが、お見苦しい姿を見せてしまいました……。それではお仕事を続けましょう。皆さん、一緒に来てください」

　昆虫学者（自称）の源みなもとシズカ（偽名）は俺たちを連れ、川の下流に向かって歩いた。
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　てくてくと川沿いに歩き、たまに立ち止まると試験管に水をすくって成分を調べ、それが終わるとまた歩き──。

　こんな調子で一時間。

　最初に音を上げたのは、案の定ポー姫だった。

「～……退屈なのじゃ、もう飽きたーっ！　これシズカちゃんよ、もっとエンターテイメント性の高いことをするがよい」

　そんな姫を、珍しくクラウが強い語調で窘たしなめる。

「姫殿下！　ホタールを繁殖させてこの町の環境を浄化してくださるシズカ殿になんということを！」

「ぐぬぬ……我が騎士ローズバドクラウゼラよ、汝なんじはどっちの家来なのじゃ？　それに、汝もさっき退屈そうな顔でアクビを嚙かみ殺ころしておったではないか」

「わ……私はそんなことしておりません！」

　まあ、本当はしてたけどな。俺も見てた。

　そんなポー姫とクラウのやりとりを見て、シズカは笑う。

「フフ……もう今日の作業は終わりましたよ」

「おお、そうでございましたか！　さすがはシズカ殿。──それで本日はなにをなさっていたので？　本当はいろいろ訊ききたくて仕方なかったのですが、邪魔しては悪いと思い、今まで質問は我慢していたのです」

　クラウが目をキラキラさせながら訊たずねると、この怪しい和服の昆虫学者は『フフ』と怪しい笑みを浮かべて答えた。

「フフ……今日はね、場所の選定をしていたのです。ホタルを育てるための場所をね。いろいろ探した結果、このあたりがいいと結論が出ました。ほどよく浅く、水の流れも緩ゆるやかで、ベストの場所と言えるでしよう」

「おお！　ここが！」

　町の中心部からまっすぐ歩いて一五分ほどの、川の流れが特にゆるやかになっているあたり。周囲には大きな林とわずかな田畑、それとちらほら散らばる民家のみ。

　よく見れば、ここって水神ミナカミさんの家〝旅館みなかみ（各種宴会承ります）〟の近くだ。川の向こうに建物が見える。

　シズカたちは、この場所でホタルを育てるのだという。

「フフ、実は以前から目をつけていた場所なのですよ。やはり、ここが最適のようです」

「ふむ？　微妙に町の中心から離れておるのじゃな？　こんな場所では見物に来るのがメンドウではないか」

　──そんなポー姫の疑問に答えたのは、シズカでなく女騎士クラウだった。

「はっはっは、姫殿下がそう思うのも無理はございません。ですがホタールは美しい大自然の象徴。人里から離れているほど棲すみやすく育ちやすいのです」

「むむ……」

　いつになく上から物を語るクラウに、ポー姫はムッとした顔になる。

　だが、そんな姫の不機嫌顔には気づきもせずに、クラウは川かわ面もから手で水をすくう。

「ご覧ください、この綺き麗れいな水を……。まさしく清せい流りゆう。きっと、このまま飲んでも平気でしょう。──ですよね、シズカ殿？」

　クラウは返事を聞く前に、手のひらの水を口に含み、そのままごくりと飲み干そうとするが──、

「フフ、いいえ……。その水、飲まない方がいいですよ。汚いですから。おしっことか混ざっていますし」

　シズカが薄気味悪い笑顔のまま制止したため、クラウはプーッと水を吹き出す。

「お……おしっことは!?　それに汚いなどと……。なぜですシズカ殿？　この水はホタールが棲めるくらい綺麗なのではないのですか？」

「フフ、いいえ全然綺麗じゃありません。『清流』どころか、むしろ『汚水』です。素手で触るのも避けましょう。川の水に触る場合はゴム手袋を嵌はめてください」

「汚水とは……なにゆえに!?　ははあ、さては『まだ』綺麗になっていないということなのですね？　これからシズカ殿が環境を浄化し、ホタールが棲める水にすると！」

「フフ……そういうことじゃありません。──これは、どうやら一から説明しなければいけないようですね。武蔵むさし坊ぼう、説明用のフリップを」

「ウガー」

　どうやらシズカたち、『一から説明』するのには慣れているらしい。弁べん慶けいからフリップを受け取ると紙芝居のように話を始めた。

「フフ、ホタルというのは生物です……。生物である以上、食事をしなければいけませんが──クラウゼラさん、ホタルはなにを食べるのか知っていますか？」

「いえ……。そういえば、考えたこともありませんでした。ですが、あれほど愛らしくも美しい生き物、草食に決まっています。……花の蜜みつとか？」

「フフ、全然違います。ホタルは肉食です。カワニナというタニシに似た貝──よくドブにくっついている巻貝を食べるのです」

　へえ、それは意外だな。俺も初めて知った。

「フフ……つまりです、ホタルという生き物は、主食であるこのドブの貝カワニナのいるところ以外では棲せい息そくできないというわけなのです」

「ということはシズカ殿……川のこのあたりは、その貝が棲みやすい環境であると？　しかし、その貝はドブに棲むものなのでしょう？」

「フフ、そういうことです……。つまり、この川は『ドブに棲すむ貝が棲みやすい川』──即すなわちドブ川であるのです！」

「ッ!?」

　クラウが口のあたりを押さえて、声にならない叫びを上げる。さっき飲んだ水を思い出していたのだろう。

「フフ……川のあのあたりを見てください。ここよりも少しだけ上流のあたり。ほら、排水口がありますよね？　あれは生活排水──台所や洗濯機、それにトイレの水を川に流すためのものです。町にはたくさんの家があり、役場やスーパーもありますが、その排水があそこから川に流れているのです」

「ッ!?」

　クラウは、いっそう激しくのたうち回る。ポー姫はそんな騎士ローズバドを見ながら、くふふっと意地悪く笑っていた。

「やーい、クラウゼラめトイレの水飲んだのじゃ♪　うんこ騎士ローズバドやーい♪」

　ポー姫、小学生か。──と思ったが小学生か。じゃあ仕方ない。

　前に、俺も言ったはずだ。『田舎だから環境が綺き麗れい』というのは間違いだと。

　特に水質についてはそうだ。都会なら当たり前にある『下水道』や『下水処理場』が田舎にはない。そのため各家庭や施設から出た汚水は近くの川に流すことになる。

　もちろん各家庭や施設には浄じよう化か槽そうがあるし、トイレから出たものについてはバキュームカーで回収もするので、そのままダイレクトに川に排出しているわけではなかったが──かと言って排水口から出る水は当然清潔なものではないし、排水の流れ込むこの川がドブ川であるのは間違いない。

　ここでシズカは、フリップを一枚めくる。

「フフ……この汚水の栄養分をもとに微生物が増え、それを食べる貝も増えていくというわけです。──そして貝が増えると……」

「ホタールも増える……？」

「フフ、クラウゼラさん正解です……。つまりホタルという生き物は、汚水が流れこむ汚い川にしか棲めない生き物であるのです」

「そんなバカな！」

　ふうん。意外な豆知識だ。

　俺もクラウと同様、ホタルは水の綺麗な清せい流りゆうに棲むのだと思っていた。──しかし実際には逆であるらしい。

「シズカ殿、さては私をたばかる気か……!?」

「フフ、まさか……。なぜ私が初対面の貴方あなたを騙だますと？」

「しかし、おかしいではありませんか！　それが本当ならば、なぜホタールが美しい自然と綺麗な水の象徴になっているのです!?　それに地球チーキユのニホンでは珍しい生き物なのでしょう？　汚い水ほど棲みやすいのなら珍しくなるはずがありません！」

「フフ、いい質問ですね……。それについては、もう少し説明を要するでしょう。武蔵むさし坊ぼう、さらに次のフリップを」

「ウガー」

　想定内の質問というわけか。ちゃんとフリップが用意されている。

「フフ……ドブの貝を食べる生物は、ホタルだけではないのです。たとえばヒルです。ヒルは生命力や繁殖力が強くて、貝を全部食べてしまいます。──ヒルはうんと濁った水に棲すむ生き物なのですが、ヒルの棲んでいるところではホタルは生きていけません」

　食べ物をヒルに取られてしまうから、ということか。

「フフ、だからホタルは濁っていない水に棲むわけです。『ホタルが綺き麗れいな水が好き』だからではなく『濁った水の中にはホタルより強い生物がいるから』という理由で。……というわけでホタルというのは『汚水がたくさん流れ込んでいるドブ川の、あまり濁っていないあたり』に棲むという、たいへんピーキーな生物なのです。『ちゃんと掃除されたドブ川に棲む』という言い方をしても構いません。その意味では『綺麗にされた環境の象徴』と言っていいでしょう」

　なるほどな。

　シズカの話を聞いて、ホタルに対する印象がだいぶ変わった。

　わざわざ綺麗な環境の象徴となるために進化する生物なんているはずもない。命というのは全すべて、自分のためだけに生きているのだ。

　人類誕生以前は、ドブに棲む貝もホタルも、もっとマイナーな生き物だったのだろう。だが人類が川に排水を流すようになって貝が増え、それを食べる生き物も増えた。濁ってないところではホタルも増えた。

　つまり、人類は決して自然の敵というわけではない。人類のおかげで繁栄できる生物もいるのだ。──シズカはフリップを使って、俺たちにそう付け加えた。

　いい話な気もするが、クラウは釈然としない顔のままだ。

「ですがシズカ殿……それならば、この川には最初からホタールが棲んでいて然しかるべきでは？　条件通りの『ちゃんと掃除されたドブ川』に見えます」

「フフ……いいえ、生物というものは『条件さえ合えば発生する』というものではありません。そこが大自然の難しいところ。どれほど条件が合おうと、いないものはいないのです。そういうこともあります。──記録を調べてみましたが、この町の川でホタルが目撃された例はありませんでした。なので『環境が悪化して全滅した』というわけではなく、もともと棲んでいなかったのでしょうね」

「そうですか……」

　完全に言い負かされた形となり、クラウはますます釈然としない顔となる。

　どうやらこのシズカ、思ったよりもちゃんとした昆虫学者であったらしい。自称のくせに。名前も偽名で、性別さえもウソのくせに。

「フフ、川の水質とホタルは関係ないので、環境対策なら無理をしてホタルを育てる必要などないのですが……しかし観光資源としての面もありますからね。依頼さえあれば、私はどこの町でもホタルを育てます。この町の場合、いろいろ調べたところ一番向いているのは光が地味なヘイケボタルやヒメボタルになるのでしょう。しかし──」

　しかし、と一拍、もったいぶった間を置いてからシズカは言った。

「フフ！　ここは、ゲンジボタル一択で！　なぜって、ビカビカ光って派手ですし、それよりなにより源氏ですから！　たしかにゲンジボタルは他の品種より大型な分、世話も面倒ですし環境に与える影響も大きいですが──でも源氏ですので！」

　さっきシズカのことを『思ったよりもちゃんとした昆虫学者』と評したが、あれは撤回する。全然ちゃんとしていなかった。

　というかこの人、あんまり正体隠す気ないな？

「フフ、日本のホタルというものはゲンジボタルとヘイケボタルの二種が二大メジャー種であるのです。これは前提なので知っておくように。しかし源氏という上位種が存在するのに、わざわざ平へい家けなんて育てる必要はありません。世の中、なんでも源氏が最高なのです。──といいますか、ホタルは源氏勝利の象徴！　デカくて派手に輝くのが源氏で、小さくてパッとしないのが平家という、壇だんノの浦うら的史観によるネーミングです！　このゲンジボタルを平家の落ち武者村であるところの平へい家け町ちようで繁殖させることは、源氏的にはまさしく最高の悦楽なわけですよ。源氏バンザイ！　源氏サイコー!!」

　ああ、うん。言いたいことはだいたい分かった。

　どうしてホタルで弁べん慶けいとこの人が出てくるのか分からなかったが、このネタが言いたかったんだな。ゲンジボタルとヘイケボタルって。いろいろと納得だ。

　──だが、シズカ（偽名）は調子に乗って余計なことを言い過ぎたらしい。

「環境に与える影響ですと!?　シズカ殿、どういうことです！」

　その部分に、さすがにクラウが喰くいついた。

　さすがに『大自然に選ばれた聖戦士（自称）』の前で『環境に与える影響も大きいですが、でも源氏ですので』などと言えば、こうなるに決まっている。

「フフ、どういうこともなにも言葉通りの意味です。ゲンジボタルは大型ですので、その分たくさん餌を食べます。大食いの生き物が川の外から入ってくれば、もともとの生態系が崩れる危険があるのは当然でしょう。──と言いますか、源氏だろうと平家だろうと、その場所に本来いない生き物を棲すまわせれば当然環境に悪影響は出ます。ただそれだけのことに過ぎません」

「ただそれだけ、ですと……？」

「フフ……ええ、その通り。だいたい、こんな小川の一つや二つ、どうってことないではありませんか。ゲンジボタルが繁殖すれば、この町は観光で大おお儲もうけできるかもしれないのですよ？　平家のホタルは地味なので観光資源としてはイマイチです。この町の人々は源氏の名を持つホタルが棲むことに感謝すべきなのです」

「クッ……!!　なんという！」

　シズカの言動は、露ろ骨こつなまでに悪役のものだった。もしかすると偽悪的なジョークとして、わざと大おお袈げ裟さに悪役ぶっていたのかもしれない。

　しかし相手が悪い。

　よその町から来たシズカたちは知るまい。この〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟こと女騎士クラウゼラはだれよりも強く、そしてだれよりも悪を憎む女なのだ！

「──封印よ、退けブローサム！」

　クラウは抜いた。

《魔法地平シーズベツド》が誇る銘剣〝灼光の星百合リル・ゼ・アウラトウムス〟を。

　その輝く刀身で、シズカへと斬きりつける。

「この悪党め！　我が戦剣ローゼウムの錆さびとなれ！」

　もとより命を奪う気などない。

　怪け我がをしない程度に痛めつける──そんな手加減をしての一撃だった。

　とはいえ、魔法で鍛えられし戦剣ローゼウムの一いつ閃せんだ。地球上のいかなる武器や防具でも防ぐことなどできはしない。斬きられた者は全すべて地に伏す。──そのはずだった。

　しかし、実際はそうならなかった。

「フフ……乱暴なバイトさんですね？　ですが、剣の腕はなかなかです」

　和服の昆虫学者に、クラウの剣は届かなかった。

「ウガーッ！」

　クラウの戦剣ローゼウムはシズカに届くはるか手前で、武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けいの薙刀なぎなたによって受け止められていたのだ。

　鋼鉄をも切り裂く魔法の刃やいばが。

「そんな、バカな……!?　鉄製の刃で戦剣ローゼウムを受け止めるとは……」

「フフ、武術を極めれば武器の質など関係なくなります。この武蔵坊、頭は悪いが腕は達人。貴方あなたの剣を防いで、なんの不思議がありましょう？　……あと、貴方の首く級び、実戦なら私が貰もらっていました」

　シズカの太刀は、いつの間にか抜かれていた。

　一切の予備動作もなく、クラウにすら気づかれず、知らぬ間に抜刀され──その刃は、クラウの白い首筋に当てられていた。

　なんという早はや業わざ。なんという剣技。

　剣術では、クラウも超一級の腕前であるというのに。

「この私──〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟の首に、剣を当てた……？」

「フフ、隙すきだらけでしたよ。異世界から来たと伺いましたが、馴なれ合あいの戦いくさが続いた甘い世界であったのでしょうね。この程度では、源平合戦の時代では通用しません」

「なんだと！」

　クラウは語気を荒らげるが、しかし剣は受け止められたままで、喉元には剣を突きつけられている。一歩たりとも動けない。

　クラウはただ、悔しげに歯は嚙がみするのみだった。

「クッ……殺せ！　とどめを刺すがいい！」

　しかし、シズカはそれを拒んだ。

「フフ……いいえ、そんな物ぶつ騒そうなことはしません。私たちは役場に雇われた昆虫学者（自称）。犯罪に手を染めたりはしませんよ。──それでは、そろそろ日が暮れるので我らは帰るといたします」

「クッ……!!」

　シズカの真っ赤な唇くちびるは、両端を吊つり上あげ笑っていた。
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　シズカと弁べん慶けいは、そのまま山の方へと去っていく。

　一方、俺とクラウとポー姫は、役場へと一いつ旦たん戻ることにした。仕事が終わったら業務終了の報告をするという手て筈はずになっている。

「クッ……このような生いき恥はじを……」

　帰路の間、ずっとクラウは悔しげな顔のまま。

　この女騎士は俺たちの世界に来てから、何度も戦いを繰り返してきた。宇宙人の戦車に族長級オーク、スペース女騎士に、二刀流のスペース騎士。いずれも勝利を重ねてきた。

　しかし、今回は違う。

　相手が二人であったとはいえ、クラウは剣技で敗北したのだ。

　彼女の口惜しさは筆舌に尽くしがたいものであったろう。

「妾わらわは思うのじゃが──」

　ん？　どうしたポー姫？

「最近クラウゼラは気軽に戦剣ローゼウムを使いすぎなのじゃ。妾の許可なしで抜いてよいことなってから、なにかあるたびホイホイ鞘さやから抜いておる。必殺技を気軽に使うのは、アニメなどでは負けフラグじゃ」

「アニメと現実を一緒にするな」

　──と俺はポー姫を叱しかったが、よく考えてみると『女騎士が源氏の武者と戦う』などという状況、現実よりはアニメに近い。

　それに、姫の話にも一理あるような気がしなくもない。たしかに最近クラウは気軽に戦剣ローゼウムを抜きすぎだ。

　そのせいで緊張感が薄れ、今回の敗北に繫つながった……そう考えるのは少々、穿うがちすぎであったろうか？

　そのうちに、俺たちは役場に到着した。

　Ｒ－山やま本もと主任（二九歳、独身）が、コピー用紙を片づけながら出迎えた。

「ピポポ……おかえりなさい、クラウゼラさん。抗議運動の人たちは来ましたか？」

「いいえ、川の方には……」

「そうですか。こっちもです。ポポポピピー」

　水神ミナカミさんがお見合いの件で元気ないからな。それで抗議運動どころじゃないんだろう。彼女が来ないのなら、残りの水属性町民たちも戦力不足で来られないだろうし。

「それよりも主任殿、大変なのです！　あの昆虫学者たちは、とんでもない連中でした！　環境に悪影響を与えるゲンジボタルをこの地で育てようとしているのです！」

　クラウはつい先ほど知ったばかりの陰謀を、主任に対して訴える。

　だが、それを聞いた主任側の反応は、予想外のものだった。

「ええ、知っています。ピポポガピー」

「は……？　知っているとは？」

「前に本人から聞いていますから。町役場としても、ゲンジボタルの方が観光資源として優れていますので助かります。ポポポ」

「そ……そんな！　環境に悪いと知りながら、ゲンジボタルを!?」

「ええ。ピピピポ」

「そんなバカな!?　私は自然を守るために、この仕事に志願したというのに……。ならば、このような仕事は今すぐにでも辞めさせていただく！　大自然の聖戦士たるこの私が、環境破壊に加担するわけにはいかない！」

　クラウは女騎士ならではの鋭するどい眼光で主任を睨にらみつけるが──しかし、それより眩まぶしくビカーと光る瞳ひとみで、彼女は逆に睨み返した。

「ピピピ、なんですって……？　自分から志願しておいて、しかも職場にこんな迷惑をかけておきながら、バイトを初日で辞めバツクレるですって!?　ガガーッピピピピーッ！」

　Ｒ－山やま本もと主任（二九歳、独身）は目を真っ赤に光らせつつ、ガガーッという異音を放つ。しかも肩や二の腕や体のあちこちがパカッと開き、ミサイルや光線砲が突き出てきた。

　これは怒りの感情表現なのだろう。この主任とはまだ知り合って日も浅いが、それでも今、ものすごく怒っていることだけは一発で理解することができた。

「ガガーガガガッ……我々公務員は意外と仕事が忙しくサービス残業の毎日で、このような田舎町だとむしろどんな会社よりも労働時間が長いくらいなのに世間からヒマ扱いされています。そんな私たちの仕事をさらに忙しくしておきながら、貴方あなたはバックレるというのですか！　そもそも私たちが望んでこんなことしてると思っていたのですか!?　本当はゲンジだろうとヘイケだろうとホタルなんか興味ないのです！　私たちは仕事を増やしたくなかったのに！」

　急にお役所らしいことを言い出したな。さすがは地方公務員。

「それなのに町役場でホタル育成事業なんて始める羽は目めになったのは、役場の偉い人や町会議員から『やれ』って言われたからなのです！　議会で何人かの議員さんが『やろう』って気まぐれで言い出したから！　そのせいで私たちが余計な仕事を増やされて大変なのです、ガガガガーッ！」

　ああ、なるほどな。

　今の台詞せりふでだいたい事情は理解した。それでわざわざ昆虫学者を雇ってまでホタルが棲すめるようにしようとしていたのか。役場にもいろいろあるらしい。

「しかも失敗したら私が上司から叱しかられたり、ボーナスの査定に影響したりするのですよ！　ただでさえ、べつの地方自治体と市町村合併しようという話が出ていて役場内が派閥争いでピリピリしているというのに！　私に余計なストレスをかけないでください！　ポピーッ！」

　いや、いろいろあるのは分かったから、そこまで赤裸々に事情は言わなくていい。学生バイトに言う話じゃない。

　なんにしても、主任の発言はあまりに役人らしいものだった。だが実際、公務員の考えることなんてこんなものであるのだろう。祖ば母あちゃんの知り合いのもと公務員のラノベ作家も、現役時代はこんな感じであったそうだ。その意味ではこの主任の発言は、ひどく嫌なリアリティがある。

　主任は目を真っ赤に発光させたまま、体のあちこちからブシューと蒸気を吹き出していた。これも怒りの表現だろう。

　純粋な戦闘能力だけで語るなら、主任よりもクラウの方がずっと上だったに違いない。──でありながら、この凄すさまじいまでの気迫と殺気！

「も……申し訳ございません、主任殿！」

　勢いに圧おされ、クラウはつい謝ってしまう。精神的に敗北したと言ってもいい。

　仕方あるまい。主任、怖かったからな。公務員もいろいろ大変だ。

「ガガ……クラウゼラさん、分かってくれればいいのですよ。それでは明日からもちゃんと働いてもらいます」

「は……」

　クラウ、今日はずっと負けっぱなしだ。

　ともあれ、こうして大自然に選ばれし聖戦士クラウは、明日も昆虫学者（自称）の源みなもとシズカ（偽名）のもとで働き続けることになった。

　自然のためにならない事業のために。

「まさか、このような生いき恥はじを……。クッ、殺せ！」

　はいはい、いつもの。

　本日二度目のクッコロだ。
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　時間は、少々遡さかのぼる。

　三〇分前、学校の空き教室──。

「──じゃあ、とりあえずジャンケンで勝ったボクが、水神ミナカミさんの彼氏役ということで」

「──小学生は引っ込んでろ！」

「──そうだそうだ！　ちんちんの本来の使い方が分かってから出直してこい！」

「──ビームなら、もう出せますが……」

「──いいや、それはちんちん本来の使い方ではない……って、なんだコイツ!?　やたらとデカいぞ！」

「──こ……こんな危険な男、水神ミナカミさんに近づけるわけにはいかん！」

「──ねえ、もういっぺんジャンケンで勝負しようよ」

　ずっと口論を続ける小・中・高の男子たちを横目で見ながら、『水神ミナカミさんのお見合いを阻止する男子女子同盟』の女子代表である宮みや籐とうみやは、

「フー、やれやれ」

　と溜ため息いきをついた。それは男子全すべてに対する失望の溜め息だ。

「はーい、女子こっちに集合ー。男子どもがとてもとてもバカなので、女子は女子だけで集まって話し合いを続けまーす。──そろそろ下校時間だし、とりあえず場所を移りましょうか」

　女子たちは『はーい』と返事をし、みやを先頭にぞろぞろと教室を出ていった。

「──まったく男子ったら、ふざけてばっかり！　水神ミナカミさんのこと、可哀かわい想そうって思わないのかしら」

「──あんな連中ほっといて、私たちだけで対策を立てましょう」

「──でも私、ちょっとお見合いって憧あこがれるかも……。王子様みたいな人と巡り合えるんじゃないかって気もするし」

「──王子様ですって!?　あんた、どんだけ都合のいい夢見てんの？　これは女性の自立の問題なんだってば。そもそも水神ミナカミ先輩のお見合い相手はオークなのよ」

　ワイワイと話をしながら、やがて少女たちは校門を出て、学校の前の道を連れ立って歩いていく。

　と、そんなとき──。




　──キキーッ




　少女たちの目の前で、一台の車がブレーキをかけた。

　それは、真っ赤なスポーツカー。

　女子というものは概して自動車の種類には詳しくないもので、それは宮籐みやを始めとする平へい家け町ちようの少女たちも同様だ。だが、それでもこの車が左ハンドルの外車であり、しかも高級車であることくらいは理解ができた。ポルシェだかベンツだかそのあたりに違いあるまい、と。

「ちょっと、あぶないじゃないの！　こんな近くで急ブレーキかけて！」

　みやは反射的に声を荒らげてしまったが、怒鳴ってからすぐに後悔する。

　平へい家け町ちようのような田舎で、こんな車に乗っているのは成金のおじさんに違いない。お金を持っている男──それもスポーツカーに乗るような自己愛の強いタイプは、正しいことでも注意されるとひどく怒り出すものだ。特に相手が若い女子ならおさらだろう。今にも車のドアを開けて、頭に血を滾たぎらせた中年男性が飛び出してくるかもしれない。──彼み女やの後悔は、そういった種類のものだった。

（もし喧けん嘩かになっても負けはしないだろうけど……。でも、だれかの家の商売相手とかだと面倒ね）

　いざとなったら家に居い候そうろうしている銀河帝国ハーストウールの科学で記憶を消して、隣町の山奥にでも放置してしまおうか。みやは、そんな物ぶつ騒そうなことまで考えていたのだが……、

「おっと……。すまないね子猫ちゃんたち。脅かすつもりはなかったんだ」

「『子猫ちゃんたち』!?」

　車から降りてきたドライバーは、想像とは全く異なるタイプだった。

「でも、それほど急ブレーキだったわけじゃないんだよ。ただ、ちょっと大きな音が出てしまっただけでね。この車──ボクの相棒はじゃじゃ馬で、馬力パワーが普通より凄すごいのさ」

　いちいち気き障ざな言い回し。

　だが、この男には似合っていた。すらりとした体型で顎あごは細く、ややカールした髪は金色に輝く。垂たれ気味の目は二重でぱっちり大きく開かれ、睫まつ毛げは長くてばさばさと濃い。着ているスーツはイタリア製。

　喩たとえるならば王子様。気取った物言いや大おお袈げ裟さなジェスチャーもそれっぽかった。

　さらには、緑色の肌。きらりと光る白い牙きば。

　身長は二メートル以上あり、手には宝石つきの棍こん棒ぼうが握られている。

「貴方あなたは、いったい……？」

「僕かい？　僕の名はジョー・アップグレード、一七歳。《魔法地平シーズベツド》は〝暗き森クエルクス〟のオークにして、ダイナマイトジョニー氏族が族長ダイナマイトジョニーの長子さ。──実は、人を探していてね。キミたち、水神ミナカミハイドォラさんって子を知らないかい？」

「ジョニーの子で、ハイドォラを探してる……？　じゃあ、貴方がもしかして──」

　宮みや籐とうみやたち女子一同は、すぐに察した。

　この王子様が、水神ミナカミハイドォラのお見合い相手だ。
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　余談ではあるが、この町に住む平へい家けの落ち武者、平たいらの景かげ清きよさんはここ何日か、ずっと家を留守にしていた。なんでも東とう京きようの方で平家一門の寄り合いがあるのだとか。

　あの人が町にいれば、源氏なんかに好き放題させないだろうに。なんともタイミングの悪い話だ。

（いや──もしかして、わざとこのタイミングでシズカたちは来たのか？　景清さんの留守を狙ねらって？）

　だとすれば、裏でなにか大きな陰謀が動いているのかもしれない。俺はなんとなくだがそう感じた……。







　一〇分後。もう時間は五時半過ぎ。

　夕暮れの空に、月がフライングで白く浮かぶ。

　そんな空の下、重い足取りでクラウは家路についていた。

「なんということだ……。まさか、この私が環境破壊に手を貸すことになろうとは……」

「なあ、クラウ……まあアレだ、その──とりあえず元気出せよ」

　俺は必死に彼女をなだめる。

　本当ならもっと気の利いたことを言うべきなんだろうが、しかし、こんな状況でかける言葉は見つからない。どんな励ましも上滑りするに決まっていた。

「リンイチローよ、慰めはよしてくれ……。つまり役場よりも、キザクラや水神ミナカミハイドォラの方が正しかったのだな。水と共に暮らすあやつらは、ホタールがよくないものだと最初から知っていたのだ……」

「クラウ……」

　ちなみにポー姫は相変わらず『歩くのが面倒くさい』と、クラウにおんぶされていた。暢気のんきにスヤスヤと寝息を立てている。

　俺たち三人がそんな調子で歩いていると──、

「おや？　あれって宮ミ籐ヤたちじゃないか？」

　前方に、学校の女子たちの姿が見えた。

　二〇人近くが道端の空き地に集まって、わいわいと騒々しく話をしている。あまり行儀のいい姿ではない。

　いつもなら、宮ミ籐ヤが真っ先に注意しそうなものなのに。

「おい、宮ミ籐ヤ──」

「あら麟一郎リン、ちょうどよかった。男子たちに伝えてちょうだい。──わたしたち女子一同は、全員一致でお見合いを応援することにしたの」

「なんだと!?」

　お見合い反対でなく、応援だって？

「なんで急にそんなことを？　水神ミナカミさんが結婚してもいいって言うのか！」

「だから、そう言ってんの！　実はさっき、お見合い相手と偶然会ってね」

「ジョニーの子供にか？」

「そうよ、危うく麟一郎リンたちに騙だまされるところだったわ。『ジョニーの子供』なんて偏った情報を植えつけるから。お見合い相手、すっごいイケメンじゃないの！」

　いや、騙してねえよ。

　というか、イケメンだと!?

「ジョニーの子供が？　オークなのに？」

「そうよ！　オークなのに！　王子様というか宝塚の男役というか、そういう感じの人だったのよ！　しかも外車のスポーツカー乗ってたわ。お金持ちってことなんでしょう？」

　まあ、金持ちなんだろうな。コンサルタント会社の社長で、親はショッピングモールの社長だ。父親のダイナマイトジョニーも高級外車に乗っていたし、スポーツカーに乗っていても不思議ではない。

　不思議なのはイケメンの方だ。

　どういうことだ？　オークなのにイケメンとは？

　しかしイケメンって言葉、まだ世間でも普通に使ってるのか？　それとも平へい家け町ちようが田舎だから使っているだけか？　俺が東とう京きようにいたころから『消えそうで消えない言葉』ではあったが……。──いけない、狼ろう狽ばいして関係ないことを考えていた。

「し……しかしだな宮ミ籐ヤ、ジョニーの子供がイケメンなのと水神ミナカミさんと、どう関係あるっていうんだよ？」

「はあ？　そんなことも分からないの？　顔がよくて背が高くてお金持ちなのよ？　しかもコンサルタントなんていう横文字職業で、外資系の会社なわけでしょ？」

《魔法地平シーズベツド》の〝暗き森クエルクス〟を『外資』と言い張るならそうなるだろう。

「その上、家系的にも王子様なわけじゃない」












　ああ。族長級オークを王様と呼ぶのならな。

「そんな好条件のお見合い相手、そうそういるとは思えないわ。結婚するのがハイドォラの幸せというものよ。わたしは友達としてこのお見合いを支持するわ」

「待て。落ち着け。そんなのお前が決めることじゃない」

　ちょっと目を離した隙すきに、意見が一八〇度変わったな？

「もっと本人の意思を尊そん重ちようしたらどうだ？」

「なに言ってんのよ。本人だって、あの人を見たら結婚したくなるに決まってるじゃない。──とは言っても、お見合い当日まで顔を合わせることはないのでしょうね。オークのジョー・アップグレードさんは『お見合い相手がどんなところに住んでいるのか見てみたい』と言っていたけれど、オークの掟おきてで相手と直接会うことはできないんですって。本人がそう言っていたわ。美男美女カップルになるから、顔を合わせれば一発で話は決まるのにね」

　オークはいろんな掟があるな？

「ハイドォラに彼氏や好きな男子がいるなら問題だけど、あの子は前から『好きな男子なんかいない』って言ってたわ。それならお見合いくらいしたって問題ないでしょ？」

「そりゃ、そうなのかもしれないが……」

　この宮ミ籐ヤといい水神ミナカミさんといい、この町は『好きな男子はいない』って女子ばかりだな。

「だから、男子たちは邪魔するのよしなさい。本当にハイドォラの幸せを願うならね」

　水神ミナカミさんの幸せだと……？






第四章







ポー姫「さあ、全国のロリコンの人たちはお待ちかね！　この章では、あの大人気ヒロインの幼女時代が登場するのじゃ！」

水神ミナカミさん「キシャー、シュルルル」

ポー姫「俗にいう『ロリ触しよく手しゆ』というやつじゃな」
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　山に囲まれた平へい家け町ちようは、余よ所そより日の暮れる時間が早い。

　この季節でも六時近くともなれば、空は黒ずんだ紫色に変わる。

「──と言うわけで、お見合い相手はとてもイケメンですのでご安心を。みんな『あの人相手なら絶対結婚するべき』とおっしゃっていました」

　ここは〝旅館みなかみ（各種宴会承ります）〟の二階。

　高一の海底人萬田マンダヒサコの報告を受けて、水神ミナカミハイドォラは、

「キシャー……」

　と深い溜ため息いきをつく。

　窓から外を眺めれば、夕暮れの空に真っ白い月が浮かんでいた。

　今日は満月。あの日と同じだ。

　あの一〇年前の夕暮れと。







「──やあい、ばけもの！　このばけもの！」

　今でこそマドンナ扱いの彼女だったが、幼い頃はそうでなかった。

　小一のころまで、彼女は近所の子供たちからこう呼ばれていた。──『ばけもの』と。

　あるいは『あの気持ち悪いやつ』『にょろにょろしたあれ』。

　一番長い腕をぴんと伸ばしても一メートルに達しなかった子供時代、ハイドォラは周囲の子たちからいじめられていた。もちろん彼女を守護女神と崇あがめるアトランティスの海底人たちは別であるが、しかし歳としの近い子供たちは彼女の姿を見るたびに悪口を言い、ときには石を投げつけた。

　小学校に通うようになると上履きや教科書はしょっちゅう隠され、当時赤字続きだった旅館の皆に買ってもらった新品のランドセルは入学式の翌日にはカッターで傷だらけにされていた。

　そんな小一の夏休みのある日──。

「やめな」

　初めて、同い年の子供にかばってもらった。

　祖母の家に遊びに来ていたという、言葉に訛なまりのない男の子に。

「──なんだお前？　ばけものの味方するのか？」

「──そうだそうだ、ばけものはいじめていいって知らないのか？」

「──こいつがばけものだって見て分からないのかよ」

　そう言った地元の子たちに、都会から来た少年は、

「ああ、分からないな。俺にはみんな同じに見える。お前らなんて、もっと汚いばけものじゃないか」

　そう言って、ハイドォラの一番長い触手てを取って、そのまま家まで送ってくれた。

　皆から『ぬるぬるで気持ち悪い』と言われていた触手てを。

　夕暮れの空には真っ白い満月が光っていた。







　その後、彼が都会に帰るまで三日ほど、ハイドォラは毎日少年と会った。別れたあとは泣き続けたが、夏休み明けに学校に行くと彼女は『東とう京きよう者に好かれていた』という理由で学校の女子から一目置かれるようになっており、自然と男子たちの評価も変わっていった。少年は彼女の恩人だ。

　その後、いじめっ子のボスが川で溺おぼれているのを助けたり、産廃を不法投棄する悪人を懲らしめたりといった出来事でさらに彼女の評価は変わっていき──さらには小学校高学年にもなると彼女の触しよく手しゆは艶つややかにぬめるようになり、肌も鮮やかな色になる。皆から『綺き麗れいだ』『美少女だ』と褒ほめられるようになった。

　中学に上がるころには、彼女は少年たちのマドンナとして揺るぎない地位を築いていたが、しかし自分が変われたきっかけは、あの都会から来た男の子だ。──ハイドォラはそう考え、感謝の気持ちを忘れたことなど一瞬すらない。

　二年前に少年がこの町に引っ越してきたとき、彼は憶おぼえていなかったが……。

「ハイドォラ様、聞いてます？　そのオークさん、本当に素敵な方だったのですよ？」

「キシャー、シュルルル……」

　どれほどの男だろうと、あの少年には敵かなうまい。

　あの夏の日の瀬せ田た麟りん一いち郎ろうには。──ハイドォラにとって、それは疑う余地もないことだ。
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　翌朝──。

「ちょいとクラウ、しっかりおし。ほら、サービスだよ。チケットなしでこの箸はし舐なめていいから元気をお出し」

「は……。祖母殿、お心遣い感謝いたします……」

　クラウは昨夜から元気がなかった。

　昨日、あんなことがあったのだから当然ではあるのだろう。皆で朝食を摂とっている間も、彼女は陰いん鬱うつな顔をしたまま上の空。焼き魚に箸はしを一度もつけぬまま、ただあらぬ方向を見つめてボーッとしていた。

　そんな有り様では、ケチで有名な祖ば母あちゃんが思わずサービスをしてしまうのも無理はない。というか祖母ちゃん、少しは人間らしい心が残ってたんだな。

　ただ、『俺の箸を舐なめてもいい』ってサービスはどうかと思うがな！

　それとババア、食べてる途中で俺の箸を持っていくんじゃない。俺が食べられなくなるじゃないか。

　──一方、クラウは俺の箸を受け取ると、上の空であらぬ方向に目を向けたまま、箸をチュパチュパしゃぶっていた。完全に無意識だ。

「ふむ……。我が騎士ローズバドめ、ずいぶんと心を病んでおるようじゃのう？」

　ああ、そうだなポー姫。だいぶひどい。

「クラウゼラよ、そこまで気に病むことはないのじゃ。テレホーダイの時間にインターネットで、ホタールのことを調べてみたのじゃが──ゲンジボタールとやらが他の種と比べて極端に環境に悪いということはなさそうじゃぞ。差があるとしても、ほんの誤差の範囲じゃろう」

　珍しいな、姫がクラウのためになにかをしてやるだなんて。意外といいところがあるじゃないか。

「ま、海外の面白動画を見るついでで調べてやったのじゃがな」

　余計なことは言わなくていい。せっかく感心してやったのに。

　だが、いずれにせよクラウの顔は晴れないままだ。

「しかし、姫殿下……ホタールが環境によくないという事実は変わらないのでしょう？」

「うむ、そうじゃのう……。そのへんもいろいろ説があるようじゃ。ウィキペディアによれば、あやつら夜中にタバコ吸うらしいので副流煙による健康被害を気にする者も多いようじゃし──」

　ん？　それ、違わないか？　さては、途中でヘンなところクリックして『ホタル族』のウィキに飛んでるだろ？　奥さんから室内禁煙って言われてベランダでタバコ吸ってる人たちの項目に。

「しかし妾わらわとしては、昨今の喫煙を目の敵かたきにする風潮もどうかと思うし、気にすることないと思うのじゃ。──そもそも環境が破壊されるといっても大したことはなかろう？　だって川に新たな生物が一種類増えるだけなのじゃぞ」

「姫殿下！『だけ』とは聞き捨てなりませんぞ！」

「そうは言うが、それを言うなら我らとて異世界から来た余よ所そ者ものじゃ。外来種ガイライシユというのじゃろ？　しかし我らは町の環境を破壊するどころか、その美少女ぶりから人々の心の癒いやしとして、なくてはならぬ存在となっておる。特に妾わらわは」

　ポー姫、お前図ずう々ずうしい。

「ホタールもそれと同じではないか？　このヘイケ町の大自然じゃ。我らと同様、余よ所そ者ものも優しく受け止めてくれるに違いあるまい」

「……そういうものでしょうか？」

「うむ、当然じゃ。そうであろう、リンイチローよ？」

　俺は正直言うと『いや、そういうものでもないだろ』と思っていたのだが──しかし、クラウを元気づけたかったため、

「そうだな、心配いらないだろ」

　と返事をした。

　クラウはわずかだがホッとした顔をし、今度はちゃんと意識しながら箸はしをしゃぶる。少しは元気が出たらしい。

　その後、俺たちはいつものように学校行きのバスに揺られる。

　新たな問題が発生しているとは、まだ知らずに……。
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　いつもの学校前のバス停てい留りゆう所じよ。

　バスから降りると、学校に続く坂道のあちこちで女子の話し声が満ちていた。

「──私、昨日からずっと彼のことばかり考えてるの」

「──ジョー・アップグレード様でしょう？　あの人、カッコよかったものねえ」

「──いわゆるイケメン、いいえイケオークというやつね」

「──水神ミナカミさん、羨うらやましいわぁ。あんな人とお見合いなんて」

　どうやら皆、例のジョニーの子供の話をしていたらしい。

　なんというか、よくここまで手のひらを返せるものだな？　昨日の夕方までは『お見合いなんて可哀かわい想そう』『知らない男と結婚させられるかもしれないなんて』『この問題を真面目まじめに考えられないなんて、男子はみんな頭悪い』と、どの女子たちも怒りを露あらわにしていたくせに。

　今では、すっかり逆だった。

「──水神ミナカミさん、ジョー様と結婚してくれないかなあ」

「──えっ、反対じゃないの？　お見合いが失敗して、かわりに自分が結婚するんじゃなくって？」

「──無理無理。あんな素敵な人、美人で有名な水神ミナカミさんでなければ釣り合わないもの」

「──オークは掟おきてで、結婚したら奥さんの住んでる町に住むと決まっているんですって。お見合いがちゃんとまとまってくれれば、ジョー様は平へい家け町ちように住んでくれるんでしょう？」

「──そりゃあ、応援しなくっちゃ！」

「──女子一同の力で、お見合いを成功させてあげないとね！」

　お前ら、本当にそれでいいのか？

　しかも打算的というか自分たちの都合じゃないか。あんまり水神ミナカミさんのことを考えての意見とは思えない。

　ダイナマイトジョニーの子、ジョー・アップグレードか……。そいつ、そこまですごいイケメンなのか？

「くふふっ、リンイチローよ気になっておるようじゃのう？」

　ん？　なんだポー姫？

「女子たちがジョニーの子のイケオークに夢中になって気になっておるじゃろう？『このままでは学校の女子を全部取られてしまって、自分はモテなくなってしまうのではないだろうか』と心配なのじゃろ？　ましてや結婚が決まれば、この町に住みつくことになる。こんな騒ぎがずっと続くことになるのじゃ。気になって仕方あるまい？」

「いいや、そんなこと考えてもいなかった」

　こいつ、突然なに言い出すんだ？

「む？　リンイチローよ、そんなことはあるまい？『このままモテなくなってしまうのではないだろうか!?　俺は今まで、男女比率が三対七という〝男子売り手市場〟のこの学校でずっとモテモテだったのに！　現状のハーレム状態をどうやって守ればいいんだ！』と思っていよう？」

「だから、思ってないって言ってるだろ！　そもそも現段階でモテてもいないし、ハーレム状態にもなってない。しょっちゅう一緒にいるんだから、俺がモテてないことくらい知ってるだろ？」

「くふふっ、本当にそうかのう？　ときどき妾わらわは思うのじゃ。本当は、リンイチローは鈍感なのではなく、わざとそのように振る舞っておるだけではないのかと……」

　お前、なにが言いたいんだよ？

「ま、ともあれじゃ。女子全員がジョー・アップグレードとやらに夢中になっておる現状を、汝なんじはもっと不安に思うべきじゃ。──リンイチローよ、ちょうどそこに宮みや籐とうミヤがおるから、ちょっと挨あい拶さつでもしてくるがよい」

「宮ミ籐ヤに？　そりゃ構わないが……。おーい、宮ミ籐ヤー」

　俺が偶然近くにいた宮ミ籐ヤに声をかけると──、

「あら、麟一郎リン……」

　彼女は急に俺の顔をジロジロと見つめてから、

「……ふぅ」

　と、突然がっかりしたような溜ため息いきをついた。

「？　なんだよ宮ミ籐ヤ、今の溜め息は？」

「ううん、べつに……。ただ、ジョー・アップグレード様に比べて、あんたはイケてないなと思って」

　はい？　なんだよ、それ？

「悪いけど、話はあとでね。今、他の子たちとジョー様がどれだけカッコよかったかで盛り上がってる最中だから」

「お、おう……」

　そう言われてスゴスゴと引き下がる俺を見て、ポー姫はニヤ～ッと嫌な笑いを浮かべていた。

「どうじゃ？　これまで汝なんじにツンツンデレデレしておった宮みや籐とうミヤが、今ではすっかりジョニーの子に夢中じゃろう？」

　いや、あいつはもともと俺には冷たいだろ。ツンツンはしててもデレデレしてない。

「それに、水神ミナカミハイドォラもじゃ。今はお見合いしたくないような態度を取っていても、世論に流されてジョーとやらと結婚してしまうかもしれぬ。

　今までずっとモテモテであった汝じゃが、これからは『身近な女の子を他人に取られる』という経験をすることになるじゃろう。これこそがネトラレ──略してＮＴＲという体験なのじゃ。どうじゃ、不安になってきたじゃろう？」

「いいや、モテてもいないし不安にもなってないね！　というか、お前が強引に不安を煽あおってるだけだろ！」

　と、そんなとき──、

「いいや、僕は不安だぞ！」

　太陽神ケプリ先輩が、突然話に割り込んできた。

「どうしたんです、先輩？」

「麟一郎リンくん、分からないのか？　ポー姫くんの言う通りだ……。女子の方が圧倒的に人数の多いこの学校にいればガツガツしなくてもモテるだろうと心のどこかで思っていた。いや実際、イケメンかつ秀才と名高い僕などは、小学生のころから高三の今までずっとモテ気味だった。──しかし、このままでは他の町から来たイケオークに女子を全部取られてしまう！」

　知らないうちに『イケオーク』という言葉、すごい勢いで定着していくな？

「そうじゃろうそうじゃろう。ちなみに先輩よ、汝そんなにモテておったのか？　何人くらいカノジョおったのじゃ？」

「いいやポー姫くん、僕はあいにく男女交際の経験はない……。しかし、それはモテなかったからではなく、モテモテ仙人の教えに忠実だったからに過ぎん」

「〝モテモテ仙人〟じゃと？　先輩、なにを言っておる？」

　そう、それだ。そのことだ。

　相手が先輩でも、ここは一言言っておかなければ。

「そうですよ先輩！　あれほど教えに忠実だった先輩なのに、もう忘れてしまったのですか！　夏祭りの夜にみんなで聞いた、あのモテモテ仙人のお話を！」

「い……いや、麟一郎リンくん、僕も忘れてはいないのだが……」

「これ、汝なんじら。本来ボケ役の妾わらわを置いてきぼりにして、いきなりボケ側に回るのはやめるのじゃ。前からそう申しているであろうに」

「だから、なにがボケなんだよ？　モテモテ仙人は立派な人だぞ」

　俺は、あの夏の日を思い出す──。







　うるう年の、お盆の夜。

　この町に住む六歳から九歳の少年は、提ちよう灯ちんを片手に山奥にある洞どう窟くつを訪ねることになっていた。その洞窟に住むのは齢よわい一〇〇を越える町の古老──人呼んでモテモテ仙人。長い白しろ髭ひげに曲がった木の杖つえとぼろ布のような服という、いかにも仙人然とした姿の老人だった。

　幼い少年たちは提ちよう灯ちんの灯あかりで仙人を囲み、彼のためになる話に耳を傾ける。それがこの町のならわしだ。──ちなみに俺は祖ば母あちゃんちに遊びに来てた小一のときに同行した。

　仙人は、言っていた。

「よいか、童わらべたちよ。この町は昔から男子より女子の方がうんと人数が多い。それゆえに男子は高確率でモテモテになるじゃろう。

　しかし！　決していい気になってはならん！　そして迂う闊かつにカノジョを作ってはならん！『モテモテ』は仕方ないが、決して『モテ』てはならぬのじゃ！」

「仙人さん、それはどういうことですか？」

　そう訊たずねたのは、たしか幼き日の太陽神ケプリ先輩だったはずだ。

「僕は小二にしてモテモテなのですが、せっかくだからたくさんカノジョを作りたいと思っています！　言いよってくる女子全員とエロス行為とかしたいです！」

　末恐ろしい発言をする八歳児に、仙人は言った。

「ならぬ！　──一つ、昔話をしてやろう。ワシがお前たちくらいの歳としのころだ。美少年だったワシは学校中でモテモテであった。しかしワシはつい、いい気になってしまってのう……。クラスの女子全員をカノジョにして、さらには大きくなったら結婚すると約束してしまったのじゃ」

「結構な話ではございませんか」

「否いな。そのせいで女子たちは大おお喧げん嘩かをし、女特有のドロドロした争いに巻き込まれてしまった結果……最終的にはワシは逆に女子全員に嫌われることになってしまったのじゃ。男子にはすでに嫌われておったから、だれもワシに味方してくれる者はいなくなった。

　しかも、この狭い町じゃ。子供のころの人間関係は大人になっても引ひき摺ずるもの。結局、町の中に住むことはできず、こうして山奥でひっそり暮らしているというわけじゃ。『日本兵だから隠れている』という言い訳をして。──もちろんモテていたのは子供のころだけ！　今までずっと童貞じゃ！」

　当時は『童貞』という言葉を知らなかったが、太陽神ケプリ先輩がガタガタと震えている様子を見て『とても恐ろしいものなんだな』ということだけは理解できた。

「そ……それでは仙人、どうすれば……？」

　そして、仙人は言った。

　子供たちが一生忘れることのないであろう言葉を──。

「決まっておる……『鈍感系主人公キャラ』じゃ！　モテておっても気づかない、ラブコメもののマンガやラノベの主人公のようになるのじゃ！　女どもを傷つけず、ドロドロとした醜みにくい争いに巻き込まれないようにするには他に手はない！　主人公のように生きるのじゃ！　形けい意い拳けん──中国拳法の使い手が虎とらや鶴つるの動きを真ま似ねするように、恋愛をする男子たるもの、マンガやラノベの主人公を真似せよ！」

　この町の子供たちは祭りの晩に、仙人からそう教えられ──そして大人になるまで、その教えを守り続けるのだった。







「──というわけだ。分かったか、ポー姫」

「汝なんじら、本当にバカなんじゃのう？」

　なにがバカだ。仙人のありがたい教えをバカにするな。

「つまりアレであるか。リンイチローが不自然なまでに鈍感キャラであるのは、その仙人の教えに従っておるからなのじゃな？」

「いや、俺の場合は違う。単にモテモテになっていないだけだ」

　町の男子たちの中には、仙人の教えが完全に染みついてしまって『俺は仙人の教えと関係なくモテてないだけだ』と信じ込んでいるやつも多いそうだが──まあ、俺の場合は違うだろう。二年前まで東とう京きようにいたせいで、この町の男女比率の恩おん恵けいを受けられなかったというだけだ。たぶん。

「ええと、なんというか……汝、本当に本当にバカなんじゃのう？」

　姫、なぜ同じことを二回繰り返す？

「リンイチローよ、そんな仙人の話など信じておったら、そのうちひどい目に遭うかもしれぬぞ？　そんなの選択を後回しにしているだけじゃからな」

「？　どういうことだ？」

　ちなみに仙人は『主人公キャラでなくファンクラブキャラでもいいかもしれぬのう。高たか嶺ねの花はなに憧あこがれていると日頃から強調しておれば、恋愛戦線から一歩退いた位置におれる』とも言っていた。

　太陽神ケプリ先輩は、それを今でも実践していたわけだが──。

「なのに、その太陽神ケプリ先輩が恋愛にガツガツするだなんて！　それは争いを招く行為です！」

「い……いいや、止めるな麟一郎リンくん！　それでも僕は、やらねばならないのだ！　水神ミナカミくんのお見合いを全力で妨害する！」

「それ、汝ら昨日も言っておったのじゃ」

「否いな、昨日とは違う。思えば、昨日はただのお遊びだった。相手がイケオークだとは知らなかったから『どうせ水神ミナカミくんは結婚しないだろ』『結局、縁えん談だんは進めまい』と暢気のんきに構えていた。──いや、そもそも、もし失敗して、知らないだれかと結婚しても『所しよ詮せん、僕らにとって水神ミナカミくんは手の届かぬ存在だった』と諦あきらめていたに違いない。

　だが、もう違うのだ！　これは水神ミナカミくんのお見合いというだけの話ではない！　平へい家け町ちように住む男子が、自分たちの町の女子を守ることができるかどうか、そういった戦いなのだ！　なぜなら、お見合いが成功してジョー・アップグレードがこの町に住むことになれば他の女子も全員取られてしまうからな！　だが、決してそうはさせない！」

「先輩……なんという熱く力強い言葉……」

「いやいやいや、そんなにカッコいい台詞せりふとは思わぬのじゃ」

　姫は子供だし女子だから、このカッコよさは分かるまい。

　これは本物の男だけが理解できるロマンだ。

「汝なんじらがジョーに負けぬようカッコよくなればよいだけなのじゃ。なぜ負けるのを前提で話を進める？」

「ポー姫くん、君らしくもない綺き麗れいごとを……。生まれながらのイケメン様に勝てるはずがないじゃないか！」

「消極的な台詞を力強く語るでないのじゃ！」

「とにかくだ。僕ら平家町の男子は水神ミナカミくんをマドンナと崇あがめているが、彼女以外の女子も決して軽んじているわけではない。皆、水神ミナカミくんと結ばれなかったときのための大切な『予備』だ。水神ミナカミくんは競争率が高いので、大抵の者は予備の女子のお世話になることになる。決してイケオークに渡すわけにはいかない！」

「いろいろと最低じゃな……。先輩よ、汝はもっと本音を隠すべきじゃ。あと、汝にカノジョがいなかったのは仙人とは関係ないのではないかのう？」

　相変わらず、姫はよく分からないことばかり言う。







　この日はずっと、こんな調子だった。

　女子たちはずっとイケオークの話ばかりしていたし、男子たちは太陽神ケプリ先輩の言葉に感銘を受け、一緒にお見合いを妨害しようと改めて結束を誓っていた。

　そして、俺も──。

（よその町から来たイケオーク──それは、調和バランスを崩す存在だ。男子が皆、童貞のままモテモテであるという、この町の調和を……）

「リンイチローよ、汝さてはマジメな顔のままバカなことを考えておるのじゃろう？　そろそろ妾わらわにも分かってきたのじゃ」

　俺も、先輩たちと一緒に行くと決めた。

　それが、この町の男子としての責務だ。

　ちなみに、海底人の萬田マンダさんから『お見合いは明日の夕方』と聞かされた。

　当の水神ミナカミさんは『キシャー』と溜ため息いきばかりついていた。
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　さて放課後。

　平へい家け町ちようの子供たちは、

「──お見合い、絶対阻止！　ジョー・アップグレードをこの町に住ませるな！」

「「──おーっ！」」

　と意気込む男子と、

「──男子たちはまだなにか企たくらんでいるみたいだけど、お見合いは絶対成功させましょう！　水神ミナカミさんのために！　そしてジョー様にこの町に住んでもらうために！」

「「──おーっ！」」

　と張り切る女子、二つの勢力に別れていた。

　もちろん、俺は男子側の一員。

　一方、居い候そうろうのクラウとポー姫は女子側に加わっていたが、他の女子たちに比べて高い戦意を持っていたとは言いい難にくい。

「クラウゼラー、ポー姫ー、これから女子側の作戦会議があるからこっちに来てー」

　女子側リーダーである宮ミ籐ヤにそう誘われても、

「すまぬ、宮みや籐とうミヤ……。これから役場のバイトなのだ。終わってから会議には出る」

「妾わらわもクラウゼラのつきそいじゃ」

　と、こんな調子。

　とはいえ、それは俺も同様だ。太陽神ケプリ先輩が主催する男子側の作戦会議には、『クラウのバイトがあるので』と遅れて参加することにしていた。

　他の男子たちから『つきあいの悪いやつだ』と思われたかもしれない。もしかすると『水神ミナカミさんのことはどうでもいいのか？』と非難されるかもしれない。

　もちろん、それは誤解だ。俺は水神ミナカミさんのことはずっと気がかりに思っている。──しかし、それと同じくらいクラウのことも心配なのだ。あいつは昨日から、ずっとホタルのことで悩んでいる。俺にはそんなクラウを放ほうっておくことはできなかった。

　こうしてクラウと俺とポー姫は、三人そろってバイトに向かう。

　今日は、ジャージ姿で川辺に集合というお達しだ。

　昨日の場所──〝旅館みなかみ（各種宴会承ります）〟から一、二分ほど歩いたところへ行くと、例の昆虫学者（自称）の源みなもとシズカ（偽名）と武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けい（たぶん本名）が先に来て待機していた。二人ともツナギの作業服姿だ。いかにも役場で雇われた人間といった恰かつ好こうだったが、どちらもひどく似合っていない。

「フフ……よく来てくれました。今日はたくさん働いてもらいますよ。皆が嫌がる過酷な労働をしてもらいます」

「ウガー」

　シズカはミスマッチな作業服姿で、昨日と同じ妖あやしい笑みを浮かべていた。

「フフ、それではクラウゼラさん……川の掃除をしてもらいましょうか！　それも、このゴム長靴を履いて、川の中に入ってです！」
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　町の南側を流れる小川、南みなみ平へい家け川がわ。

　その中でも浅く、特に流れがゆるやかで、水も透き通っているあたりが、シズカが『ホタルを棲すまわせる予定地』に定めたポイントだ。

　見た目ほど清潔でないのは、昨日説明を受けた通りだったが──。

「フフ、クラウゼラさんはよく働いてくれます……。こんなに熱心にやってくれるとは思いませんでした」

「ウガー」

　クラウは長靴で川に入って、川底のゴミさらいをしていた。

　一見綺き麗れいに見えるこの川も、よく見れば底にゴミが沈んでいる。大物では不法投棄された自転車、小物ではジュースの空き缶やパンのビニール袋。そういったものをクラウは次々とザルを使ってすくっていた。

　ちなみに、シズカと弁べん慶けいも一緒になって作業をしている。こうして作業服姿で川の掃除をしていると、とても悪人には見えない──というか、そもそも源氏の武士には見えない。もちろん、それを言うならクラウも女騎士には見えないのだが。

「フフ……川にゴミがあると、ゲンジボタルに害をなす生物が発生する原因になります。また観光資源として利用するためにも、このように掃除をしておく必要があるのです。クラウゼラさん、お疲れ様です」

　相手がシズカとはいえ、クラウは褒ほめられてまんざらでもないようだった。

「いいえ、シズカ殿……。このような仕事ならば、どれほど重労働だろうと大歓迎です。私の力で川が美しくなっていく──これこそ我が真の願いであったのです」

「フフ、そうでしたか」

「とはいえ、環境に害を及ぼすホタールのために掃除しているのかと思うと、この胸は痛みますが──」

　──とクラウが言いかけた、そのときだ。

　川に足首まで浸つかったジャージ姿の女騎士に、ひゅんっ、となにかが投げつけられた。

　クラウはとっさにゴミさらい用のザルで受け止める。──見れば、それは火が点ついたままのカッパ巻きの吸い殻だ。

「クラウゼラ！　手て前めェ、まだ役場の味方してやがったか！　しかも、そんなインチキ昆虫学者とツルみやがって！」

　吸い殻を投げたのは、河童かつぱのキザクラ。

　しかも、その後ろにはプラカードを持った水属性町民たちが一〇人以上も群れをなしていた。──とはいえ、さすがに水神ミナカミさんの姿はなかったが。

　お見合いを明日に控え、仕度でもしているのだろうか？　それともお見合いが嫌で、家でずっと泣いているのだろうか？　よく見れば、他のアトランティスの海底人たちの姿も見当たらない。

　キザクラは、クラウや昆虫学者（自称）たちに向かって声を荒らげる。

「よく聞け、手て前めェら！　この町の川はアタシらのモンだ！　勝手に妙な生き物連れてきて育てようとするんじゃねえ！　あと、だれかキュウリ持ってねえか!?」

　こいつの言うことは、それなりに道理が通っている。少し前のクラウだったら、今ので説得できただろう。しかし──クラウは反論した。

「黙れ、キザクラ！　お前たちの川だというのなら、なにゆえに吸い殻を投げ込む!?　──今投げられたものだけではない！　川底を掃除したら、いくつもカッパ巻きの吸い殻が出てきたぞ！」

　それに、泉の女神が捨てたらしき鉛の斧おのや、龍りゆうの古着らしき鯉こい時代の脱皮した皮、アトランティス製らしきオリハルコン製の空き缶なども。

「キザクラよ、お前たちは水辺に住む者たちでありながら、さほど川を大事にしていたというわけではなさそうだな？」

「だ……黙れよ、クラウゼラ！　いいだろ、ちょっとくらい散らかしても。アタシらの川だ、アタシらが汚してなにが悪い？　あと、ホントにキュウリ持ってねえのか!?」

「貴様こそ黙るがいい！　私はやっと、自分の真の役割を理解した……。お前たちのような者たちから水環境を守るために、私はこの地球チーキユに召しよう喚かんされたのだ！　──全員まとめてかかってくるがいい！　この私が相手になろう！」

　クラウは鋭するどい眼光で、きっ、とキザクラたち水属性町民一同を見据える。水属性町民たちは女騎士の上げる気炎にひるんでいたが──、

「ええい、ビビってんじゃねえ！　よく見ろ、クラウゼラは掃除中だから剣を持ってねえだろ！」

　そう。クラウの戦剣ローゼウムは『汚れると困るから』と川の外にいる俺が預かっていたのだ。

　しかも、それだけでなく横にいるシズカと弁べん慶けいの分も。

　一方、水属性町民たちは人数およそ一五人。皆、角材やら鉄パイプやらで武装している。

　今襲われれば、クラウたちは不利な戦いを強いられるだろう……。

「今なら負ける理由はねえ！　それと、だれかキュウリよこせ！」

　というキザクラの声を合図に、一斉に川の中にいるクラウへと襲いかかる！

　こうしてクラウＶＳ水属性町民の戦い、第二ラウンドが始まったのだ。







　──五秒後。

「コンチクショー、憶おぼえてやがれ！　みんな、帰ってキュウリ食うぞ！」

　キザクラたちはクラウ一人にまとめてのされ、ほうほうのていで逃げていく。

　やはりクラウは素手でも強い。

　やがてクラウは戦いの昂たかぶりを鎮めるためか、フゥと大きく息をつくと──近くでゴミ掃除を続けるシズカと弁べん慶けいに、真剣な面持ちでこう語った。

「シズカ殿、私は決めました」

「フフ……クラウゼラさん、なにをです？」

「ホタールはたしかに環境に悪影響を与えるかもしれない。しかし、美しい水環境の象徴と信じられているホタールを育てることは、結果として自然のためになるのです。先ほどのキザクラのような不届き者を『川を綺き麗れいにし、自然を大切にしよう』と啓けい蒙もうする……その役に立つはずです。そのために、このクラウゼラ・ルー・コトヴィック、ホタール事業に力を尽くしましょう」

　つまりは納得をした上で、心から仕事をする。──そう宣言をしたのだ。

「フフ……クラウゼラさん、よくぞ分かってくれました。それこそが私の言いたかったこと──ホタルを通じて、私が皆に伝えたかったことなのです」

　ホントかぁ？　アンタ、適当言ってるんじゃないか？

「おお！　シズカ殿、やはりそうでしたか！」

　クラウも、すぐに信じるんじゃない。チョロすぎる。

「フフ……それでは心機一転、ホタル育成事業に邁まい進しんするといたしましょう」

「ウガー」

「はっ、シズカ殿！　武蔵むさし坊ぼう殿！」

　頼むから、クラウにはもうちょっとだけチョロくなくなってほしい。今のままだと見ている方が不安になる。

　この調子で、クラウとシズカと弁慶の三人は、日が傾くまで掃除を続けた。俺も少しだが手伝った。ポー姫は途中で飽きて昼寝していた。
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　役場が五時のチャイムを鳴らすころ──。

「フフ……こんなところでしょう」

　ゴミ掃除の終わった川を見て、シズカは満足げに頷うなずいた。

「フフ、この私とて自然を愛する者。川が美しくなる様子を見るのは嬉うれしいもの……。こう見えて私は山育ちなのでね」

　ああ、京都の鞍くら馬ま山やまで修業したんだっけ。天てん狗ぐかなんかの弟子になって。

「フフ、それにしても……クラウゼラさん、お疲れ様です。貴方あなたの大自然を想おもう心は本物であったのですね。昨日は失礼なことを言って申し訳なかった」

「い……いえ、シズカ殿！　私こそ昨日は、貴方の崇高な考えを理解できず……」

「フフ、過ぎたことです……。こうして掃除も終おえた今、計画の新たな段階に入ろうと思います。即すなわち──実際に、この地にホタルを棲すまわせるという段階に！」

「おおっ！」

「フフ……これが終われば、すぐにでも川でホタルを見ることができます。夜に光る、美しいホタルたちをね」

　ずいぶんハイペースで見られるものなんだな。もっと時間がかかると思っていた。

「フフ、本来ならゲンジボタルは一年以上の幼虫の時期を経てから成虫となるのですが……しかし、ゲンジの中でも義よし経つね派の特製ゲンジボタルは特別なのです！」

　なんかインチキ臭いこと言い出した!?

　あと『義経派』って言わない方がいいぞ。せっかく変装してるんだし。

「フフ……やつらはてっとり早いし、それに美しいですよ。──それではクラウゼラさん、明日の作業の手順を説明します……。貴方には重要な役割を担っていただきますので、よく聞いておくように」

「はいっ、シズカ殿！」

　クラウが重要な役割を？　なにをさせる気なんだ？

「フフ、それでは武蔵むさし坊ぼう、フリップを」

「ウガー」

　そしてシズカと弁べん慶けいは、以前と同じくフリップを使って説明をする──。

「フフ、我々がホタル棲せい息そく予定地に定めた場所は、深さ、流れの速さ、水の綺き麗れいさ、いずれにおいても現時点で既にほぼベストと言えるでしょう。ですが、このままではまだホタルを連れてくることはできません。ホタルが棲むために必要なもの……昨日お話ししましたが、クラウゼラさんは憶おぼえていますか？」

「は……。エサになる貝でしょうか？」

「フフ、正解です」

　フリップをめくると、そこには『エサ』という文字と巻貝のイラストが。

　カワニナとかいう、ドブに棲んでる小ぶりの貝だ。

「フフ……ホタルの前に、エサになる貝を川の中に棲まわせねばなりません。バケツで一〇杯分、計二〇キロほど。これを川の中に撒まきます」

「なるほど……。しかし、ずいぶんな量ですが──そんなに大量の貝を放流して平気なのでしょうか？　他の生き物への影響ですとか……」

「フフ、それも昨日言った通りです」

　つまり、これがシズカの言っていた『環境に対する悪影響』というわけだ。

　大型のゲンジボタルは多くのエサを必要とするだろう。その分影響も大きいということらしい。

　クラウは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になるが──、

「クッ……だが、これも長期的な目で見れば、この川と大自然のためになるのだ……。ここは我慢しなければ……」

　と必死で耐えていた。

「フフ、クラウゼラさん、その意気です。──とはいえ、なんの考えもなしに、いきなり貝を放ほうり込めばいいというものではありません」

「そうなのですか？」

「フフ……そうなのです。ゴミを掃除したとはいえ、水の中にはまだ他の生物たちがいるかもしれません。それは、ホタルよりも食欲旺おう盛せいで生命力が強く、ホタルの分のエサを食べてしまう生物であるのかも……。なので一いつ旦たん、この一帯から他の生物を駆除してしまう必要があります」

「駆除……ですか？」

「フフ、はい……。貝とホタル以外の生物がいなければ、確実にホタルを育てることができるでしょう？」

「それは道理ですが……。しかし、どのように？」

「フフ……武蔵むさし坊ぼう、フリップをめくってください」

「ウガー」

「フフ、そこで用意したのが──これです！」

　フリップをめくると、『塩素』の文字とドクロマークの瓶の絵が！

「エンソ……ですか？　しかし、髑どく髏ろの絵とは不吉な。これでは、まるで毒を意味しているかのような……」

「フフ……その通り！　川に毒を流すのです！」

「なんですって!?」

「フフ、塩素を流してここいら一帯の水中に棲すんでいる生物を皆殺しにした後、貝とホタルを放り込みます！　それならば、確実にホタルはエサを食べられるでしょう？」

「な……なんとシズカ殿、正気か!?　それが自然を愛する者のすることか！」

「フフ……ですが、これは川でホタルを育てる際の極めて一般的な方法です。どこでもやっている普通の方法──ホタルを育てるというのは、もともとこういうことなのです」

「ええい、黙れ！　この〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟をたばかる気か！　自然を愛する者ならば、川に毒など流すはずがない！」

　いや……。シズカの話は、おそらくだが本当だ。

　前に何度か話を出した、祖ば母あちゃんの知り合いのラノベ作家──彼はもともとは環境関係担当の地方公務員だったのだが、酒を飲むたびに当時のことを思い出し『なあ、ホタルってどうやって育てるか知ってるかい』と、さっきシズカの言っていたようなことを語るのだそうだ。

　その話は祖ば母あちゃんから聞いていたが、俺は今まですっかり忘れていた。──いや、ただの冗談なのかと思って気にせずにいた。仮にも環境保護を名目にした活動で、そんな滅め茶ちや苦く茶ちやなことをするとは思っていなかったからだ。

　しかし、まさか本当だったとは……。

　ちなみに祖母ちゃんがそのラノベ作家に『それで結局ホタルはどうなったんだい？』と訊たずねたところ、彼は『仕事がバカバカしくなって塩素まく前の週に公務員辞めたからよく知らない』とのことだ。彼はその後、雑誌ライターをやったり獣医の受付のバイトをやったりした末、最終的にはラノベ作家になったんだとか。

「──というわけでクラウ、たぶんシズカはウソついてないぞ」

「リ……リンイチローよ、そんなバカな！　毒を流して生き物を皆殺しなど、おおよそ人間のすることではない！」

　まあ、そうだな。俺もそう思う。技術的に正しい方法だからといって倫理的に許されるかどうかは別であろう。

　と、そこでシズカはまた『フフ』と妖あやしい笑みを浮かべて言った。

「フフ……たしかに『人間のすることではない』のかもしれません。ですが──クラウゼラさん、その作業は貴女あなたがするのですよ」

「私が!?　なにゆえに！」

　シズカは、その真っ赤な唇くちびるの両端を吊つり上あげつつ笑う。

「フフフ……。そんなひどいこと、さすがの私もやりたくないので。生き物殺すの可哀かわい想そうじゃないですか。イヤな夢とか見そうですし」

　って、おいっ！　普通の理由かよ！

「フフ……『戦で敵を皆殺し』とか『呪のろいで町民を皆殺し』とかでしたら嫌ではないのですが──『塩素で川の生き物を皆殺し』って、なんか中途半端なリアリティがあるでしょう？　それがホント嫌なんです。マジ勘弁。……武蔵むさし坊ぼう、お前がやりますか？」

「ウガー!!　ウガー!!」

　急に話題を振られて、弁べん慶けいもブンブンと首を横に振る。

「フフ……とまあ、そういうわけです」

　どういうわけなんだか。

　このシズカ、正体は戦いくさで大勢の人命を奪ってきた武士のくせに。彼女（彼）の言うところの『中途半端なリアリティ』は、たしかに嫌なものとは思うが……。

「フフ……ですから、イヤです」

「いえ、シズカ殿！　そんなの私だってやりたくありません！」

「フフ、なにを言うのですクラウゼラさん。貴女は言ったばかりではありませんか、『ホタルを育てることで人々を啓けい蒙もうし、大自然を守る』と。貴女の大自然を想おもう心、その程度のものであったのですか!?」

「そ……それは……」

「フフ、そもそも一度した決意を覆すなど、ひとかどの武人のすることではありません。貴女あなたのいた《魔法地平シーズベツド》の騎士ローズバドというのは、その程度の連中なのですか」

「なんだと！　私だけならばまだしも、同胞たちの名誉を貶おとしめる気か！」

「フフ……私ではなく貴女が貶めようとしているのです。誇りを汚したくないのならば、最後まで決意を貫いてはいかがですか？」

「私が皆の誇りを汚す……？」

　シズカ、意外と口が上う手まい。

「フフ、それに役場の主任から『バイトを途中で辞めてはいけない』と言われているのでしょう？　ならば私の命じた通りに、業務をこなすしかないのでは？　──安心してください、クラウゼラさん。貴女のすることは『悪』ではありません。ホタルという、まさしく大の虫を生かすために小の虫を殺す……これこそが『正義』なのです」

　なんか上手いこと言ってる気もするが、どっちにしても悪役の台詞せりふだ。悪事の規模こそそれほど大きなものではないが、台詞だけなら巨悪級と言っていい。ラスボス台詞だ。

　しかし、そんな台詞でもクラウには効き目があるものだったらしく……。

「クッ……仕方あるまい……」

　クラウは、命令を受け入れた。

　俺はそんなに仕方なくもないと思うのだが。クラウ、相変わらずチョロい。

「おいっ！　いいのか、クラウ!?」

「うむ……。もういい、リンイチロー……もう決めたことだ。私はシズカ殿に従う。美しいホタールは実は環境に悪影響で、水辺に住む河童かつぱたちは川を大切にしておらず、自然を守るはずの役人たちはそもそも自然に無関心──こんな状態では、なにが正しくなにが間違っているのか私にはもう分からない……。ならば、せめて命令に従うのみだ！」

「クラウ……」

　それは騎士ローズバドたるクラウの、悲痛なまでの決意だった。

　かつてクラウは『盲目的に命令に従うことこそ騎士ローズバドの誇り』と信じ、まるで機械のように悪逆非道なポー姫に尽くしていた。

　そんな彼女が地球に来て、ついに『命令に従うだけでなく、自分の信じた正義のために力を使う』ということを覚えたというのに──。

　今回の一件は、騎士ローズバドクラウゼラに芽生えた自立の芽を摘み取り、再び戦闘機械に戻してしまうのではなかろうか？　俺にはそれが怖おそろしかった。
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　その後、俺は男子たちの『お見合い妨害集会』に、クラウとポー姫は『お見合い応援集会』に顔を出す。

　水神ミナカミさんのお見合いも俺にとっては重要なことのはずだったが、話は半分ほどしか頭に入ってこなかった。

　さらに、その後──。

「ただいまー」

　俺は、家に帰る。ポー姫とクラウは先に帰ってきていたらしい。靴が玄関に揃そろっていた。

　俺が玄関の戸を閉めようとすると、

「お待ち、麟りん一いち郎ろう」

「ん？　なんだよ祖ば母あちゃん？」

　祖母ちゃんが、声をひそめて俺に言う。

「さっきから、この家を隠れて見張ってる人がいるんだよ。戸を閉めながら、向こうの大きな木の陰を見てごらん」

「木の陰？」

「ポー助とクラウが帰って来たころから、ああやってウロウロしていてね。気になるったらありゃしない」

　俺は、気づかれぬよう視線を向ける。

　すると、そこにいたのは──。

（……オーク？　けど、金髪でやたらスマートだな？）

　もしかすると、あれが噂うわさのイケオーク、ジョー・アップグレードとやらだろうか。

　だとすれば、ここでウロウロしている目的は想像がつく。

　きっと、この町に来たついでにうちの祖母ちゃんを見に来たんだろう。俺がジョニーの子供でもそうする。父親の再婚相手がどんな女なのか気になっていたに違いない。

　だが、初めて見たそのイケオークの姿に、俺は一つ気がかりな点があった。

（ジョニーの子の、あの姿……。あれは、まさか──）

　チラッとしか見ていないし、俺の勘違いとは思うのだが……。






第五章







よくある質問「ホタルを育てるときは、実際にこのような方法を使うのでしょうか？」

答え「全すべての場合においてこの方法が使われるというわけではありませんが、作中で用いられている方法は決して特別なものではありません。──また、今回の話の取材先は、本作の舞台となる地方ではないということを明記しておきます」
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　翌朝、食卓。

「なあ祖ば母あちゃん、景かげ清きよさんってまだ帰ってきてないのかな？」

「なんだい急に？　来週まで帰ってこないって言ってたじゃないかい」

　そうか、やっぱりまだか……。ホタルの一件を相談したかったのに。

　源氏のすることだから、平へい家けの平たいらの景清さんを頼ろうと思っていたが、そういうわけにもいかないらしい。景清さんの居い候そうろう先であるお隣のおばさんには『もし連絡が取れたら伝えてくれ』とことづけをしてあるが、この分ではアテにはなるまい。

「そんなことより麟りん一いち郎ろう、クラウはいったいどうしたんだい？　昨夜から一言も口を聞かないし、おまけにずっと目が白目じゃないかい」

『そんなことより』というか、一応同じ話ではあるんだがな。

　──と、そこでポー姫が横から話に入ってくる。

「くふふっ祖母殿、あれは『白目』でなく『瞳どう孔こうが開いた状態』じゃ。いわゆる『レイプ目』。エロマンガに出てくる『レイプされて放心状態になっている女』みたいでエロいじゃろう？　いかにも女騎士という表情なのじゃ」

　お前、祖母ちゃんの前でエロマンガとかレイプとかって言葉を使うんじゃない。

「頭が混乱してフリーズ状態になっておるのじゃ。昔のアップル製品がよくなるアレじゃな。《魔法地平シーズベツド》の人類ヒユームは、そんなときこういう顔になる」

　相変わらずのマンガ民族だ。

　そんな話をしながら俺たちは朝食を摂とり、いつものように学校行きのバスに揺られる。

　学校は、授業どころではない雰囲気だった。







「ようし、男子は全員集合！」

　昼休み、俺を含む小・中・高等学校の男子は全員、ひそかに高校の校舎裏へと集合する。

　号令をかけるのは、おなじみファンクラブ会長の太陽神ケプリ先輩だ。

「いいかクソ野郎ども、これから返事は『サー、イエス、サー』だ！　なにか言うときは最初と最後に『サー』とつけろ！」

「「──サー、イエス、サー!!」」

「お前たちは学生ではない！　今、お前たちは愛の戦士だ！　水神ミナカミくんや学校の女子たちを守るために、ジョーとかいうイケオークと戦うウォリアーだ！　その使命のためだけに生まれてきた！　それが果たせなければ、お前たちはただのそびえ立つクソの山だ！」

「「──サー、イエス、サー!!」」

　なぜか先輩、軍人っぽい。

「それでは貴様らに作戦を授ける！　情報によれば、水神ミナカミくんはお見合いの準備のために、今日は昼休みで早退するらしい。着物に着替えたりとか、いろいろ予定があるのだろうな」

　水神ミナカミさんの着物姿か、きっと綺き麗れいなのだろうな。こないだのお祭りのときの浴衣姿も、いかにも和風美人という感じで最高だった。

「そこで作戦第一弾！　我々男子一同は、帰宅しようとする水神ミナカミくんを校門前で拉ら致ち！　そのまま僕の家にまで連れていくのだ！」

　なるほど、お見合いに行かせない作戦か……。しかし、どうして先輩の家に？

「──サー、先輩のやつ、よからぬことを考えてないか、サー？」

「──サー、拉致はいいけど、だったら俺んちの方がよくないか？　近いんだし、サー」

「──サー、だったら俺の家にしろよ！　ちょうど今日、両親がいないんだ、サー!!」

「──サー、またジャンケンで決めようぜ、サー」

　先輩が妙な欲を出したせいで、男子たちの結束が乱れる。

　そして、そんなとき──。

「見つけたわよ！　全軍、攻撃開始！」

　そう言って突とつ如じよ現れたのは、宮ミ籐ヤの率いる小・中・高の女子一同。

　二〇名以上という大人数で、いきなり攻撃を仕掛けてきた。──『攻撃』という曖あい昧まいな言葉を使ったが、具体的には『そのへんの棒っきれで叩たたいてくる』とか『石っころを投げつけてくる』とか『素手で殴りかかってくる』とか、そういった乱暴な行為だ。暴力だ。法律用語で言うところの『暴行』だ。

「クソッ！　宮ミ籐ヤくん、どうして計画が分かった!?」

「男子は考えることが単純なんで全部お見通しなんです！　喰くらえ、素手パンチ！」

　雑な名前の技で、宮ミ籐ヤは先輩の顔を力いっぱいぶん殴る。だが先輩も、さすがは甲虫スカラベ。そう簡単にダメージは受けない。

「クッ、この程度……。だが、戦況は不利なようだな。男子たち、撤退だ！　退け！」

　号令一下、男子一同は校舎裏の山へと逃げていく。

　女子たちはそれを追いかけるが、その一方──。

「キシャー、シュルルル……」

　遠くで当の水神ミナカミさんは、一人でひっそりと校門から出ていった。

　その顔や触しよく手しゆの垂たれ具合は、どこか寂しそうで……。

（こういうの、よくないな……）

　男子も女子も口では『水神ミナカミさんのため』と言っているが、俺たちは彼女のことをどれだけ考えているのだろう？

　今の俺たちは、自分たちのことしか考えていないじゃないか。

　学校から去っていく水神ミナカミさんの背中を、俺は遠くから見送った。そうする以外、他になかった。

「おいっ麟一郎リンくん、なにをボーッとしている！　急いで逃げないと捕まるぞ！」

「えっ……!?　あっ、いけない！」

　とっさに逃げたが、宮ミ籐ヤのやつに後ろから『とりゃあ！』と二、三発殴られた。とても痛い。

　こうして男子一同は一いつ旦たん撤退。山の中で授業をサボって放課後まで姿を晦くらます。
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　そして、放課後──。

「じゃあ先輩、俺はクラウのバイトのつきそいがありますので……」

「ああ。お見合いは四時半からだからな。それまでに合流するんだぞ」












　太陽神ケプリ先輩に一言断りを入れてから、俺はコソッと山を下りる。

　ちなみに先輩たちはお見合いギリギリまで山に隠れているそうだ。居場所を知られれば女子たちに襲撃され、妨害に行けないよう足腰立たなくなるまでボコボコにされてしまう。

　イケオークで舞い上がっているとはいえ、女子たちさすがに乱暴すぎだ。

（問題がいっぺんに起きすぎだ……。クラウのホタルに、水神ミナカミさんのお見合い、ジョニーの子のイケオーク、祖ば母あちゃんの再婚……）

　お見合いとイケオークと祖母ちゃんの再婚は、ありがたいことにワンセットになっている。だが、それならクラウとホタルの件もついでにセットにしてくれないものだろうか。そうしてくれればてっとり早かったのに。

　──と、そんなことを考えているうちに現場に着いた。

　南みなみ平へい家け川がわの、いつもの場所。

　水神ミナカミさんの家──〝旅館みなかみ（各種宴会承ります）〟から少しだけ歩いたポイントに。

　川の向こうに建物が見える。あの旅館の一室で、もうすぐ彼女はお見合いをするのだ。

（水神ミナカミさん……）

　感傷に浸っていると、やがてクラウとポー姫がやってきた。

「おやリンイチローよ、もう来ておったか。──というより我が騎士ローズバドが遅かったのじゃな。これっクラウゼラ、少しはシャキッとせよ。なにをチンタラ歩いておるのじゃ」

「は……。姫殿下、申し訳ございません」

　いや、それは仕方ないだろ。これからなにをやらされるかを考えれば、足取りが軽かろうはずもない。

　シズカと弁べん慶けいが姿を現したのは、ちょうどそんな話をしているときのことだ。

「フフ……ちゃんと逃げずに来てくれたようですね」

「ウガー」

　弁慶は大きなリヤカーを引っ張っていたが、積まれていたのはなにやら液体が入った灯油用ポリタンクが一〇個と、砂利のようなものが入ったバケツが一〇杯。

　どうやらポリタンクの中身は塩素、バケツの砂利と思ったものは例のエサ用の貝であるらしい。

「フフ、それではクラウゼラさん、川の中にポリタンクの塩素をドバーと流し、そのあとバケツの貝を放ほうり込んでください。細かい手順はこの紙に書いてあります。……それではクラウゼラさん、あとはお任せします」

「は……？　シズカ殿たちは、一緒にやってくれないので？」

「フフ……」

　シズカは、例の薄気味悪い笑みを浮かべながら言った。

「私は怖いから嫌です。フフ……これ流したら魚や虫がプカーって浮かぶんですよ？　考えるだけでご飯が不ま味ずくなりそうです」

「ウガー……」

　アンタら、けっこうメンタル弱いな？

「フフ、ちょうど私たちは用事がありますので、あとはクラウゼラさんにお任せします」

「あっ！　シズカ殿、お待ちください！」

「フフ、いいえ待ちません。あとでホタルを連れて戻ってきますので、それまでに終わらせておくのですよ」

　そう言い残し、シズカと弁べん慶けいはどこかへと去っていってしまった。なんという無責任！　あとにはクラウと俺とポー姫、そしてリヤカーだけが残される。

　塩素と貝を満まん載さいしたリヤカーが……。







　三〇分後。

　女騎士にして大自然に選ばれし聖戦士クラウは、川かわ面もを前にポリタンクを抱え──、

「…………」

　ただ黙って、立ち尽くしていた。

　金縛りにでもあったように。

　蓋ふたを開けたタンクの口から、プーンと塩素の臭においが鼻を衝つく。

「なあ、クラウ……そんなに嫌なら、やめたらどうだ？　このバイト、今からでもバックレようぜ」

「い……いや、リンイチローよ、それは駄目だ！　仮にも一度受けた命令を、ただ『嫌だから』という理由で無視するわけにはいかん！」

　女騎士らしく責任感が強い。真面目まじめさで損をするタイプだ。

「そうか……。じゃあ、俺が代わりにやってやるよ」

　自然を愛する人間に、こんなことさせるわけにはいかない。その点、俺は違う。田舎も田舎の景色も好きでないから、うんとドライに自然と接することができる。

「いいや……リンイチローよ、気持ちは感謝する。だが、これは私の仕事、そして私の罪だ。他人の手を汚させるわけにはいかぬ」

「クラウ……」

　この女騎士、こういうところは恰かつ好こういいと思う。不器用で損をすることも多いのだろうが、それでも俺は彼女のことを応援したい。

　誇り高き〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟は、決して俺にはポリタンクを触らせず──しかし自分で川に撒まくこともできぬまま、ただずっと立ち尽くしていた。

　まるで案山子かかしか、宿題を忘れた立たされ坊主のように。だが今の彼女の姿が、誇り高さと高こう潔けつさ故のものであることを、この俺だけは知っている。

　そして、その一方クラウの主たるポー姫は──、

「クラウゼラよ、はいチーズじゃ。もう一〇枚くらい撮っておくかのう」

　なぜか写真を撮っていた。

「姫、なんで写真なんか撮ってんだよ？」

「テレホタイムになったら、こやつの姉セシミリルにメールで送ってやるのじゃ。クラウゼラの面白顔フォトを送ったら宇宙おこづかいが貰もらえる約束になっておる。いわゆるネットトレーディングというやつじゃな」

　どんな取り引きだ！　そんなネットトレーディングはない！

「それとリンイチローよ、この際じゃ。ついでに宣言しておこう」

「ん？　なんだ姫、改まって？」

「妾わらわは将来、ニートになるつもりじゃ」

「ホントになんなんだよ、改まって!?」

　初対面以来、一番最低の宣言だな。

「そうなればクラウゼラのやつは、きっと妾に『働け』と言うじゃろう。その際、この写真があれば『汝なんじが辛つらそうに働いてる姿がトラウマになってて働けないのじゃ』『汝だってあのときは働きたくないと思っておったじゃろうに』と言い訳ができる。そのために撮っておるのじゃ。未来への投資じゃな」

　こんな写真程度で言い訳になるとは思えないが、コイツそんなこと考えてやがったのか。なんだよ、その中途半端な策士ぶりは。

「妾はこの新しいライフスタイルの提案を『ポーリリファ・メソッド』と名付け、ネット商材として販売しようと思っておる。そのためには各種業界に顔の広いセシミリルとは仲良くしておかなければならぬのじゃ」

「インチキ商売じゃねえか」

　さてはお前、ちょっと前のウシジマくん読んだな？　俺も床屋に置いてあったから読んだぞ。というか、さては姫も床屋で読んだろ？

　なんにしても、クラウは大変なんだからバカなことを言うんじゃない。

　そんなこんなで気がつけば、時間はもうすぐ四時三〇分。水神ミナカミさんのお見合いが始まる時間──そして俺にとっては妨害作戦の開始時間だ。

「クラウ……じゃあ、俺はそろそろ行くからな。一人でよく考えてみろよ、なにが一番大事なのか。──お前がなんと言おうと、俺はホタルのバイトなんて途中で放ほうり出していいと思ってる。それも一つの勇気だと思うぞ」

「う、うむ……」
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　歩きながら、俺は水神ミナカミさんのことを考える。

　彼女との出会いは二年前──中学三年のことだった。東とう京きようから転校してきて、初めて登校したら彼女がいた。教室に、クラスメイトとして。

　もちろん見た目については、最初は『イソギンチャクのお化けみたいだ』と思いはしたが、この町に慣れない俺にとっては他の非人類型町民たちだって似たようなもの。大げさでなく、どいつもこいつも怪物だ。差なんて俺には分からなかった。

　そんな中では、彼女は『いい怪物』と言えただろう。彼女は人類でこそないが、優しくて、親切で、愛あい嬌きようもあり、理想の少女と言っていい。

　見た目だってすぐ慣れた。人型でないだけで、むしろその姿は美術的かつ艶なまめかしく、傍そばに寄ると女の子らしくシャンプーとリンスのいい匂においがする。

　それに田舎が嫌いで平へい家け町ちようを裏切った俺を最初に許してくれたのも、水神ミナカミさんとやはりクラスメイトである宮ミ籐ヤだった……。

　その水神ミナカミさんが今、お見合いをしようとしている。

　ダイナマイトジョニーの子である、モテモテのイケオークと。

「先輩、遅れました！」

「遅いぞ、麟一郎リンくん」

　旅館みなかみ裏手にある雑木林の中に、太陽神ケプリ先輩以下、学校の男子一同一〇数名が隠れていた。俺はそこに合流する。

「ほう、こんなところに隠れておったのじゃな」

　余談だが、ポー姫も俺にくっついてきた。

　女子なのに。

　べつに妨害を手伝ってくれるわけではなく、ただ見物しにきただけとのことだ。

「妾わらわのことは気にしなくてよいのじゃ。妾は《魔法地平シーズベツド》の人類ヒユーム。どれほど見た目がカッコよくともオークには強い差別感情を持っておる。だからジョーとやらには町に来てほしいとは思っておらぬのじゃ」

　お前のその差別感情はどうかと思うが、中立というならまあいいだろう。

　太陽神ケプリ先輩は、コホンと咳せき払ばらいし、改めて作戦を説明する。

「それでは諸君、この画面を見るといい。これがお見合い会場の様子だ」

　雑木林の地べたにブラウン管テレビが一台、どんと直置きされていたのだが、その画面には旅館みなかみの一室が映っていた。

　着物姿で座る水神ミナカミさんと、気取った白いスーツ姿のイケオークが。

　どうやらお見合いはもう始まってしまっていたらしい。

（しかし、このオーク──どう見ても……）

　と、そんな俺の疑問を無視したまま、ポー姫は先輩に訊たずねる。

「先輩よ、このモニターってなんなのじゃ？」

「キミの友達でもある銀河広域軍事帝国ハーストウールのファウ第八皇女が貸してくれたものだ。ステルス機能つき浮遊式スパイカメラで水神ミナカミくんと相手のジョー、それからついでに仲人さんを完全にモニターしている。──モニターを借りる交換条件として、ミヤヤマートの商品券二〇〇〇円分を購入させられたがね」

　あの第八皇女、しっかりしてる。

「ちなみに各ご家庭のテレビでも、やはりミヤヤマートの商品券二〇〇〇円分を購入すれば特製チューナーを借してもらえてお見合いが見られる」

　ホントにあの子、しっかりしてやがるな!?

「町中の人たちが商品券を購入したというから、みんな彼女のお見合いが気になっていたのだろうな。今ごろ平へい家け町ちよう一帯全すべてのお茶の間のテレビでお見合いの様子が流れていることだろう」

　みんなヒマだな!?　いくら娯楽の少ない町だからって、そこまで見たがることはないだろうに。

「ふむ、なるほどなのじゃ。これで納得がいった。いよいよ川に塩素を撒まくというのに水属性町民どもが邪魔しに来ぬと思ったが──あやつら家でテレビを見ておったのじゃな。知り合いのお見合いだから気になるのも当然と言えば当然じゃが」

　そんな理由で来てなかったのか！　たしかに来ないからヘンだと思っていたが、川よりもお見合いが気になってたのかよ？

「しかしファウっちめ、商品券購入と引き換えとは居い候そうろう先想おもいじゃのう。ミヤヤマートの役に立ちたいというファウっちの気持ちが見てとれるようじゃ」

　ポー姫、お前も役に立ってもいいんだぞ？

「じゃが、モニターをファウっちから借りたということは……きっと、これは罠わなであるのじゃろうな」

「罠？　罠ってなんだよ？」

「ファウっちは居候先の娘である宮みや籐とうミヤと仲がよいからのう。宮籐ミヤの不利益になるようなことをするとは思えぬ。その証拠に──ほれ汝なんじら、後ろを見てみよ」

「後ろ？」

　ちょうどそのとき、俺たちの背後で、




　──がさっ




　と木の葉を踏む音が聞こえた。

　振り返ると、そこには宮ミ籐ヤ率いる二〇名以上の女子たちの姿が！

「かかったわね、男子たち！　そのモニターには発信器がついていて、アンタたちの居場所は筒抜けだったのよ！」

　なんだって!?

「さあ、観念なさい。全員ふんづかまえて、お見合いが終わるまでどっかに閉じ込めてやるんだから」

　この女、相変わらずやることが荒っぽい。

　だが太陽神ケプリ先輩も負けてはいない。女子に居場所を突き止められることなど想定の内と言わんばかりに、男子たち一〇数名に指示を出す。

「諸君、作戦開始だ！　みんな、このカツラとセーラー服を着用し、お見合いをしている『松の間』に乱入せよ！　オークのジョー・アップグレードの前で『お見合いなんてひどい、私とのことは遊びだったのね！』『私のお腹なかには貴方あなたの子供がいるのに！』とウソ泣きしてくるんだ！」

「「はいっ！」」

　なるほど、男子側はそういう作戦だったか。

　俺たちは先輩から三つ編みおさげのカツラと高校の制服を受け取ると、素早く着替えながら走り出す。

「汝なんじら、ずいぶんバカっぽい作戦をするのじゃのう？」

　いいやポー姫、お前が思っているよりいい作戦だぞ。さすがは先輩、頭いい。

　女子たちの数は俺たちの二倍以上。まともに戦っても勝てる数ではない。──しかし、この作戦ならば、だれか一人でも『松の間』にたどり着ければお見合いを妨害できる。

　たとえ残り全員が敗れてもだ。

「いいか、諸君！　一人はみんなのためにワン・フオア・オール、みんなは一人のためにオール・フオア・ワン！　いかなる犠牲を払ってもお見合い会場まで辿たどり着つくのだ！」

「「おうっ！」」

　三つ編みにセーラー服の男たち一〇数名は、必死の形相で〝旅館みなかみ（各種宴会承ります）〟に向かって突っ走る──。
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　女子に追われながら俺たちは必死に走る。

　その間も、テレビモニターはお見合いの様子を映し続けていた。

　水神ミナカミさんとイケオークの声がスピーカーから聞こえる。走っている俺たちを鼓舞するために、先輩が音量を最大にしたのだ。

『──どうも外が騒がしいですね……。ところで、ご趣味は？』

『──キシャー、シュルルル……キシャー』

　へえ……。さすが水神ミナカミさん、リルケなんて読むんだな。イメージとよく似合っている。

　文学少女なのは知っていたが、『ご趣味は？』と訊きかれて『最近はリルケを読みます』なんて答えられる女子、日本国内でも一〇人いないに違いない。そのうちの一人がこの水神ミナカミさんというわけだった。

『──キシャー、シュルルル……』

『──はは、そうでしたか』

　会話は続いているが、それほど盛り上がっているとは言いい難にくい。

　これは水神ミナカミさんのせい。

　緊張して表情が硬く、触しよく手しゆも『警けい戒かいのポーズ』のままガチガチになっていたため、どうにも話が弾まずにいたのだ。──これはお見合いに乗り気でないからか、それともただ初対面の男性を前にしていたからなのか。

（いや……どちらとも違う理由だろうな。もっと根本的な話というか──）

　いずれにせよ、俺たち平へい家け町ちようの男子にとってはありがたい。

　だが、敵もさるもの。ジョー・アップグレードは触しよく手しゆをガチガチにした水神ミナカミさんの緊張を、イケメンらしいトークでほぐそうとしていた。

『──実はね、僕もなんですよ』

『──キシャー？』

『──ええ。意外でしょ？　よく友人たちからも笑われます。でも、子供のころからの癖みたいなものでね。思えば、亡き母の影響でしょうか……』

『キシャー、シュルルル……』

『──はは、そうですね。お恥ずかしい』

　さすがはイケオーク、女子の扱いに慣れている。ガチガチの水神ミナカミさんと、少しずつだが打ち解けていた。

（だが、このジョーはやはり……）

　声を聞くだけでもすぐ分かる。

　俺がそんなことを考えていると──、

「麟一郎リン、捕まえた！」












　背後から、肩を摑つかまれた。

　相手は宮ミ籐ヤだ。実家のスーパーミヤヤマートの手伝いで鍛えられているのか、女子とは思えぬ握力だった。

「アンタ、いいかげんお見合いの邪魔するんじゃないわよ！　せっかくハイドォラがカッコよくてお金持ちのイケオークと結婚できるかもしれないんだから！　結婚したら、あのイケオークはこの町に住むんだし！」

「いや、ちょっと待て、宮ミ籐ヤ……お前、おかしいと思わないのか？」

「おかしい？　おかしいってなにがよ？」

「だから、それはつまり……」

　──と、俺が言いかけたところで甲高い声が響き渡る。

「分からぬか、宮みや籐とうミヤよ！」

　ポー姫？　いきなり話に入ってきたな？

「リンイチローはこう言いたいのじゃ。汝なんじらは本当に水神ミナカミハイドォラのことを考えておるのか、と。その行動は、本当に友のためにしていることであるのか？」

「なんですって……!?　つまり麟一郎リンは、わたしたちが『ジョー様がこの町に住んでほしいから、それで騒いでるだけじゃないか』と言いたいの……？　他人の結婚を勝手に決めるなんて、そんなの本当の友達のすることじゃない──そう言いたいのね？」

　いや、ええと、うん……。

　それも言いたくないわけではなかったが、今言いたいのはそれじゃない。俺が言いたいのは、つまり──。

「その通りじゃ！」

　いいや姫、その通りじゃない！　勝手に俺の意見を代弁するな！

「リンイチローは汝らとは違い、友達として純粋に水神ミナカミハイドォラのことを心配しておるのじゃ。──もちろん妾わらわも同じじゃ。決して『水神ミナカミハイドォラがだれと結婚しようとべつに構わぬが、オークなんぞが町一番のイケメンとして大きな顔をするようになってはかなわぬし、他の女子たちから〝ポー姫ちゃん、ジョー様のよさが分からないの？　お子様ねえ〟とバカにされるような町になっては困るから』などという理由で縁えん談だんに反対しておるわけではないのじゃぞ？　純粋に友人としての想おもいじゃ」

　姫、そんなこと考えてやがったか。この機会に差別意識直せ。親のダイナマイトジョニーとはけっこう仲良くやれているんだし。

「どうじゃ宮籐ミヤよ、汝も妾やリンイチローを見習ってはどうじゃ？」

「そ、それは……。ううん、わたしたちは間違ってない！　だってカッコよくてお金持ちで家柄的にも王子様なのよ!?　そんな良物件なんだから、結婚させるのが本当の友情でしょう！　あんたこそ、ちゃんと将来のこととか考えての発言なんでしょうね!?」

「うむむ、そこまで言われると弱いのじゃが……。実際、そこまで考えておらぬし……」

「ええい、お前ら！　俺の話も聞け！」

　姫も宮ミ籐ヤも、二人して勝手に話を進めやがって！

　俺が言いたいのは、そんなことじゃないんだ！

　そう声を荒らげると、さすがの二人もほんの少しだけ静かになった。

「リンイチローよ、ならばなにが言いたいのじゃ？」

「そうよ。さっさと言いなさいよ」

　お前らが言わせてくれなかったんだよ！

　だが、まあいいだろう。俺が言いたいのは、つまり──。

「テレビモニターで見たんだが、あのジョー・アップグレードって……」

　というか昨日、家の玄関でチラッと見たときから思っていたんだが……、

「あいつ、女の人じゃないか？」

「……は？　麟一郎リン、なに言ってんの？」

　いや、なに言ってるもなにも、そのままだ。

　以前、宮ミ籐ヤは『宝塚の男役のような美青年』と言っていたが、本当に宝塚の男役そのまんま。

　どう見ても男装している女の人──いや、女オークだった。

「背は高いし、男物の服は着てるが……でも、胸があるぞ？　かなりの巨乳だ」

「ふふっ馬鹿ねえ、麟一郎リンったら。そういうこと言うもんじゃないわよ。聞いてたのがわたしたちだけだからよかったけど、もし頭が固くて良識のある人たちに聞かれてたらとんでもないことになっていわ」

「ん？　なにか俺、妙なこと言ったか？　問題発言があったのか？」

「ええ、もちろんよ。──いいこと、麟一郎リン？　宝塚なんかの少女歌劇ではね、『あれって女の人じゃないか』って言うのはとんでもなく野や暮ぼなことなのよ。歌舞伎の黒子が見えるって言うくらい無粋でマナー違反なの。だから、あれは男の人オークよ」

「ちょっと待て！　少女歌劇の話なんかしてないぞ！」

　現実の話だ。目の前で起こってることの話をしているんだ。

「だから麟一郎リン、野暮で無粋な話するのやめてってば。女子一同で話し合った結果、あれは男の人と思うことにしたんだから」

「思ってなんとかなるもんじゃないだろ！　──おいっ、ポー姫！　あれって女だろ？　オークは男でもオッパイあるってわけじゃないんだろ？」

　オーク知識をアテにされたのが嬉うれしいのか、姫はニコニコしながら説明を始めた。

「うむ、当然じゃ。あのジョー・アップグレードは女オークじゃ。もちろんオークも人間と同じくデブになると男でもオッパイができるものなので、そのへん判別は難しいのじゃが、デブでないのに巨乳なのは女のオークで間違いあるまい」

　やっぱりそうか。

「オークという種族は『男か女か』よりも『戦場でどれだけ強いか』を優先するものじゃから、そのへん適当ではあるのじゃがな。だからジョニーのやつも『自分の息子』『自分の娘』という言い方でなく『自分の子』と言っておったのじゃ」

　なるほどな……。『子供』とか『子』って言い方を強調していて不自然に思っていたが、つまりはそういうことだったのか。

「ちょっとした伏線というやつじゃな。もしこれがライトノベルじゃとすれば、おなじみのロングパス伏線というやつになる。いつもより簡単じゃったから気づいた者も多かろう」

　うるさい。まるでメタ作品みたいなこと言うな。

「しかし──なるほど、そういうことか。それで女同士でお見合いさせようとしていたんだな？　なんて迷惑な習慣なんだ……」

「いや、さすがにオークでもそんな習慣はないのじゃ」

　なに？

「あやつらオークは野や蛮ばんな種族じゃが、さすがに女同士でお見合いなどせぬ。むしろ地球チーキユの習慣じゃと思っておった。『面白い習慣があるのう』と感心しておったのに……なんじゃ、田舎の奇祭的なアレではなかったのか」

「いいや、そんな習慣はねえよ！」

　なんだか、だんだんワケ分からなくなってきたぞ？　じゃあ、なにかの手違いでこうなったのか？

　だとすればこのお見合い、ほっといてもいい気がしてきた。

　どんな間違いかは知らないが、女だけでお見合いなんて成立しまい。すぐに仲人あたりが間違いに気づき、そのまま破談になるだろう。

　……と、俺はそう思っていたのだが──。

『──おやおや、これはまた』

　テレビモニターのスピーカーから、仲人のものと思わしき声が聞こえた。

『──お二人ともずいぶん仲よくなられたようで。でしたらこの縁えん談だん、このまま進めてもよろしいですね？』

　って、おいっ仲人！

　進めていいわけないだろ！　仲人なんだから、そのへんちゃんとしろよ！　このままじゃ女同士で結婚することになってしまうぞ？

「いけない、早く止めないと！」

　俺は水神ミナカミさんのいる〝旅館みなかみ〟へと走る。

「あっ、麟一郎リン！　待ちなさいよ！」

　走る俺を宮ミ籐ヤが追おうとするが──、

「待てっ！　麟一郎リンくんの邪魔はさせない！」

　そんな彼女を、密ひそかに忍び寄っていた太陽神ケプリ先輩が後ろからタックルする！

「ちょっと、先輩！　今、どさくさに紛れておしり触ってる！」

「おっと、すまない宮ミ籐ヤくん……。だが、本当にわざとではないんだ。僕は巨乳派なので、わざと触るなら胸にするし、そもそも君は狙ねらわない」

「触っておいて勝手なことを！　いいから、さっさと放しなさいよ！」

「いいや、放さん！　彼のことは追わせない！　麟一郎リンくん、ここは僕に任せて先に行きたまえ。私は足を怪け我がして走ることができない。他の男子も捕まって、君が最後の希望なのだ」

　太陽神ケプリ先輩……!!

　宮ミ籐ヤは抱きついている先輩を、

「このっ！　このっ！　このっ！」

　と、甲虫スカラベの殻がへこむほど殴りつける。それも何発も何発も。

　だが、俺は助けずに先を急いだ。後ろ髪を引かれる思いだったが、こうすることこそが先輩の願いなのだ！

「ちょ……痛い、痛い！　すまん、宮ミ籐ヤくん、ごめ……麟一郎リンくん、やっぱり助けて！」

　背後で先輩の声が遠ざかる。よく聞こえないが俺を応援してくれているに違いない。ありがとう先輩、貴方あなたの犠牲は忘れない。

　ちなみに──、

「待つのじゃ、リンイチローよ！　行ってはならぬ！」

　そんな俺を、なぜかポー姫が追ってきていた。

「姫、どうして行ったら駄目なんだ？」

「今、急に名案を思いついたのじゃ。──せっかくだから、女同士で結婚させてはどうじゃろう？　なんとなくエロい気もするし。いわゆる百ゆ合りネタというやつじゃ。男子たちも『まあ百合なら仕方ないか』と納得するに違いあるまい」

「納得するか！」

　なにが『せっかくだから』だ。お前、邪魔するならついてくるなよ！





　　５






〝旅館みなかみ（各種宴会承ります）〟、『松の間』。

　この旅館兼料亭で一番立派な部屋だ。そのふすまを俺は、




　──どんどんどん、ばーん




　と乱暴に開いた。

「な……なんです君は!?　お見合いに乱入して、どういうつもりだ！」

　狼ろう狽ばいする仲人を尻目に、俺は打合せ通りに台詞せりふを言う。

「お見合いなんてひどい、私のことは遊び──」

　我ながらひどい棒読みの台詞を口にしつつ、部屋の中を見渡した。

　そこには料理の乗った和式テーブルに向かい合って、男装イケオークのジョーと水神ミナカミさんが座っていた。

　心なしか水神ミナカミさんは、ほんの少しだけ泣いていた。──いや、そう見えた。

　涙は流していなかったし、愛想よく微笑ほほえんではいたが、触しよく手しゆのうなだれ具合から、俺にはなぜか『悲しんでいる』と感じられたのだ。

「水神ミナカミさん……」

　そんな彼女を前にして、俺は──、

「……水神ミナカミさん、助けにきたよ」

「キシャー、シュルルル……」

　自然と、予定と違う言葉を口にしていた。

　一緒に入って来たポー姫が、キョトンとした顔で俺に訊きく。

「なんじゃリンイチローよ、手順が違うではないか？　そこの台詞せりふは『アタシのお腹なかの中にはジョーさんの子供がいるの』のはずじゃったろうに。そのために汝なんじは今セーラー服と三つ編みおさげのカツラなどつけておるのじゃろう？」

「うるさいな姫、いいんだよ！　仕方ないんだよ！　いざ突入してみたら『あんまりふざけたこと言う雰囲気じゃない』って思えてきたんだよ！」

　こんな顔の水神ミナカミさんの前なんだぞ？

「ふむ？　妾わらわならば、セーラー服姿でマジメなこと言う方がキツいと思うのじゃがのう。なにが『水神ミナカミさん、助けにきたよ』じゃ。そんな恰かつ好こうでカッコつけられても、助けられた方が困るじゃろうに」












　……言われてみれば、そうかもしれない。

　なにやら急に不安になってきた。

「見よ、水神ミナカミハイドォラも『なんで私を助けに来るのはこんなんなんだろう』と涙ぐんでおるじゃろう？」

「キシャーシュルル……」

　えっ!?　水神ミナカミさんの涙はそういう意味だったのか!?

　もっと複雑で文学的でセンチメンタルな感情によるものじゃないのか？

　──と、そこで宝塚系巨乳オークのジョー・アップグレードが座布団から立ち上がる。

「やあ君、どういうつもりだい？　僕らのお見合いを邪魔するだなんて」

　女オークとはいえ、さすがオーク。背が二メートル以上あるので威圧感がある。

　ジョーはイケオークならではの切れ長の目で、俺のことをジッと睨にらんだ。

「いくら君のように可愛かわいらしいお嬢さんでも、こんなことは許されないよ」

　──って、『お嬢さん』!?

　もしかしてコイツ、人間の男女の区別がついてないのか？　異世界の異民族だから仕方ないのかもしれないが──。

「安心するのじゃ、リンイチロー」

　ん？　なんだポー姫？

「異世界のオークでも普通、男女の区別くらいはつくのじゃ。ジョーのこの反応は、汝なんじの女装が思った以上によくできておるからにすぎん。汝、意外な特技があったのじゃな？　見事なくらい『オーク好みのちょいゴツい感じの女子高生』に化けておる」

　いらないぞ、そんな特技！

　とにかく、俺はこのイケオークに言ってやった。

「こんなお見合い、おかしいだろ！　女同士でお見合いなんて──ちょっと考えれば変だって分かるじゃないか！」

　だが、ジョーは俺の言葉に怯ひるまない。

「おかしいだって？　なあ三つ編みの子猫ちゃん、おかしいってどういうことだい？　女同士でお見合いして、なにが変だと？」

「い……いや、おかしいじゃないか。女同士で結婚なんかできないんだし……」

「それは進歩的な考え方じゃないな。ここらではっきりさせておこう。──僕は、女の子の方が好きだ！　女の子と結婚したい！　男とかマジ勘弁！　だから僕にとっては、この町一番の美少女と名高い水神ミナカミハイドォラさんとお見合いするのは、むしろ望むところだったんだ」

　……しまった、そう来たか。

　薄々そんな感じはしていたが、この人そっちの趣味の人だ！　というか、男装してるんだからそのくらい想定しておくべきだった！

「いいかい、君？　この世は愛でできている。種族や性別なんて本当はなんの意味も持っていないんだ。人間の心が勝手に壁を造っているにすぎない。想像してごらん、あらゆる偏見や差別のない世界を。それは、きっと素晴らしく──」

　いや、いやいやいや！　言ってることは立派だが、そういうものでもないだろう!?

「気をつけるのじゃ、リンイチローよ。注意深く言葉を選ばねば、汝なんじが差別主義者扱いされかねん」

　ポー姫、嫌なことを言うんだな？　自分こそオーク差別主義者のくせに。

「そもそも、ジョーの言う通りであるのかもしれぬのう。オークと触しよく手しゆの結婚ということを考えれば、性別などさほど気にならぬ問題じゃ。両方女であることくらい、ほんの誤差の範囲内にすぎん。だって片方哺ほ乳にゆう類るいどころか脊せき椎つい動物ですらないのじゃぞ？」

「そういう問題か！」

「そういう問題じゃろう？　違うのか？」

「いいや、そんなはずないね。とにかく俺はこんなお見合いには反対だからな！」

　だんだん、なぜ反対しているのか分からなくなってきたが──とにかく俺は反対だ。

　そんな俺に、ジョーはそのイケオーク顔をグッと寄せた。

「三つ編みのお嬢ちゃん……どうして、そこまで反対するんだい？」

　すぐ目の前に黒い瞳ひとみが迫る。

　もし俺が女子であるなら嬉うれしくて失神していたかもしれない。だが、実際には俺は男なので、このアップには恐怖しか感じなかった。──この族長級オークの子は、高い戦闘能力を持っている。それは本能的に理解できた。膝ひざが勝手にガクガク震える。

　そして、ジョー・アップグレードは言った。

「ははあ、分かったぞ……。さてはお嬢ちゃん、君は水神ミナカミハイドォラさんのことを好きなんだな？」

　このオーク、俺のことを女子だと思っているのにそんなことを言うとは？

「君も女同士なのに彼女のことが好きで、それでお見合いを邪魔しに来たんだろう？　それなら全すべて辻つじ褄つまが合う。僕は一七歳だが飛び級で慶けいオーク大学を卒業してるエリートなんでね、頭はいいんだ。名門オークスフォード大にも留学していたし」

　本当かどうかよく分からない学歴自慢だな？　ダジャレっぽいし。

　しかし、いずれにせよ──。

（俺が水神ミナカミさんを好き、か……。それ自体は正しいな）

　だからこそファンクラブにも入っていたし、こうしてお見合いを邪魔しに来たんだ。

　彼女に、結婚してほしくない。俺のその気持ちは本物だ。

　──とは言うものの、俺の中に引っかかるものがなくもない。

　なぜか胸につっかえるような、そんな迷いの気持ちがあった。

（俺は、なにが気になっているんだ……？　この胸の中にある迷いはなんなんだ？）

　その迷いの正体がなんなのか、はっきりさせる言葉がジョーの口から告げられる。

「よく分かるよ。君は自分が彼女と結婚したくて、それでこうして乱入してきたんだね？　ははっ、マンガみたいで可愛かわいいじゃないか」

「キシャー、シュルルル……!?」

（俺が、水神ミナカミさんと結婚する……？　ジョーの代わりに？）

　そうか。胸につっかえていたのは、このことだ。

（たしかに俺はファンクラブの一員だし、それを抜きにしても仲がいい。水神ミナカミさんのことを美人だと思っている。つまり、それは彼女を好きってことだ。しかし──）

　まだ俺は高校生だし、結婚なんて早すぎる。水神ミナカミさんとは仲良しだが、そこまで一気に関係を深めていいものか？

　いや、それ以前の問題として……俺は彼女のことを、そこまではっきりとした形で好きなのか？　この場で結婚を決めるほどに？

　他の女子たち──たとえばクラウや宮ミ籐ヤと比べて、そこまで格別に好きなのか？　……いや、ここでクラウや宮ミ籐ヤを引き合いに出すのはおかしいか。あの二人とは仲よくやっているが、べつに恋愛的な関係ではない。

　しかし、それなら水神ミナカミさんに対する想おもいは恋なのか？

　家族や友人に対するものとは違うのか？

　もう俺には分からない。すっかり頭が混乱していた。

　──と、ここでポー姫が俺に言う。

「なんじゃリンイチローよ、フスマを『どんどんどん、ばーん』と開けたから、自分で結婚するつもりじゃと思っておったぞ。地球チーキユでは、あれは略奪プロポーズであるのじゃろう？」

「い……いや、略奪プロポーズだなんて、そこまで考えていたわけでは……」

「なんじゃと!?　では、そんな覚悟もなしに他人の結婚を邪魔したと申すか？　そんなスナック感覚で、フスマを『どんどんどん、ばーん』したと？」

「そ、それは……」

　言われてみれば俺、最低だ。

　そう言えば、前にポー姫が言っていた。

『──リンイチローよ、そんな仙人の話など信じておったら、そのうちひどい目に合うかもしれぬぞ？　そんなの選択を後回しにしているだけじゃからな』と。

　もしかして、これがそうなのか？

　いずれにしても、今の俺はひどすぎる。いろいろダメだ。

　俺は水神ミナカミさんに『自分が結婚する気はないが、お金持ちのイケオークと結婚するのはやめてくれ』という、とんでもなく身勝手なことを言っていたのだ。

「キシャー、シュルルル……？」

「い……いや、俺はつまり──」

　この際、いっそ場を取り繕うためだけに『結婚したい』と言ってしまおうか……。そんな、さらに最低な考えすらも頭に浮かぶ。

（いやいや、さすがにそれは……。そもそも、そうやってプロポーズした上で断られたら、俺は一生立ち直ることができないだろうし）

　ああ、俺はどうすればいいんだ……!!

　──と、そんなとき。

「そこまでよ！」

　旅館全体を震わすほどの黄色い女子の声が響く。

　と同時に宮ミ籐ヤが小・中・高の女子二〇名以上を率いて、この松の間に突入してきた。

「麟一郎リン、これ以上お見合いの邪魔はさせないわ！　ハイドォラはジョー様と結婚して幸せな結婚生活を送り、わたしたち平へい家け町ちようの女子一同は地元にイケオークがいるというＱＯＬクオリテイ・オブ・ライフの高い暮らしを送るのよ！」

　お前、またそんな身勝手なことを。

「それとね、麟一郎リン……あんた、もしかして今、勢いで『ハイドォラと結婚したい』とか言おうとしてなかった!?　ちゃんと話は聞こえてたんだからね！」

「は……はは、まさか！　この場を取り繕うためだけに結婚を申し込むとでも？　いくら俺でも、そんなことするはずが……」

「わたしの目を見て言いなさい！」

　断る。ウソついてるのに目なんか見られるはずがないだろ。そもそもお前怒ってて怖いし。

　と、そこに──、

「待ちたまえ！」

　またもや新たな闖ちん入にゆう者しや。それは太陽神ケプリ先輩と、小・中・高の男子たち一〇数名だった。

　先輩たち、無事だったのか！　俺を助けてくれるのか？

「男子一同で話し合った結果、『女子同士で結婚って極めてエロスなので、お見合いは邪魔しなくていいんじゃないか』ということになった」

　って、おいっ！

「実はジョー氏の姿を初めて見たときからずっと思っていたのだが、なかなか言い出せなくてね。しかし、こうして意見が一致してよかった。──麟一郎リンくん、君も撤収したまえ」

「いえ、そういうわけにはいかないでしょ！　ここまで来て中止だなんて！」

「どうしてだね？　美女同士のカップルなんて、たいへんにエロスで素晴らしいではないか。なぜ妨害する理由がある？」

　今気がついたんだが、この先輩って言動がポー姫と同じだな？

「それとも麟一郎リンくん……まさか、本当に結婚を申し込むつもりではないだろうね？　ファンクラブ会則第一条を忘れたか！」

　水神ミナカミハイドォラファンクラブ会則第一条──裏切り者には死を！

　思えば、厳しすぎる掟おきてだ。

「くふふっ、どうする気じゃリンイチローよ？　汝なんじ、絶体絶命のピンチじゃぞ」

　うるさいな、ポー姫は。

　そもそも俺、なんでピンチになっているんだ？　このピンチって『お見合いの妨害』というミッション自体と微妙に関係ない気がするぞ。

　どうして俺がこんな目に……。

（やはり、モテモテ仙人の教えを信じていたせいなのか？　それとも教えに逆らったからなのか？　教えてくれ、仙人！　俺はいったいどうすればいいんだ！）

　──ちょうど、そんなタイミングでのことだった。

　おそらく、それは窮地に追い込まれた俺にだけ聞こえた幻聴にすぎなかったのだろう。

　だが、たしかに──音量こそ小さかったが、しっかりとこの耳に聞こえたのだ。

『──……おもいやりじゃ。おもいやりを使え』

　……？　おもいやり、だと？

『──……そうじゃ。おもいやりこそ最大の武器なのじゃ』

　この声は……まさか仙人!?　テレパシー的なもので俺に助言を？　歳としを取った童貞のみが使えるという魔法の一種か？

　しかし、『おもいやり』とは曖あい昧まいなアドバイスを……。

「キシャー、シュルルル……」

　悩んでいると、偶然水神ミナカミさんと目が合った。

　水神ミナカミさん……。

　そうだ、やっと思い出した。俺がなんのために来たのかを。

「……宮ミ籐ヤ、太陽神ケプリ先輩、こういうのはもうやめよう」

　俺のこの言葉に、二人は目を丸くする。

「麟一郎リン、あんた急になに言い出すの？」

「そうだぞ。僕らと一緒に、美女同士のお見合いを応援しようじゃないか」

「いいえ、先輩……俺たちはあまりにも身勝手に騒ぎすぎました。イケオークに住んでほしいからとか、女子を取られないためだとか、どれも自分たちのためだけに──そこには水神ミナカミさんの意思なんてまるで関係なしに！　邪魔をするにしても、応援するにしても、俺たちはまず本人の気持ちを確認すべきだったのではないでしょうか」

　この場を取り繕うための言葉だが、しかし俺がずっと思っていたことだ。本当の俺の気持ちだった。

「つまり、ハイドォラにどうしたいのかを訊きくってこと？」

「そうだ、宮ミ籐ヤ。俺たちはそんな程度のこともしていなかったんだ。一番大切にしなきゃいけなかったのは、本人たちの気持ちなんだからな」

　俺の話を聞いて、宮ミ籐ヤと太陽神ケプリ先輩は──。

「そうね……。麟一郎リンの言う通りかもね」

「ああ……。ファンクラブ会長として反省しなければいけないだろう」

　二人とも根はいい連中だ。正論を正面からぶつければ、ちゃんと納得してくれる。

　そして、当の水神ミナカミさんも、

「キシャー、シュルル」

　と言ってくれた。

「キシャー、シュルルルル……キシャー」

　……なんだ、俺が誤ご魔ま化かそうとしてたのバレていたのか。やはり水神ミナカミさんの方が一枚上うわ手てだ。

「じゃあ、教えてくれ水神ミナカミさん。君はどうしたいんだ？」

「キシャー……」

　俺が彼女にそう問い、彼女が答えを言おうとした、そんなとき──。




「──いいえ、彼女の意思など訊きく必要はありません！　なぜなら、これは政略結婚だからです！」




　聞き覚えのある声が、部屋に響く！

　それは、仲人の声──お見合いに同席していた、謎なぞの仮面の男の声だった。

「この〝旅館みなかみ（各種宴会承ります）〟には、私の息のかかった銀行が多額の融資をしています。なので彼女は、この縁えん談だんを断ることができないのです」

「何者だ!?　実はテレビモニターで見ていたときから『仲人が謎の仮面の男って、なんなんだよ』と不思議に思っていたんだが、ツッコミを入れるタイミングがなくて困っていたんだ！　──仮面な上に、どこかで聞いたことのあるような声をした仲人、何者だ！」

「フフ……分かりませんか？」

　仲人は、ゆっくりとその仮面を外す。すると下から現れた顔は……。

「お前は……源みなもとシズカ！」

　よその町から来た昆虫学者（自称）の唇くちびるは、真っ赤に妖あやしく笑っていた。

「フフ、その通り……。我が名はシズカ。ですが、これは偽名に過ぎません。その真の名は──源みなもとの義よし経つね（一一五九～一一八九年）！　この町は、もうすぐ我ら源氏のものとなるのです……」





　　６






　時間は、わずかに遡さかのぼる。

〝旅館みなかみ（各種宴会承ります）〟竹の間。

　松の間のちょうど隣になるこの空き部屋で、仲居の海底人二人はひと休みしていた。

「おもいやりじゃ。おもいやりを使え」

「重おもい槍やりですか？」

「そうじゃ。おもいやりこそ最大の武器なのじゃ。レベル４から急に威力が強くなる」

「なるほど……。しかし先輩の声って、モテモテ仙人に激似ですね」

　二人はその直後、番頭から『仕事サボってゲームやってるんじゃない』と怒鳴られ、仕事に戻る。

　自分の一言が麟りん一いち郎ろう少年の窮地を救ったことを、先輩海底人（広島県出身）はまだ知らない。







　その同時刻。

　イース神聖連合王国の騎士ローズバドクラウゼラ・ルー・コトヴィックは、まだ南みなみ平へい家け川がわにいた。

　騒動真っ最中の〝旅館みなかみ〟から徒歩一、二分──彼女の脚なら一〇秒かからぬ距離にいながら、塩素のポリタンクを手にしたまま、ずっと川の前で固まっていたのだ。

「私は、どうすれば……」

　彼女の結論は、まだ出ていない。答えどころか、なんの手がかりもないまま、気の毒にもただただ川かわ面もを睨にらみ続けていた。

　そんなとき……。

「ホッホッホ、迷っているようじゃな？」

　クラウゼラは突然、背後から声をかけられる。聞き覚えのない老人の声で。

　だが、いつの間にそのような老人が彼女の背後に立ったというのか？　蝶ちようが舞う際の風圧さえも感知する、研ぎ澄まされた騎士ローズバドの知覚を擦り抜けて。

「誰だ!?」

　振り向くと、そこにいたのは──。





　　７






〝旅館みなかみ〟の松の間で、仲人の高笑いが響き渡る。

「フフ……私の正体が源みなもとの義よし経つねとは、誰も気がつかなかったでしょう？　五条大橋や勧進帳の逸話でも有名なように私は変装好きですので、昆虫学者に化けていたのです」

　……いや、正体についてはだいたい分かっていたが。

　変装好きな割りには、そんなに上手でもないな？　言動からバレバレだったし。よく考えたら『勧進帳』も変装がバレてしまう話だ。昔から下手の横好きだったのだろう。

「フフ、女装する必然性はなかったのですが、私は変装と同じくらい女性も好きなので。せっかくなので女性に変装して一挙両得を狙ねらってみました。五条大橋でも女装でしたし」

　その解説はどうでもいい。

「フフ……ええと、麟一郎さんでしたね。私の正体を知ったというのに、今一つ驚いた様子がないのはなぜなのです？　もしかして学校では世界史選択なのですか？『ラクをしても九郎九郎』のキャッチフレーズでおなじみ九く郎ろう判ほう官がん義よし経つねなのですが、私をご存じありません？」

　いいや、知らないわけじゃない！　見当ついてたから驚かないだけだ！

　それと、余計なキャッチフレーズはつけなくていいぞ。ちゃんと普通に有名だ。もっと自分に自信を持て。

　とにかく、俺はシズカ──いや、源みなもとの義経に訊たずねた。

「この町を源氏のものにするとはどういうことだ!?　それと水神ミナカミさんのお見合いとどう関係がある！」

「フフ、教えてさしあげましょう……。どうして水神ミナカミハイドォラさんにお見合いをさせたか──それは、ジョー・アップグレード氏のためなのです！」

　イケオークのジョーのためだと!?

「フフ……というより、ジョー氏のお父上であるダイナマイトジョニー氏のためですね。実はジョニー氏はこの町に住んでいる女性と再婚しようとしているのですが、オークの掟おきてでお子さんが結婚しないと再婚ができないらしいのです」

　……俺、その話知ってるな？

「それが、水神ミナカミさんとどう関係ある？」

「フフ、地元政財界の大物であるダイナマイトジョニー氏のご機嫌取りをしようと、お子さんのジョー氏に結婚相手を紹介しようと思ったのです。ジョニー氏は私の息のかかった銀行のお得意様ですから。──ちょうど銀行から多額の融資を受けている旅館に、近きん隣りん市町村でも有名な美人、水神ミナカミハイドォラさんがいましたので、それでお見合いをセッティングしたという寸法です」

「……ん？　それだけか？」

「フフ……ええ、それだけ」

　──って、普通の理由だ！　ただの普通のお見合いじゃないか!?

　しかも、もともとの原因がジョニーと祖ば母あちゃんだったなんて……。

「フフ……。もしかして、お見合いを利用した大規模な陰謀があると思いましたか？　フフフ、そんなはずないじゃないですか。お見合いはただのお見合いです」

　なんだ、その言い草！　ムカツク！

　お前が意味ありげな態度を取るから『裏があるかも』って期待したんじゃないか。なのに人をバカ扱いしやがって。

「……あれ？　じゃあ『この町は、もうすぐ源氏のものになる』ってのは、どういうことだ？　普通にお見合いしても、町を手になんかできないだろ」

「フフ……それは、また別の作戦です。窓の外をご覧ください」

　いろいろやっている間に、外はすっかり暗くなっていた。西側の空がわずかにオレンジ色をしているものの残りは真っ暗。

　そんな夕ゆう闇やみの中に……、




　──ぽわっ




　と光の玉が浮いていた。

　それも、何百という数が！

「これは、ホタル……？」

「フフ、いかにも！　もちろんゲンジボタルです。義よし経つね派特製のね」

　義経派特製？　──って、こいつらよく見たら昆虫じゃないぞ!?

　俺の隣でポー姫が、光の舞う景色を見ながら暢気のんきに感心していた。

「ほほう、綺き麗れいなものじゃのう。クラウゼラが夢中になるのも分かるのじゃ。ところで、こやつらどうやって光っておるのじゃ？」

「フフ……もちろん、タバコです」

　そこにいたのは、タバコを咥くわえた昆虫人間たち！　しかも源氏だからか武者姿だ！

「フフ、源氏のホタルは大型で高い戦闘能力を持っているのですが、奥さんに家での喫煙を禁止されており、こうして夜中にウロウロしているのです」

「なるほどのう。ホタールの光というものは美しくもどこかもの悲しいものではあるのじゃが、そのように切ないバックグラウンドストーリーがあったとは……」

　いいや、騙だまされるな。ウィキで調べた『ホタル族』とゴッチャになってるぞ。いつものロングパスの伏線ギャグだ。

「フフ、このゲンジボタルの武力を以もつて、平へい家け町ちようを占領してやるのです！　実は私はこの町の隣にある市町村、源氏町の有力者でして。この平家町を武力で市町村合併するためにホタル兵たちを用意したのです」

　隣の源氏町と？

　そういえば、役場の主任が合併の話をしていたな。またもや意外なロングパスだ。

「フフフ……以前から買収工作などで町役場内に合併賛成の派閥を作り、そして最後にダメ押しでこの武力侵攻です。──戦に使う兵糧や居留地も、今ごろクラウゼラさんが用意してくれています。川に貝をバラ撒まいてね」

「──ッ！　そのためのホタル事業か！」

「フフ、その通り……」

「そんな！　クラウは純粋な気持ちで、ホタルと田舎の自然を愛してたんだぞ！　それで、川に塩素を撒く汚れ仕事まで引き受けたっていうのに……。罪悪感は感じないのか、この悪党め！」

　義経はずっと妖あやしげな微笑を浮かべていたが、俺の言葉を聞き、その表情を変えた。

　にやりと唇くちびるの端を吊つり上あげる『笑み』から、げらげらという『高笑い』に。

　もしかするとそれは、彼が初めて俺たちに見せた、心の底からの本当の笑顔であったかもしれない。

「フフ……フハハハハハハッ！　罪悪感？　そのようなもの感じるわけないじゃありませんか！　私はいずれモンゴルに渡ってジンギスカンにならなければいけない身。そのためには、この程度の町の合併に手間取っているヒマはないのです。効率よく勝利するためには、どんな卑ひ怯きような手だって使います」

　そういえば中学のとき、古文の先生が言っていた。義よし経つねはもともと卑怯な作戦を好んで使うタイプで、だからこそ数で劣った軍勢を率いて平へい家けの大軍に勝利できたのだと。

　だとすれば今、俺の前で高笑いする義経は『昔ながらの姿』であったに違いない。

「フハハッ、それに君、『悪党』は僕らにとって悪口じゃありません。源平時代の武士にとって『悪党』は『強者』の意味！　僕はそんな時代から戦い続けているのです」

　そういえば、それも授業で習った気がする。

「フフ……若干、話がずれてしまいました。──水神ミナカミハイドォラさん！」

「キ……キシャー……」

「フフ。そこの麟りん一いち郎ろうくんがなんと言おうと、このお見合いで貴女あなたに自由意思などありません。政略結婚なのですから。──貴女にある選択肢は、ジョー・アップグレード氏との縁えん談だんを進めることだけ！　それとも断って、この旅館を潰つぶしてしまいますか？」

「キシャー、シュルルルル……」

　またもや卑怯！

　この政略結婚は、平へい家け町ちよう侵攻と比べてずっと規模の小さい悪事なのだろう。やっていることは普通のお見合いであったのだし、縁談自体はそれほど悪くない話だ。イケオークで金持ちのジョー相手ならば、かわりに結婚したい女はいくらでもいる。

　だが──、

「キシャー……」

　水神ミナカミさんの悲し気な顔！

　俺には、義経を許すことはできなかった。

　──それは、他の連中も同じだ。

「なんというクソ野郎……。こんな男、転がすにも値しない……」

　太陽神ケプリ先輩率いる男子たちも、

「アンタはやっちゃいけないことをしたようね。わたしたちの友達を泣かすなんて」

　宮ミ籐ヤたち、お見合い賛成派だった女子たちも。

　今は皆、心は一つだった。

「キシャー、シュルルルル……キシャー」

　ずっと泣くのを我慢していた水神ミナカミさんの頰ほおに、ついに一筋の涙がこぼれる。だが、それは悲しみのためではないのだろう。

「フフ……皆さん、なかなか美しい友情です。しかし所しよ詮せん、子供のすること！　貴方あなたがたになにができると？　──いいですか、水神ミナカミハイドォラさん。貴女が縁談を断れば、この旅館に対する融資は打ち切ります！　それに町役場内の合併賛成派に手を回して、忘年会など各種宴会も別の場所でするようにしてもらいます！　これは決定です！」

「キシャー……」

　義よし経つねの言う通りだ。このときほど、俺が子供であることを呪のろったことはない。

　この町の子供たちは、普通では考えられないほどの強さを持った者もいる。怪力やビーム、宇宙の科学。学校の子供だけで、ちょっとした軍隊ならば相手にできた。実際、前に自衛隊とも戦っている。──だが、それは戦闘でだけ使える力。

　お金の前には、ただの無力な子供でしかない。皆、口惜しさで歯は嚙がみする。

　俺たちは、このまま黙って見ているしかないのか？　水神ミナカミさんはジョーと結婚してしまうのか──!!




「──あ、いや、結婚しないよ？　僕、この縁えん談だん断るつもりなんだ」




　突然の衝撃発言！

　唐突なタイミングでそう言ったのは、もう一人のお見合い当事者、イケオークのジョー・アップグレードだった。

　ジョーは、気取った動作で金色の前髪を搔かき上あげながら笑っていた。かわりに義経の顔から笑いが消える。

「フフ……？　えっ？　ジョー氏、どういうことです？」

「僕も最初は『結婚してもいいかな』と思っていたんだ。父のジョニーは母が亡くなってからずっと寂しそうだった。そんな父に、ついに好きな人ができたというのだからね。そんな父の再婚のためだ。お見合いくらいするじゃないか」

　ジョー・アップグレード、大人だな!?

「それに、実際に目にしたハイドォラ嬢は、想像よりずっと可愛かわいらしい女ひ性とだったしね」

「キシャー……」

「だから、この縁談は少々もったいないと思っている。しかし……実は僕には好きな女性がいるんだ。──いや、できたんだ。昨日、町の様子を見て回っているときに、この僕ともあろうものが、名前も知らない少女に一ひと目め惚ぼれをしてしまって……」

　この町に好きな女性だと？

　その発言を聞き、周囲の女子たちは『もしかして自分では』と色めき立つ。

　お前ら、妙な期待をするな。目の前にいるのにジョーがなんの反応もしてないのだから、お前らじゃないってことなんだろ。

「歳としは、ここにいる子たちと同じくらい。肌は白く、澄んだ目をしていて、背は小さ目で──一般的なオーク好みとは違うんだが、それでも、とても綺き麗れいな子だった。父がよく行くというセタさんの家の近くで見た子だ」

　俺んち？　俺んちの近くにそんな美少女がいたというのか!?

「ははあ、さては妾わらわのことじゃな。セタ家のあたりにいる美少女といえば妾のことじゃ」

　ポー姫、いきなり話に入ってくるな。

　……とはいえ姫は一応条件に合うか。中身はともかく見た目だけなら美少女だし。

　しかし、ジョーはキッパリと否定する。

「全然違います。こんな腐った目の子じゃありません」

「なんじゃと!?」

　やはり違ったか。『澄んだ目』って言ってたからな。

「ならば、我が騎士ローズバドクラウゼラか!?　女騎士とレズオークという組み合わせは、なんともエロスなものじゃが……」

『背は小さめ』って言ってたから違うだろ。──やはり心当たりがないな。だとすれば、偶然通りがかっただけの子か？　せっかくだから俺も見てみたいが……。

「とにかく、この僕ジョー・アップグレードは生まれて初めて、心を奪われてしまったんだ。なのでハイドォラ嬢、残念ながらキミとは結婚できない。許してほしい」

「キシャー、シュルルル……」

　もしかすると、一ひと目め惚ぼれの話はウソかもしれない。

　ジョーは想像以上にいいやつで、断れない水神ミナカミさんにかわって自分から断っただけであるのかも。もし、そうだとすればこのジョーは見た目だけでなく、心までイケメンのイケオークということになる。──そう一瞬だけ思ったのだが、

「ちなみに二番目に心を奪われたのは、最初に乱入してきたおさげ髪でセーラー服の子だ。仲間想おもいの発言がグッときたよ」

　どうやら、そうでもないらしかった。

　ていうか、それって俺じゃねえか！　まだ女だと思ってるのか？

「おさげの子……キミのおかげで、僕はお見合いを断ることができたんだ。父や仲人に遠慮することなく自分の意見を言うことができた。『一番大切にしなきゃいけないのは自分たちの気持ちなんだ』って、キミが言ってくれたからだ」

　そんなつもりで言ったわけじゃないんだが……。

「セタ家の近くにいた少女にフラれたら、かわりにキミが結婚してくれ」

　断る！　どういうプロポーズだ。

「──いいな、いいなー」

「──断るなら交代してよ」

「──この際、麟一郎リン先輩に結婚してもらいましょうか？」

　女子たち、羨うらやましそうな目で俺を見るな！　勝手なことを言うんじゃない！

　だが、いずれにせよ義よし経つねの陰謀のうち片方は、これで頓とん挫ざしたと言えるだろう。

「フフ……まさか、ジョー氏に断られるとは……。かくなる上は──残りもう一つの陰謀だけでも成就させてくれる！　ホタルども、全軍出撃！　武力で平へい家け町ちようを制圧するのだ！」

　和風の鎧よろいを着込み、手には弓矢や槍やりを持った完全武装のホタル人間たち、数百名。

　夕ゆう闇やみの中に、無数のタバコの火が光る。

「フフ、久しぶりにこの私が自ら軍を率いましょう。かつて平へい家けを滅ぼした将帥ぶり、とくとその身で味わいなさい！」

　昆虫人間の軍勢の前で、高らかに見み得えを切る源みなもとの義よし経つね。

　しかし、そんな彼の前に立ちはだかる一つの影があった。それは──、

「キシャー、シュルルル！」

　水神ミナカミさん──アトランティスの守護女神、水神ミナカミハイドォラ。

　触しよく手しゆは既に、戦闘態勢に入っていた。
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　触手が、鮮やかな赤とオレンジ色に変わっている。

　これは警けい戒かい色──自分が高い戦闘能力を持っていることを示す色であり、水神ミナカミさんにとっては怒りの感情を表す色だ。

「フフ、愚かしい……。この義経に刃向う気なのですか？」

「キシャー、シュルルル！」

「フフ……いいでしょう。本当なら私は武器を抜く必要さえありません。銀行に連絡してこの旅館を潰つぶしてしまえばいいだけですから。しかし、貴方あなたの度胸に免じ──」

　そう言って、義経は抜いた。

　すらり、と。腰に挿していた太刀を。

「武力で決着をつけるチャンスをあげましょう！」

「キシャーッ！」

　水神ミナカミさんが気勢を上げると共に、無数の触手が義経へと襲いかかる。

　それはまるで赤とオレンジ色の雨。ふりそそぐ触手のシャワーのようだった。

（水神ミナカミさん、勝てるのか……？）

　彼女が強いことは先日知った。おしとやかなイメージの強い水神ミナカミさんが、あのクラウと互角の戦いぶりを見せたことに、俺は心から驚いたものだ。

　だが義経は、そのクラウに勝った男。

　しかもクラウと違い、手加減などはしてくれまい。

「キシャー、シュルルル！　キシャーッ！」

「フフッ！　この程度！」

　迫り来る触手のシャワーを、義経は避けた。

　太刀で受けるのではなく、後ろに跳ぶのでもなく。

　上に。

　真上へと跳躍して。

　助走もなしに、二メートルの高さまで跳んでいた。人類離れした脚力だ。オリンピック選手でもこうはいくまい。ましてや体操着でなく和服で、しかも手には武器を持った状態というのに。

　これが有名な『八はつ艘そう跳び』。五ご条じよう川原がわらや壇だんノの浦うらで名を馳はせた、義よし経つねの驚異的な跳躍力だ。

「シュルルッ!?」

「フフ……。ええ、そうでしょうね。跳んでいる最中は方向転換もなにもできないから隙すきだらけになる──。そう思うのは当然でしょう。空中には足場もなにもないのですから」

「キシャーッ！」

　宙を舞う義経に、再び触しよく手しゆの群れが襲い掛かる。だが──、

「フフフッ。足場、発見」

　彼へと伸びた触手のうち一本を──蹴けった。

　踏みつけ、蹴って、さらに跳んだ。文字通り足場にしたのだ。

　恐るべき身の軽さ。これほどの体捌さばき、本来なら人間に可能な技ではない。当然、残りの触手は義経に触れることもできずに空を切るのみ。

　この時点で水神ミナカミさんの触手は、そのほとんどが攻撃をかわされ伸び切った状態となっていた。隙を衝ついたはずが、自らの防御ががら空きの状態となっている。これこそが義経の狙ねらいであったのだろう。──義経は空中で高笑いしつつ、その抜き身の太刀を振りかざす。

「フハハハハハハッ！　こんなものですか！」

　太刀の刃は、水神ミナカミさんへと振り下ろされる。

　水神ミナカミさんは、残りの触手で防御するが──、




　──すぱり




　三本まとめて、触手は斬きられた。切断された。傷口からは青紫色の血が噴き出す。

「キシャー、シュルルルルルルルル!?」

　水神ミナカミさん！

　まさか、水神ミナカミさんの触手を切り落とすとは。彼女の触手はぬるぬるの粘液で包まれている上に軟体で、クラウの戦剣ローゼウムですら斬ることはできなかったというのに。

（やはり、義経の腕前はクラウより上なのか……）

　今ので、それが証明されてしまった。認めたくはなかったが。

「フハハハ、痛いですか？　それとも意外と痛くないものですか？　なんにしても、その程度の腕前で私に戦いを挑むのが悪いのです」

「キシャーッ……!!」

　戦いを見ていた小・中・高の生徒たちは皆、『この戦いに加勢して水神ミナカミさんを助けたい』と思ってはいた。

　たとえば太陽神ケプリ先輩などは、さすがはファンクラブ会長。あの怖おそろしい義経に果敢に向かっていこうとしていたが──しかし武者姿のホタルたちに阻まれ、近づくことさえ叶かなわない。

「キシャー、シュルルルルルルルル……」

　孤立無援の水神ミナカミさんは噴き出る青紫の血を止血もせずに、尚なおも戦い続けようとする。──だが、そんな彼女に義よし経つねは、再び太刀を振りかざす。男ながらも美しい義経の顔が、笑いで醜みにくく歪ゆがんでいた。

「フハハハ……これで最後です」

「キシャーッ!?」

　水神ミナカミさんの悲鳴が響く中、刃やいばは無情にも振り下ろされるが──、




「──そこまでだ」




　刃は、届かなかった。

　太刀が止められたのだ。いくつもの宝石が埋め込まれた、オーク樫かしの棍こん棒ぼうで。

「子猫ちゃん、助太刀させてもらうよ。──もしかして、お邪魔だったかもしれないが」

「キシャーシュルルル……？」

　義経の一撃を受け止めたのは、イケオークのジョー・アップグレードだった。

「フフ……!?　なぜです、ジョー・アップグレード氏！　どうして彼女に味方を？」

「悪いが、僕は美しい少女の味方なんでね。結婚は断ったが、それでも目の前でひどい目に合わせるわけにはいかない。──それに、とにかくキミが悪い」

「フフ？　私が？」

「ああ。レディに剣を向けるだなんて、粋な紳士のすることじゃあないよ」

　このイケオーク、やはり恰かつ好こういい。

　ジョーは、その宝石つき棍棒で義経へと打ちかかる。

　この棍棒はダイナマイトジョニーが使っていたものと同じだ。魔法の宝石を埋め込むことで、木製でありながら戦剣ローゼウムに劣らぬ威力を発揮する。いかなる城壁をも砕き、人体ならば掠かすっただけでも四散させるに違いない。

　そんな棍棒の一撃が、義経の額へと振り下ろされる──。

「フフ……仕方ありません。ならば、二対二といきましょう！」

　地面が、揺れた。義経やジョーのいる足元が。

　棍棒が触れる、その直前に。

　そして現れたのは、身長三メートルはあろう大男──義経の腹心、武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けい（生年不詳～一一八九年）の姿だった。

「ウガーッ！」

　弁慶は巨体に似合わぬ素早い動作で薙刀なぎなたを振るい、ジョーの棍棒を受け止める。それは神速とも言うべき身のこなし。しかも魔法の棍棒を受け止めるとは！　──前にクラウの戦剣ローゼウムを受け止めたときと同じで、武器の力ではなく武術の腕前によるものなのだろう。

「ウガー!!」

「へえ……キミ、なかなか強いな？　しかし、どうして地面の下に？」

　問いに答えたのは、弁べん慶けい本人ではなく主である義よし経つねだった。

「フフ……こんなデカいのが地面から出てきたら、みんな驚くかと思いまして」

　割とくだらない理由だったが、しかし驚かされたのは確かだった。ジョーと水神ミナカミさんに、わずかながらも狼ろう狽ばいの色が見える。効果を鑑かんがみるに、義経もただの冗談でやったのではなさそうだ。一種の心理戦であるらしい。

「フハハハハハハッ！　我らは二人揃そろえば無敵なのです！」

　これも、ハッタリではないのだろう。その後、義経と弁慶は武器を振るい、ジョーや水神ミナカミさんと何合も打ち合った。──だが、戦いは義経たちが圧倒。人間業とは思えぬ身のこなしと剣技に、ジョーたちは翻ほん弄ろうされるのみだった。

「キシャー、シュルルル……」

「クッ……まさか、これほどまでの腕だとは……」

「フハハ！　ジョー氏、助太刀しておいてこの有り様とは滑こつ稽けいですな？　本当は、貴方あなたとは戦いたくなかった。お父上のジョニー氏に愛想よくしたかったのに……。ですが、こうなっては仕方ありません。せいぜい、いたぶってあげましょう！」

　俺の素人目にも、ジョー・アップグレードは優秀な戦士だった。歳としは一七で俺たちとそんなに変わらないのに、この場に来ている平へい家け町ちようの子供たちのだれよりも強い。

　でありながら義経と弁慶には、まるで赤子のように扱われている。手も足も出せないままだった。

（いけない、このままでは……!!）

　いや──俺たちは、とっくに詰んでいたのだろう。

　勝利の目はなく、ただ無駄な抵抗をしながら敗北を待つ──そんな状態でしかない。皆、目からは光が消え、絶望の色に染まっていた。

　たった一人を除いては。

「くふふっ、聞いたかリンイチローよ？　ジョー・アップグレードめ。オークのくせに『クッ』と言ったのじゃ。まるで女騎士のようではないか」

　ただ一人、このポー姫だけは例外だった。

「姫、お前よく笑ってられるな？」

「汝なんじこそ、なにをしょぼくれておるのじゃ？　我らはまだ全然ピンチではないのじゃぞ。こちらには頼もしい味方がおる」

　頼もしい味方だと？

「妾わらわには分かる……。もうじき、こちらに来るはずじゃ。妾たちが困ったとき、必ず助けてくれるのじゃ……」
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　時間は、ほんの数分だけ遡さかのぼる──。

「ホッホッホ、迷っているようじゃな？」

「誰だ!?」

　川辺でポリタンクを抱えていた女騎士クラウゼラが振り向くと、そこにいたのは一人の見知らぬ老人だった。

　とはいえ、ただの老人ではあるまい。騎士ローズバドたる彼女に気づかれることなく背後に立つなど、常人の為なせる業わざではなかった。

「いつの間に……」

「近づくのは簡単じゃ。迷える者の目は、あらぬ方向を見ておるもの。近くにある大事なものも目には入らん」

「そんなはずは……!!　そもそも、私は迷ってなどいない！」

「ホッホッホ、そうかそうか」

　いいや噓うそだ。迷っている。

　今の自分には、目の前さえも見えていない。──それはクラウゼラ自身にも分かっていた。そして、このままではいけないことも。

　そんな悩める女騎士を、老人はまた「ホッホ」と笑った。

「お若いの……少しは気楽に考えてはどうじゃ？　真面目まじめに考えすぎるから迷うのじゃよ。ときには無責任にフラフラするも一つの手じゃ。──この川を見よ。常に流れていながらも、ずっと同じ川であろう？　それと同じじゃ。本当に大切なものは、どれほど流れても決して失われることがない」

「本当に大切なものは、決して失われることがない……」

「うむ」

　クラウゼラは思い出す。なにが一番大切なものであるのか。

　それは、ずっと目の前にあったというのに彼女は見失っていた。

　決して失われることはなく、決して失ってはいけないものを──。

「ご老人……貴殿は何者だ？」

「ホッホッホ、ワシか？　ワシには名などない。とうに捨てた。しかし町の者たちは、ワシをこう呼ぶ──〝モテモテ仙人〟とな」

「モテモテセンニン……」

　クラウゼラには仙人の言葉の意味が完全に理解できたわけではなかったが──それでも、わずかに気が楽になったように感じられた。

　ほんの少しではあるが、曇くもった心に光明が差した。

「そうだ……。私が本当に守らなければいけないもの、それは──」







　源みなもとの義よし経つねと弁べん慶けい、それに何百と言うホタル兵たち。

　これほどの敵を前に絶体絶命という状況でありながら、ポー姫は『まだ希望はある』と言う。

「くふふっ、妾わらわには分かるのじゃ。今ごろ、その『味方』は我らのところに向かっておる。決して妾たちを見捨てはしない……」

　味方だと？　それは、いったい──。

　と、そのときだ。

　ホタル兵のうち、一番外側に陣取っていた者たちが、




　──ぎゃあっ




　と、鈍い悲鳴を上げた。

「今のは、いったい……？」

「くふふっ、やはり来てくれたようじゃのう。見るがよい」

　この窮地に駆けつけてくれた、頼りになる味方──。

　俺は、悲鳴の上がった方向に目を向ける。

「さてはクラウか!?　クラウが助けに来てくれたのか！」

「いいや、違うのじゃ。ただのゾンビじゃ」

　……はい？　ゾンビ？

　悲鳴の上がった方向を見た俺の目に映ったもの。それは──、




「「──ゾビー、ゾビー」」




　ゾンビ。

　それも、何千体という群れだった。

「ゾビー。こんばんは、ポー姫さん。よその県から助けに来ました」

　ゾンビが喋しやべった！

「おお、ご苦労じゃったのう。──リンイチローよ、憶おぼえておらぬか？　ピ○リ守もり山やまにおったゾンビたちじゃ」

　そんなの憶えてるわけないだろ！　……と思ったが、このゾンビ、よく見たらモールにいた社長だか支配人だかの人だ。そうか、あのままゾンビになってしまったのか。

　ゾンビの群れはホタル兵たちに襲いかかり、次々と倒していく。瞬く間に源氏の陣は崩れていった。

「これで逆転のようじゃのう。汝なんじら、よく助けに来てくれたのじゃ」

「なあに、ポー姫さんにはお世話になりましたから。ゾビーゾビー。あの寂れたピ○リ守山を『ゾンビも自由に買い物できるショッピングモール』としてリニューアルし、しかも県内だけで一〇号店までできるという繁盛ぶり。今や我が県はピ○リとゾンビの県です。どちらもすごい勢いで増えていっています。──これというのも全すべてポー姫さんのおかげです。我らゾンビは恩を決して忘れません」

「うむうむ、義ぎ理り堅がたい連中である」

　なんなんだ、この展開。

　だが、そんな話をしている間にも、ホタル兵たちはほとんどが倒され、もはや軍事行動は不可能なレベルにまで数を減らしていた。頼りになる味方であったのは間違いない。

「くふふっ、どうじゃヨシツネとやら。これで汝なんじの陰謀はオジャンじゃ」

　勝ち誇るポー姫に、義よし経つねは真っ赤な唇くちびるを歪ゆがめて悔しがる。

「フフ、クッ……!!　いいえ、まだです！　私と武蔵むさし坊ぼうがいれば、ホタル兵一〇〇〇人分以上の戦力になります。まだまだ町の制圧は可能なはず！」

「ほほう、そうであるか。……ところで、気になっておったのじゃが──」

　ポー姫は、口元に意地悪い笑いを浮かべながら──言った。

「ムサシボウとやら、汝の相棒はミナモトノヨシツネにそっくりじゃのう」

「ウガーッ！」

　この一言で、勝敗は決した。






エピローグ







ポー姫「今回もロングパス伏線が冴さえまくっておったのじゃ。さて、みんなはいくつ分かったかな？」

麟りん一いち郎ろう「そういう推理クイズ的作品だったのか」
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「ウガー!!　コヤツ、面倒バカリカケオッテ！　ロクニ役ニモ立タヌクセニ、オ尋ネ者ノヨシツネニ似テイルトハ腹立タシイ！　イッソ、コノ場デ殴リ殺シテクレル！　ウガーッ！　ウガーッ、ウガーッ！」

「ギャーッ！　やめろ、バカ！　もう正体バラしたあとだ！　もうバレてていいんだ！　とにかくやめろ、この大バカ野郎！」

　一〇分後。義よし経つねは弁べん慶けいに足腰立たなくなるまで殴られ続け、ついには撤退を余儀なくされる。

「どうやら、我らの勝ちのようじゃのう？　これに懲りたら、二度とヘイケ町には手を出さぬことじゃ」

　ポー姫は勝利を宣言するが──、

「フフ……勝ちですと？　それは思い上がりというものでしょう」

　義経は、ボロボロで足腰立たないながらも、まだ余裕があるようだった。

「ほう？　どういうことじゃ？」

「フフ、私は一いつ旦たん、この町から去ります。ですがこれは一時的な退却に過ぎません。また兵たちを率いて何度でも武力侵攻してやりますよ。──この町の役場や町議会には、まだ私のシンパがたくさんいます。私から賄わい賂ろを受け取った人たちがね。彼らがいる限り何度でもチャンスはあるのです」

　なんという往生際の悪さ。

　だが、義経の言う通りなのだろう。平へい家け町ちよう側に協力者がいるのなら何度でも再挑戦は可能になる。

「ふむ……しかし、既に陰謀は知られてしまったのじゃぞ？　汝なんじとゲンジ町とやらが野心を持っておることも、役場の中に仲間がいることも。それでも平気と申すか」

「フフ……フハハハハッ、ちっとも問題ありませんよ。ここにいるのは、ほとんどが子供ばかり。いくらでも誤ご魔ま化かせますし、そもそもだれが子供の話など真に受けるというのです？」

　義経は、唇くちびるを歪ゆがめて甲高く高笑い。

「フハハハッ、全すべては無駄なのです！　貴方あなたがたに勝利などない！　たとえば、たまたま今回のあらましを隠しカメラで撮影していて町中にテレビ放送でもしていない限りはね！」

　……どうやら、俺たちの勝利でいいらしい。

　銀河広域軍事帝国ハーストウールのスパイカメラは、今も各家庭に映像を送り続けていた。
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　同時刻。

　瀬せ田た家では、麟りん一いち郎ろうの祖母たる瀬田トメ子とオークのダイナマイトジョニーがテレビを見ていた。

　ミヤヤマートから貸し出されたチューナーをつけて。

　テレビを見る二人の話題は、源みなもとの義よし経つねの陰謀のことではなく、ジョニーの娘ジョー・アップグレードの見合いのことだ。

「やれやれ、見合いが潰つぶれてよかったよ」

「そんな！　ワタクシは、一刻も早くトメ子さんと再婚をしたくって……。貴女あなたをこれ以上待たせたくなかった……ブゴーフゴー」

「気持ちは嬉うれしいけどね。……でも、あの子ジヨーは父親に再婚させるために、自分も結婚する気だったんだよ。子供にそこまで気を遣わせるのはいただけないね」

「フゴー……トメ子さん、ワタクシを嫌いになりましたか？　自分の愛のために、子供に見合いをさせたワタクシを……ブゴーフゴー」

　しょんぼりとうなだれる身長三メートルの族長級オークに、トメ子は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみかけつつ──、




　──こつんっ




　と小さな拳げん骨こつで、彼の額を軽く突つついた。

「痛っ、ブゴー……」

「ふふっ馬鹿だね、子供のいる男がそんな顔するものじゃないよ。ただ、慌てることはないって言ってんのさ。──アタシゃ七〇年以上もオンナやってるんだ。今さら焦んなくても平気だよ」

「トメ子さん……ブゴーフゴー」

　ほんの少しだけ歳とし上うえだからか、それとも女という生き物は常に男より一枚上うわ手てなものなのか。

　この人には敵かなわない──ダイナマイトジョニーは、頰ほおを染めつつそう感じた。
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　さらに三〇分後。

　既に夜。先ほどから雲が出ているため空は暗く、街灯の少ないこの町はすっかり闇やみに包まれる。

　俺とポー姫が〝旅館みなかみ〟から借りた電灯を手にして川辺に行くと、クラウは夕方と同じ場所にいた。

　漆黒の真っ暗闇の中、ほとんど同じポーズのままで。

「クッ……私はどうすればいいんだ！　あの老人の言う通り、本当に大切なことは別にあるはず！　しかし、だからといって一度従うと決めた命令に背くわけには……。早く決めなければ……川に毒を撒まくか、それとも中止するのかを。迷いを捨てて選ぶのだ！　ああ、しかし──」

　こいつ、まだ悩んでたのか。──だが、まだ川に塩素を撒いてないようでよかった。

　ポリタンクを抱えたまま身動きひとつしない女騎士に、俺は後ろから声をかける。

「おいクラウ、それ撒かなくていいぞ。ホタル事業は中止になった」

「なにっ!?　本当か、リンイチロー!!」

　本当は、まだ中止になったわけじゃない。ただ、テレビで陰謀が知れ渡った以上、事業はやがて中止になるだろう。

　そのあたりの事情を詳しく説明してもよかったが、複雑な話をしてこれ以上クラウを悩ませるのも気が引けたため、

「ああ、本当だ」

　と返事をした。クラウはポリ容器の蓋ふたを閉めつつ、ふうっと大きく息をつく。これはもちろん安あん堵どの息だ。

「ふう……。助かった……」

「よかったな、クラウ」

「ああ、ありがたい……。とはいえ、ほんの少しだけ残念に思う気持ちもある。あの美しいホタールが、この町で見られぬということだからな。もちろん贅ぜい沢たくな悩みだが……」

「それなんだが、クラウ──カッパのキザクラから伝言がある。『ありがとう』と『下流を見ろ』だそうだ」

「……？『ありがとう』とは？　感謝されるようなことなど、私はなにも……」

「さあな。俺が思うに、たぶん『自分たちの川を気にかけてくれてありがとう』ってことじゃないか。キザクラは不良だしバカではあるが、そこまで悪いやつじゃないんだ」

「そうか……。それで『下流を見ろ』とは？　この川の下流でいいのか？」

「ああ。そろそろ時間のはずだ」

　俺が懐中電灯のスイッチを切ると、川の下流側で──、




　──ぽわっ

　──ぽわっ、ぽわっ




　光った。仄ほのかな黄色い光が。

　淡あわく小さな光が群れをなし、暗くら闇やみの中を飛び回る。

「なんと、美しい……」

　これは、河童かつぱたちの礼であり詫わび。

　よその世界からの来訪者でありながら町の自然に尽くそうとしてくれたクラウへの礼であり、地元民でありながら川を汚していた河童や水属性町民たちからの詫びとして、せめて美しい光景を見てもらおう。──そんな気持ちによるものだった。

「これは、ホタール……？　ヘイケ町にホタールは棲せい息そくしていないはずでは？」

「河童たち秘密のホタル祭りだそうだ。本当は人間には内緒だが、今夜だけは特別に見るのを許可してくれた」

「そうか……。これがホタール……テレビで見るより、ずっとずっと美しい……」

　暗闇のキャンバスに、光の舞うイリュージョン。それは自然の生んだ芸術と呼んでいい。

　人間の知らないところで、こんな美しいショーが繰り広げられていたなんて……。

　──と、ここで、それまで黙っていたポー姫が語り始める。

「見るがよい、我が騎士ローズバドクラウゼラよ。汝なんじが張り切らなくとも、この町にはこれほど素晴らしく綺き麗れいな大自然があったのじゃ。それも多数派の人類ヒユームが知らぬところでな。──我らは、ここからいくつかの大切なことを学ぶことができるのじゃ」

「と、言いますと……？」

「自然というのは美しいものじゃ。しかし、それは人間のために美しいわけではない。様々な生物が自分たちの都合で、勝手に美しくなったり醜みにくくなったりしているに過ぎん。人間の都合で『これは綺麗だから増やそう』『この町でも育てよう』などと考えるのは身勝手なエゴなのじゃ」

「は……姫殿下のおっしゃる通りです。私は本当に大切なことを見失っていたのでしょう。そのせいで取り返しのつかないことをするところでした」

　そうだな。塩素を撒まかなくてよかった。その意味では、これはクラウの守った景色であるのかもしれない。最後の最後に彼女は、大自然を守護する聖戦士になれたのだ。

　俺たちはその後も、この美しい光景を眺め続けた。

　ずっと。ただただ、ずっと……。

「これにて一件落着のようじゃのう」

「ああ、そうだな。これで全部カタがついた。……いや、待てよ。一つだけ分からないことがある」

「なんじゃ、申してみよ」

「俺んちの近くにいた美少女ってだれだ？　イケオークのジョー・アップグレードが一ひと目め惚ぼれしたっていう女の子は？」

「リンイチロー、必死じゃな？　そやつが見つからないと、汝なんじがジョーと結婚することになるからのう」

　そういや、そんな話もあったか！　ということは今回の話、ちっとも一件落着していない。俺と直接関係する部分がそのまままるまる残っていた。

「くふふっ、心配せずとも妾わらわにはそれがだれだか分かっておる」

「本当か!?」

　ポー姫ではなく、『背は小さめ』と言っていたからクラウでもなく、近所にもそれらしい子は住んでいない。

　ジョーの言っていた美少女とは何者なのか──？

「決まっておる。祖母殿じゃ。妾でないなら他に選択肢はあるまい？」

「──って、おいっ！」

　こんなときに、要らないボケを！　人が真面目まじめに話しているのに！

「祖ば母あちゃんのわけないだろ！　七二歳のババアが、なんで『美少女』なんだよ！」

　孫の俺が言うのはなんだが、祖母ちゃんはたしかに美人ではあるのだろう。見た目も他の年寄りよりは若く見える。

　しかし、だからといって美『少女』とは──。

「む？　なにを言っておる？　……ははあ、これはアレじゃな。汝は、ずっと一緒に住んでて見慣れておるから気づいておらぬというパターンじゃろう？　言っておくが、祖母殿はとても美人でカワユクて──しかも、エルフだから肉体年ねん齢れいは一〇歳前後じゃ」

「…………はい？」

　姫のやつ、最後に衝しよう撃げき的てきな発言をした。





あとがき


クラウ「なんと美しい……。これがカッパたち秘密のホタル祭り……」

ポー姫「これこそが、真の大自然の美しさなのじゃ」









　チース、カッパのキザクラです。皆さん、キュウリ吸ってますか？

　そろそろアタシらカッパが秘密のホタル祭りをするシーズンとなりました。この時期、夜中に川辺に行くと、川に沿って緑色をした光の玉が飛ンでいることがたまにあります。多くの場合、それは本物のホタルが飛んでるンでしょうが、そうでなければ……もしかすると、アタシらカッパの仕業かもしれませン。

　ホントは人間たちには極秘なンですが、ラノベを三巻まで買ってくれたお礼に、特別にその話をしようと思います。

　夜風が気持ちよくなってきたこの季節。厳しい奥さんに室内での喫キューを禁止されているカッパたちは川辺に集まり、一斉にウンコ座りしながらキュウリに火を点つけて吸うのです。その緑色の火は働くお父さんの悲哀のためか、どこか物悲しく──、

「──って、おいっ！」

　ン？　どうしたンだよ、麟一郎リン先輩？

「なんか、いろいろと台無しだろ！　美しい大自然の景色と思って感動したのに、これって喫キューの火だったのかよ!?」

　ホタル族って言うくれェだからな。つうか、これになンの問題があると？　アタシらカッパも大自然の一部で、この喫キュー姿も見た目的に美しいンだから、結果としてこれも『美しい大自然の景色』なンだよ！

「それはそうかもしれないが……」

　ちなみに吸い殻は川の中にポイーな。

「だから、おいっ！」

　さて、それではそろそろ関係者の皆さンにご挨あい拶さつなどを。霜しも月つき先生、イラストお疲れ様でした。今回は水神ミナカミハイドォラ祭りでクリーチャー祭りですね。担当編集者さンもありがとうございます。それとジャスコ関係者の皆様、今回もお目こぼしありがとうございました。取材源の某氏もありがとう。みンな、川に来たらキュウリ吸ってってください（カッパ的に最上級の敬意）。もちろン読者の皆様にも感謝です。

　それでは綿密な取材に基づき地方の隠された問題を鋭くえぐるスーパー社会派かしこいラノベ、次は四巻でお会いしましょう。
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